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■プロローグ







　夢。

　隼はや人とは夢を見ていた。

　実在する出来事ではないのに、何な故ぜか懐かしく感じる夢。

　夢の中では、廃はい墟きよとなった街並みの中心で、両手を空に掲かかげ吠ほえる男がいた。

　男は、隼人の少し上くらいの年齢に思える。

　男の顔に隼人は見覚えがあった。声にも良く聞き覚えがある。

　男の右手には、最近隼人が拾った樹のレリーフの刻まれた指輪──〈律因の環ニーベルゲン〉が嵌はめられていた。

「世界の規則だ？運命だ？こんな結末しか迎えられない●●●●なんて──俺が変えてみせる。この世界の魂とともにな！」

　よく見ると、男はボロボロになった、結むすびヶが原はら高校の学生服を着ていた。

　破れた衣服からは、傷だらけの肌が露出している。

「よく覚えておけ！この世界を喰くらおうとする正義の姿をした厄災よ！自分達たちが絶対だと信じて疑わぬ、無邪気な裁定者よ！俺は──我は、我の名は──」

　隼人はここで、ようやくその男が誰だれかを思い出した。

　男の声に聞き覚えがあって当然だ。

　男の顔に見覚えがあって当然だ。

　隼はや人とは彼を、誰よりも良く知っている。




「我は魔ロ王キ、夕ゆう霧ぎり隼人だ！力を持たないが故、屈辱を味わった男だ！だが、だからこそ、だからこそだ！──必ず、この世界を救ってみせるぞ！」




　その男は、隼人自身であるのだから。





■第一章　コスプレ大作戦







　柏かしわ木ぎ琴こと美みは、十六歳とは思えないほどに料理が上う手まい。

　隼人が『メゾン・ヴァルハラ』に住むことが出来て良かったと思う理由の一つでもある。

　今日の夕食も、テーブルにはいつものように、琴美が作った料理の数々が並んでいる。

　自家製ドレッシングをかけたローストビーフのサラダに、鱈たらと香草のホイル焼き。トマトとコーンのコンソメスープ。

　彩りも鮮やかなほたてとパプリカのバター炒いためは、口に含めばバターの芳ほう醇じゆんな香りとほたての食感に、たちまち頬ほおを落としそうになるほどだ。

「……お代わり」

「はいはい、あかりちゃん。いっぱい食べて早く大きくなってね」

「こちらもお代わりじゃ。ワシもいっぱい食べて、琴美のように大きくなりたいのう」

　リピカが、琴美の豊満な胸を見ながら、空になった茶ちや碗わんを渡す。

「も～っ！理事長は、突然セクハラしないでください！」

「くくく。あかりも大きくなりたいよな」

「……（こくり）」

　あかりがリピカの言葉に同調して、自分の胸を触りながら琴美の胸を見た。

「あ、あかりちゃんまで～っ！」

　琴こと美みが、顔を真っ赤にして慌てる。

　そんな、男であれば思わず振り向いてしまうであろう会話を気にもせず、隼はや人とは上の空で食事を進めていた。

　隼人は今日一日中、ずーっとこんな感じだった。理由は今朝の不思議な夢だ。

（……あれは確か、詩し愛あに捕まった時に……）

　以前にも見た夢の続き。男の正体が隼人であったこと。

　夢の中では、隼人は自身を魔ロ王キだと名乗っていた。

（ただの夢だけど……でも……）

　隼人は、詩愛から説明された魔ロ王キの話を思い出す。

　そして、魔術師ウイザードが持つという、〈魔王の詩篇セームンド〉という予見書のことも。

　隼人はそれについて、結局リピカに聞かずじまいのままだった。隼人にとって、大して気になる話でもなかったからである。

　隼人は、魔術師ウイザードが予見書を持っていようがいまいが、魔術師ウイザードの仲間になる気なんて無かった。隼人にしてみれば、予見書の有無など関係なく、どちらが正義なのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

　それに、もしリピカがその話について知っているのであれば、必要な時に語ってくれるだろうとも考えていた。

　しかし、あんな夢を見てしまったということは、

（自分では気付かないうちに気にしているのだろうか……それとも）

　──何か夢に、意味が？

　隼人の思考が、ぐるぐると回る。

（あの夢は一体何なのか。俺が考えすぎているだけなのか。それとも何か意味があるのか。あるとしたら何なのか。この指輪は、本当は魔ロ王キになる為ためのもの？でも、本当ってなんだ？いやだって、世界を変えるとか言われても、自分にはそんな力は無いわけで──）

　ふと、隼人は忘れていた事実を思い出した。

（そう言えば結局、俺の変えたいって、何だ？）

　──グワン。

　隼人は、心が強く鷲わし掴づかみされたような感覚に陥る。

　変えたい。それは、理パーマネントに選ばれる理由であると言われている感情だ。

（俺にとっての変えたい……。もしかして、あの夢が何か関係してたり……）

　崩れる街並み。終わる世界。

　夢の中の自分が叫んでいる、世界自体への──

（俺は、この世界を変えたいと思っている？）

　──そう、まるで魔術師ウイザードのように。

「夕ゆう霧ぎり君」

　隼はや人とは鬱うつ屈くつとした思考を中断させ、対面から自分を呼ぶ詩し愛あを見る。

「……どうしたの？怖い顔して」

「え？あ、ああ、ちょっと考え事してただけ。なんでもない」

「本当？」

　心配するように、詩愛が隼人の顔を窺うかがう。

「本当。大丈夫だ」

　隼人はそう言って、目の前のご飯を急いで食べてしまうと──

「ご馳ち走そう様さま」

　空になった食器を持って立ち上がる。

　そして、そのまま炊事場に汚れた食器を置くと、慌てて食堂を出た。




　隼人が食堂から出て行くのを見て、琴こと美みが口を開く。

「う～ん。明らかに普通じゃなさそうでしたね」

「……（こくり）」

　あかりも、眉まゆを顰ひそめて頷うなずく。

　詩愛もまた、心配そうな表情を浮かべている。

　そして──

「…………」

　玲れい奈なは、隼人が出て行った食堂の出口を、不安そうに見つめている。

（どうしちゃったんだろう、アイツ……）

　玲奈は、隼人が今日一日ずっと憂ゆう鬱うつげな顔をしていたことを思い出した。

　授業中もずっとそんな感じだったので、教師が黒板の問題で隼人を指した時、玲奈は冷や冷やしたものだ。

　まぁ、ぼーっとしながらも授業は聞いていたらしく、隼人は教師から出された問題をしっかりと答えてみせたのだが。

（考え事って言ってたけど何かしら。成績で悩むことはないだろうし、部活には入ってないし……。他に、年とし頃ごろの男の子の悩みと言えば……まさか！）

　──恋。

　玲奈は、隼人が誰だれかに恋をしているんじゃないかと考えた。

（え？だ、だったら誰に？最近この寮に住み始めたわけだから、確率としてはこの寮の住人の可能性が高いわよね？）

　玲奈は考える。隼人は一体、誰に恋をしているのか、と。

（琴美先輩？料理は上手だし……そ、それに、私なんかと違って、胸が大きいもの。そ、そうよね。好きになるのも仕方がないわ。それとも、あかりちゃん？私なんかと違っておしとやかだし、可愛かわいいし……）

　玲奈の思考は、いつの間にか隼人が何を考え込んでいたのかではなく、隼人が誰を好きなのかになっていた。

（それとも、藍あい田ださん？そ、そう言えば、すぐに奏魂の盟ソウルリンクだって成功させちゃって、あの子だってなんの迷いもなく、そ、その、キ、キ、キスを──）

　隼はや人とが誰だれを思ってるのかはともかく、あの子は隼人に気があるのではないだろうか。そうでなければ、躊躇ためらいもなくキスが出来る筈はずが無い。

（あの子はあの子で、女の子っぽくて、その、可愛かわいいわよね。悔しいけど、剣道やってる私なんかと違って、護まもってあげたくなっちゃう系というか、そ、その──）

　玲れい奈なは、普段の勝ち気はどこへやら、ネガティブな思考を加速させていく。

　最近の玲奈は、とにかくいつもこんな風だった。隼人のことを考えると思考が弱気になり、混乱してしまい、どこか隼人を避けてすらいる。

　隼人と二人でやっていた勉強も、集中出来ないので止やめてしまっている。

（だって、こんな気持ち、私にとっては初めてのことで──）

「ああああもう！なんなのよ！なんで私がアイツのことばかり考えなきゃいけないの！」

　と、玲奈が突然、声を張り上げながら立ち上がった。

　一同が箸はしを止め、驚きながら玲奈の顔を見る。

「れ、玲奈ちゃんどうしたの？」

「……何事？」

　琴こと美みとあかりが聞いた。

「な、なんでもないわ！わ、私もちょっと考え事をしてたというか、それが口に出たというか、そ、その！」

　慌てて玲奈が席に座り、照れ隠しをするように食事に戻る。

　そんな玲奈の様子を見て、彼女が何を考えていたか察したのか、リピカは笑う。

「くくく。そんなに隼人のことが気になるのか？」

「違うわよ！隼人のことなんかじゃないから！」

　玲奈が即答した。

「まぁ誤ご魔ま化かすな玲奈。アイツは何かに悩んでおって、元気が無かった。それは確かじゃろう？同じ寮のメンバーじゃ。心配するのは当然じゃと思わんか？」

「そ、それはそうだけど……」

　玲奈は、言葉に詰まりながらも、ただ心配していただけということにした方が都合が良いことに気付き、リピカの言葉に頷うなずく。

「じゃろう？じゃったら、隼人が何に悩んでるのであれ、元気付けてやるのが王オーデインに仕える悠久騎士フレースヴエルグの責務じゃとは思わんか？」

　リピカが、意地の悪い、いやらしい笑みを浮かべる。玲奈と琴美、それにあかりは、リピカは碌ろくでもないことを考えているのだとすぐに気付いた。

「え、えっとぉ、私は特にそんなことは思いませんけど……」

「そ、そうよ！別にそんなことしてあげなくても、誰だれにでも悩みくらいはあるというか！」

「……（こくり）」

　琴こと美みと玲れい奈なが慌てて否定して、神妙な顔をしたあかりが頷うなずいた。

　リピカは、そんな三人を無視して詩し愛あに聞く。

「詩愛、ヌシはどう思う？王に仕える身として、励ましてやるべきじゃとは思わぬか？」

　詩愛はまだ入寮して日が浅い為ため、どうして玲奈達たちが慌てているのか理解していない。だから、無警戒に答えてしまう。

「ええ。夕ゆう霧ぎり君が落ちこんでいるなら、励ましてあげた方がいいと思うけど……」

　それを聞いたリピカが、にいっと笑った。すかさず、玲奈達三人が息を呑のむ。

　詩愛は三人の様子を見て、不思議そうな顔をした。

「決まりじゃな。──樹術式の巫み女こ、月詠つくよみリピカが命じる。ヌシらは我らが王オーデインである夕霧隼はや人とを励ます為──」




「コスプレをするのじゃ」





　　　◆






　王の間にて、隼人はベッドに横になると、発現させた指輪をぼんやりと眺めながら、再び今朝見た夢のことを考えていた。

（そう言えば、この寮に来た翌日も、こうやってベッドに寝転がって指輪を眺めてたっけ……）

　最初に使えるようになった指輪の力、騎士召喚サモン・フレースヴエルグ。隼人はあの時、その力を試してみて、偶然部活の為に着替えていた玲奈を呼び出してしまい、剣でドツかれた。

（あの時は、玲奈に嫌われてたんだっけか）

　隼人は苦笑いを浮かべる。

（最近もまた、微妙に嫌われているような気がするけど……）

　食事中は常に隼人から目を逸そらし、寮の廊下で擦すれ違ちがっても挨拶しない。隼人が話しかけても、ぎこちない態度で、わざとらしく会話を打ち切ってくる。

　一緒にやっていた勉強も、突然「もう一人で大丈夫だから！」と玲奈が言い出し、やらなくなってしまっていた。

（理由がわからないんだよなぁ）

　隼人は、今度は玲奈に嫌われている理由について悩み始める。だが、いくら考えようが理由は思いつかないし、心当たりも無い。

（かと言って、本人に「どうしてまた嫌いになったのか」なんてことも聞きにくいし……）

　と、隼人が悩みの連鎖に囚われていると、

　──コンコン。

　王の間のドアがノックされる。

「どうぞ？」

　──ガチャリ。

　ドアが開き、ノックをした主──

　何故か、メイド服を着た玲奈が、部屋の中へと入ってくる。

「なっ……!?」

　隼はや人とは思わず声をあげた。

（どうして玲れい奈なは、こんな格好をしてるんだ!?）

　黒のワンピースに白いエプロン。ワンピースの丈は短く、フレンチメイドと呼ばれる露出の多いものだ。

　奉仕精神が低く、暴力的なイメージのある玲奈からは懸け離れた格好だったが、衣装は驚くほど良く似合っている。

「え、えっと、あの、その……」

　玲奈は、顔を真っ赤にして内股をもじもじとさせながら、恥ずかしそうにしている。

「……え、ええっと？」

　隼人は、玲奈の様子を見て困惑し、間抜けな声をあげた。

　突然メイド服を着た玲奈が部屋に入ってくるなんて状況、隼人には意味がわからなかったからである。

　だが、隼人を唖あ然ぜんとさせたのは、玲奈だけでは無かった。

　王の間に、不思議な格好をした詩し愛あ、琴こと美み、あかりの三人が、次々に入ってくる。

「なぁっ!?」

　詩愛は、白のナース服を着ていた。

　控え目で大人しく静淑な彼女の性格に、清せい楚そなイメージのある白衣はピッタリだ。

（な、なんでナース服!?　い、いや、ナースなことは悪くないし、出来ることなら看護されてみたいけど……）

　隼人は戸惑いながら、今度はあかりを見る。

　あかりは、体操服にブルマという格好をしながら、頭には猫耳まで装着していた。

　もはや絶滅の危機にあるブルマという衝撃的なファッションに、何な故ぜか猫耳着用という二重の衝撃ダブルインパクト。上着はピッチリとブルマに入れているあたりに、体操服という衣装に対する敬意と心意気を感じる。

（衣装の意味はわからないけど、と、とにかく凄すごい魅力だ……）

　隼人は圧倒されながら、今度は琴美を確認する。

　琴美は、大胆に肌を露出した黒いボンデージ姿をしていた。

　胸元や腋わきは勿もち論ろん、陰部もギリギリまで食い込ませており、左右から伸びたガーターベルトが、太ふと股ももにみっちりと張ったラバーストッキングを固定していた。手には、穂先が枝分かれしたバラ鞭むちを持っている。

（え、え!?　先輩はあの鞭で何を始めるって言うんだ!?）

　全員、玲れい奈な同様に頬ほおを染め、俯うつむいたり視線を泳がせたり、隼はや人とを真まっ直すぐには見ていない。

「ほら、ヌシらは何を恥ずかしがっておるのじゃ」

　続けてリピカが入って来る。こちらはいつものスーツ姿で、にやにやと笑っている。

　隼人はリピカの楽しそうな表情を見て、この状況の発ほつ端たんは彼女によるものだと気付いた。

「な、何ですかこの服は！」

「昔、寮に住んでおった奴やつが置いていったものでな。丁度みんなのサイズに合うものがあったから、着て貰もらったのじゃ」

「いや、コスプレ服がどこにあったのかじゃなくて、どうしてみんながコスプレをしているのかってことです！」

「ヌシが元気無さそうじゃったからな。皆で元気付けようという話になっただけじゃよ」

「元気付けようって、え!?」

　隼人はますます意味がわからなくなる。

　それがどうして、コスプレに繋つながると言うのだろう。

「何も不思議なことはなかろう。男を励ますには女の色気が一番じゃと相場が決まっておる。じゃからみんなにコスプレをして貰ったのじゃ。──王オーデインに仕える騎士としてな。ほら、ヌシらもきちんと役になりきらぬか」












　リピカが、コスプレをした一同に向かって言う。

「役にって。え？え？」

「ただ衣装を着るだけでは面白くなかろう。きちんと役になりきってもらわんと、ワシとしても鑑賞し甲が斐いが無いというものじゃ」

「俺を励ます話から、自分が楽しむ話になってますよ!?」

「そんなことはない」

　リピカが、臆面もなく否定する。

「というか、他のみんなも理事長に騙だまされてないでさ！」

「で、でも、私も昔、お祖じ父いちゃんに聞いたことがあるんです。男の子は、コスプレとロールプレイングゲームが好きだ、って」

「何をロールプレイするんですか!?」

「おにーちゃん、あかりが元気にしてあげるにゃん」

「あかりちゃん、キャラがよくわかんないよ!?」

「あ、あの……」

　ずいっと、詩し愛あが一人一歩前に出て来ると、ベッドに上がって来て、

「……どこが悪いか、きちんと診察しないと」

　詩愛は持っていた聴診器をぷるぷると手を震わせながら、隼はや人との胸に押し当ててくる。

「だ、だからさ！俺は別に体調が悪いわけじゃないし、落ちこんでたわけでもないから！」

　だが、そんな隼人の言葉を気にせず、詩愛は隼人の上着をめくりあげると、聴診器を胸にピトッと押しつけてくる。

「……す、凄すごいドキドキ言ってるわ……病気かも」

「そりゃ、こんなことされたらそうなるに決まってるだろ！」

　隼人は年とし頃ごろの男の子である。同級生の女子にナース服で診察されたりなんて状況は、興奮と緊張のあまり心臓も爆発しそうになるというものだ。

「と、とにかく、えっと……こ、この鞭むちで元気になってください。え、えいっ！」

「ちょっ、先輩、鞭でぶたないでください！だから何をロールプレイしてるんですか!?」

「落ちこんでいる王様を励ます、女王様というシチュで……」

「違う女王様ですよね!?」

「そ、それに、男の人は鞭でぶたれたら泣いて喜ぶ生き物だって、お祖父ちゃんが言ってましたし……」

「それ、凄く対象範囲狭いですよ!?　って、だからぶたないでください先輩！」

「……おにーちゃん、元気になってきたにゃ」

　あかりは四よつん這ばいになりながら、猫のような仕草で隼人に頭を擦りつけてくる。

「元気になってるんじゃなくておかしな状況に慌ててるだけだからね!?」

「……また脈が激しくなったわ。大変」

「みんな結構楽しんでない!?」

　恥ずかしがりながらも、琴こと美みとあかり、それに詩し愛あは、段々と隼はや人とを弄いじるのが楽しくなってきたようで、コスチュームプレイなロールプレイをエスカレートさせていく。




　そんな中、玲れい奈なは一人だけ、隼人弄りの輪に交じらず不機嫌そうな顔をしていた。

「……な、何よアイツ、結局でれでれしちゃってるじゃないの……！」

「ヌシは行かなくていいのか？」

　玲奈にだけ聞こえるように、リピカが聞いた。

「む、無理に決まってるでしょ！コスプレしてそのキャラになりきれなんて、意味がわからないわよ！そもそも、アイツを励ます義理なんて私には無いし！」

「でも、ヌシだって結局メイド服を着ておるじゃないか」

　リピカは、玲奈が着用している丈の短いメイド服を見ながら言った。

「それだって、理事長が言ったからで！私は反対してましたし」

「でも、最終的にはヌシもやると言った覚えがあるのう」

「だって他のみんながやるって言い出したら、仕方ないじゃないですか。ま、負けられないって思って……」

「負けられない？ほう、何にじゃ？」

「え!?　え、ええっと、それは……」

　玲奈は、ベッドの上でコスプレ姿の女性陣と戯たわむれる、隼人の姿を見る。

　いつの間にか隼人はベッドに寝かされ、詩愛に馬乗りされていた。

　詩愛は隼人に乗ったまま、押し倒すような形で聴診器を当てている。

　あかりは、隼人の顔にお尻しりを向けるような体勢で足に顔を擦りつけており、度たび々たび隼人の目線がブルマを向いているのがわかった。

　また、琴美に鞭むちでぶたれる度、隼人は喜き悦えつの笑みを浮かべているようにも映る。

　玲奈はその様子を眺めていると、無性に、どうしようもない程に苛いら立だち始めた。

　──一体これはどういうことなのかしら。女に迫られてでれでれと気持ちが悪い。結局女だったら誰だれでもいいんじゃないの。ほんと何を考えているのかしら。願わくば、死んでしまえばいいのに。

　気付けば、玲奈は無意識のうちにベッドに上がり、隼人の顔を見下ろすように立って──

「接続コネクト、〈天翔覇者エリアルブレイド〉」

　玲奈は、発現させた大剣を、隼人に向かって構えた。

「……え？」

　殺気に気付いた隼人が、自分を跨またぐようにして立つ玲奈を見上げた。

　むっちりと肉付きの良い太ふと股ももが伸びていて、ドレスの深部には毎度お馴な染じみの縞しまパンが見える。

　玲れい奈なは、そんな隼はや人との視線の動きに気付くと、怒りのあまり身体からだを震わせながら、

「こ、この期ごに及んでパンツまで見るなんて、い、いい度胸してるじゃない！」

「ちょ、ちょっと待った玲奈！そりゃいきなりパンツを見せられたら俺だって──」

「お、お、お休みなさいませ、ご主人様！」

　隼人に、玲奈の大剣が無情にも振り下ろされる。




「いやさ、今のは理不尽だろ……」

「……だ、だって、隼人がいやらしい顔してたから……」

「そりゃ、俺だって男だ。あんなことをされたら、少しは変な気分になるよ……」

「つ、つまり、元気になったということでしょうか」

「先輩はわざわざエッチな話を拾わないでくださいね!?」

　顔を真っ赤にしながら恥じらう琴こと美みに、隼人が突っ込む。

「それに、俺が変なことを考えていたとしても、お前には関係の無いことだろう？別に玲奈に何かしたわけじゃないじゃないか」

「そ、そうだけど……」

　隼人が不機嫌そうに言うと、それっきり玲奈は黙り込んでしまう。

　隼人はそれを見て、なんだか悪いことをしたような気持ちになり、バツが悪そうに鼻の頭をかいた。

「とにかくさ、どうしてこんなに大おお事ごとになってるんだ？」

　隼人がみんなに聞いた。どうしていきなり、みんながコスプレをして詰め寄ってきたのか、隼人は理解出来ていないからである。

「それはアンタが！」

「俺が？」

　声を荒らげた玲奈は、一度大きく深呼吸すると、

「さっきも理事長が言ったでしょ。アンタが、元気が無いから励まそうって話になったの。……みんな、心配してるんだから」

　不安そうな、トーンの落ちた声で玲奈が言う。

（そ、そうだったのか……）

　コスプレの是非はともかく、玲奈が見せた表情で、隼人はみんなが本当に心配してくれていたことを悟った。

　隼人は、自分が無意識のうちに悩みを顔に出してしまっていたことに気付いた。

「そ、それは……その。ゴメン」

「というわけなんですよ、隼人君。理由はどうあれ、折せつ角かく一緒に住むようになった仲間なんです。何かあったなら話して貰もらえませんか？」

「……（こくり）」

「……みんな、心配しているわ」

　三人が照れ笑いを浮かべる。

（ここまで心配をかけちゃうと、話さないわけにはいかないな……）

「実は、ね──」




　隼はや人とは一同に、先日詩し愛あに捕まった時と、今朝見た不思議な夢の話をした。

　そして、魔ロ王キと〈魔王の詩篇セームンド〉について、詩愛から話を聞いていることも。

　さらには、詩愛から魔ロ王キの話を聞く以前に魔ロ王キの夢を見るという、不思議な体験をしたことも。

　すると、それを聞いたリピカが険けわしい顔になって、

「融因シンクロかもしれんの」

　と言った。隼人は聞き返す。

「融因シンクロ？」

「所持者と理パーマネントの繋つながりが強くなると、理パーマネントが持つ記憶の断片らしき物を見ることがあるのじゃ。もっとも、それが本当に理パーマネントが持つ記憶なのかどうか定かではないが、これまでの報告例から、そう推測されておるの」

「理パーマネントの記憶……」

　であれば今朝見た夢と、詩愛に攫さらわれた時に見た夢は、本当に──

「誰だれもが見るって訳でも無いんじゃがの。理パーマネントとの繋がりが強い所持者であるほど、報告例の多い事象じゃ」

「繋がりの強い……？」

「理パーマネントが普段無形であり、接続コネクトを念じることによって発現出来る理由。これは、理パーマネントが人の魂に同化する存在であるから、と言われてるんです」

　琴こと美みが補足する。

「理パーマネントはこの世界のコトワリに縛られない何らかの魂であり、同時に人の魂に寄生することを目的とする存在。そして、寄生の先にある目的こそが、変えたいを宿す魂に関係があるのではないか、とも推測されています」

「ええっと……理パーマネントも、何かを変えたがっている、ということですか？」

　──そして、その目的の為ために所持者を選ぶ、と。

「まぁ、その辺りは結局わからぬことだらけじゃがの。話を戻すと、その同化の精度が高いと、理パーマネントが持つ記憶を見ることがある、と言われておるのじゃ。普通は理パーマネントを使いこむことによって繋がりを強くしていくのじゃが……ヌシの場合は男だったり、指輪じゃったりと異例だらけじゃ。特殊なのかもしれん」

　隼人は、発現中の〈律因の環ニーベルゲン〉を見た。

　指輪の持つ記憶。指輪の持つ変えたい。

「でも、だったら尚なお更さら、どうして指輪の記憶に俺が居たんでしょう。それに魔ロ王キって……」

　隼はや人との質問に、リピカが難しい顔をする。夢の情報に従うのであれば、指輪は魔ロ王キの持ち物ということになる。

「……隼人の見た夢に関しては、彼女が何かをしていたのかもしれない」

　あかりがそう言って、詩し愛あの方を見た。

「最初、隼人が夢を見た時、彼女が近くに居た。何か特殊な理術具アーテイフアクトでも使って、隼人を惑まどわせているのかもしれない」

　あかりが、明らかな敵意を詩愛に向ける。

「わ、私はあの時、何もしていないわ！」

「今朝の夢だって、そうかもしれない。彼女はまだ、魔術師ウイザードの仲間で──」

「あかりちゃん、止やめて。藍あい田だは仲間だ」

　隼人が止める。

　あかりはいまだに、どこか詩愛を信じてない節があった。

「……ゴメンなさい」

　隼人に諭され、あかりが無表情に謝る。

　詩愛ではなく、隼人に対して。

「…………」

　詩愛は、悲しそうに俯うつむいて押し黙った。

　すると今度は、玲れい奈なが不機嫌そうに、

「ねぇ、ちょっと気になってるんだけど。何その、〈魔王の詩篇セームンド〉とか魔ロ王キって。私、初めて聞いたんだけど」

　琴こと美みとリピカ、それにあかりを見ながら言った。

　すると、リピカは動じることなく答える。

「ヌシらにはまだ報しらせなくても良いと思っておったのじゃよ。誤解せんで欲しいが、ワシはあかりにも教えてはおらぬ」

「……私は、勝手に知っていただけ」

　あかりがリピカの言葉に頷うなずく。

「私は、お家柄知っていただけですね」

　琴美も言った。

「いらぬ話をして、ヌシらを不安にさせたくなかったものでな。予見書が二つあるのは事実。そこに、魔ロ王キの記述があることも事実。ワシもそれは知っておる」

「いらぬ話って……私には、結構重要なことに思えます。特に、隼人にとっては」

　玲奈が、険けわしい表情で隼人を見る。

　隼人は、そんな玲奈の顔を見ながら、

「玲奈、俺は理事長が言ってることはわかる」

　と、答えた。

「隼人……」

「考えてもみろ。理事長は悠久騎士フレースヴエルグ側の人間だ。そしてこの指輪の力を信じている人間でもある」

　隼はや人とが、〈律因の環ニーベルゲン〉を玲れい奈なに見せる。

「そんな人間が、わざわざ不必要に味方が不安になるような話をすると思うか？」

「だけど、そんな話があると知ったら、あまりいい気分はしないわ」

「でも、その程度の話だろう？多分理事長は、切っ掛けさえあれば話してくれていただろうし、無理に隠そうとしていたわけでもないと思うよ」

「どうしてそう思えるの？」

　玲奈の言葉に、隼人はあっけらかんと答える。

「俺も玲奈も、その話を聞いたところで魔術師ウイザードになることはないし、結局意味がないから。そうですよね？理事長」

　隼人がリピカを見た。すると、リピカは一瞬驚くと、すぐに笑い始めて、

「クク……流石さすが、王オーデインたる男は器が違うのう」

　と、言った。

「な、なんですか、急に笑ったりして」

「いや、すまんすまん。ヌシの冷静な反応がちと格好良かっただけじゃ」

「か、格好良いって……」

　リピカに突然褒められ、隼人はたじろぐ。

「まぁ、そうじゃな。そういうことじゃが、黙っておったのは悪かった。変に動揺もさせたくなかったしの。すまんのう」

　そうして、玲奈と隼人に向かって、深々と頭を下げる。

　それを見て、玲奈は困ったように後ろ頭をかく。

「……こちらこそ、怒ったりしてすみませんでした。でも、なるべく隠しごとは無しでお願いしますね？」

「ああ、わかっておる」

　玲奈の言葉に、リピカが頷うなずく。

「それで、俺から質問なのですが」

「うん？なんじゃ？」

「理事長はどうして、〈魔王の詩篇セームンド〉のことや魔ロ王キについて知っているのですか？それは、悠久騎士フレースヴエルグであれば誰だれでも知っていることなんですか？それとも……」

　今度は隼人が、詩し愛あの方を見る。

「私が教えたわけじゃないわ」

　魔術師ウイザードだった詩愛が教えたものかと思ったが、やっぱり違ったらしい。

　と言うことは、リピカと琴こと美みはこの情報を最初から知っていた上で、玲奈やあかりには喋しやべっていなかったということになる。

　つまり、悠久騎士フレースヴエルグで一般的に知られている情報では無いということだ。

　隼はや人とは、王オーデインや魔ロ王キの話を詳しく知っている人間の範囲が気になった。

「そうじゃの。魔術師ウイザード連中は……創世の執行者ニーズヘツグであれば大体の人間が知っておる話じゃろうし、悠久騎士フレースヴエルグであれば護樹議会ヴアルキユリアのメンバーか、もしくはそこに近しい人間であれば、大体のことは知っておるかのう」

「護樹議会ヴアルキユリア？」

　隼人が質問する。

「護樹議会ヴアルキユリア。悠久騎士フレースヴエルグの上位機関であり、世界安定を目的とした樹術式の保護機関じゃ。活動内容としては、各地区の悠久騎士フレースヴエルグが魔術師ウイザードや樹術式に関する情報を共有出来るようにインフラを整備、場合によっては治安活動の命令、サポート、その他諸もろ々もろって感じじゃの」

「一応、上位機関では無く組合ってことになってるんだけどね。一部の悠久騎士フレースヴエルグや力を失って引退したベテラン、各地区の司令塔でもある樹術式の巫み女こなんかにより構成されているけど、権限や力の上下関係はないってことになってるの。ただ、支部に対して強制権が無い筈の命令は時々して来るけど……」

　琴こと美みが苦笑いを浮かべる。

「ワシも一応その一員じゃ。巫女じゃからな」

　色々と言ってはいるが、結局は上位組織みたいなものだと、隼人は判断する。

「……つまり、身も蓋も無いことを言えば、お偉いさんやその周囲は知ってた、ってことね」

　玲れい奈なが棘とげのある声色で言った。

「ま、そういうことじゃの。もっとも、これは玲奈にも話したと思うが、奴やつ等らは〈王の詩篇エツダ〉の存在すら真面目まじめに取り合うに値しない、と思っておるが」

「……なるほど。つまり、〈魔王の詩篇セームンド〉に関しても、気にしてないってことか」

「ご名答じゃ。察しが良いと話が早くて助かるの」

　隼人の返答に、リピカが嬉うれしそうに笑った。

「奴等には、それらを信用しない理由があっての。いいや、すると困ると言った方が正しいか……」

（……信用すると困る？）

　流石さすがにその言葉の意味は測りかねた隼人が、続きを聞こうと口を開こうとした時──

　──ジリリリリリリン。

　寮にやって来た客を報しらせる、チャイムが鳴った。

「あら、こんな時間に誰だれでしょうね」

「客のようじゃな……すまぬが、この話の続きはまた今度ってことでいいか？正直、この先は話が長くなりそうな上に、ややこしくなりそうでのう……」

「その先が気になるところですが……玲奈はそれでいいか？」

「な、なんで私に聞くのよ」

「いや、その、最後まで話が聞けなくなるってことだし。それで納得してくれるのかな、って」

「べ、別に、隠されたことに怒ってただけで、知らなかったことが嫌なわけじゃないわ。ちゃんと話してくれるってわかったから、それで十分よ」

「ふふ……信用して貰もらえて何よりじゃ。本当にすまなかったの」

　そう言うと、リピカは玲れい奈なと隼はや人とに深く頭を下げ、王の間を出て玄関に向かった。

「玲奈、さっきはありがとな」

「え？」

「俺の為ために怒ってくれただろ？理事長が色々と黙ってたこと……だからさ」

「……べ、別にアンタの為に怒ったわけじゃないわよ！た、ただ、私も気分悪かったし、ついでに……」

　玲奈が、怒っているのか恥ずかしがっているのか、顔を真っ赤にして言う。

「じゃあ、ついででもいいや。ありがとな」

「ど、どう、いたしまして……」

　真っ赤にした顔を、プイと隼人から背ける玲奈。

　そんな二人の様子を見ていた琴こと美みが、申し訳なさそうな顔をして隼人に頭を下げる。

「すみません隼人君。私も理事長と一緒に黙ってました……」

「いえ、気にすることないですよ。色々と事情もあるんでしょうし」

「そ、それでなんですが……も、もし、どうしても許せないのであれば……」

　そう言うと、琴美は隼人に鞭むちを手渡した。

「え？これで、どうしろと？」

「も、もしよろしければ、これで私をお仕置きして……そ、その、頂いても。は、隼人君が、どうしてもって言うのであれば……」

「俺はやりたいなんて言ってませんよ!?」

　隼人は狼狽うろたえる。

「お、男の人は、失敗した女の人に、鞭で罰を与えるものだとお祖じ父いちゃんが……」

「だから、先輩のお祖父ちゃんは孫娘に何を吹き込んでるんですか!?」

「……違う、きっと隼人は、ぶたれる方専門」

「あかりちゃん、何勝手に人をマゾみたいに言ってるの!?」

「……あ、あの、夕ゆう霧ぎり君。以前、乱暴しちゃった時の仕返し。したいのであれば、今からでも──」

「藍あい田だも、今更根に持ってないからね!?」

　琴美を発ほつ端たんに、再びてんやわんやとなる一同。そして、そんな隼人達たちの様子を見ていた玲奈は、再び肩をわなわなと震わせて──

「……な、な……何をまたデレデレしてんのよ！どうせブツなら私をブチなさいよ！」

　玲奈の叫びに、王の間が静まりかえる。

　一同、玲奈を見てポカンと口を開く。

「あ、あ、あ、や、やだ……わ、私、何を……」

　半泣きになってパニックに陥る玲れい奈な。

（え、ええっと……俺はこの状況、どうすればいいんだ？）

　別に玲奈が半泣きになったのは隼はや人とのせいではないが、無視するのも忍びない状況だ。

「隼人君……ここは責任を取って、玲奈ちゃんを鞭むちで……」

「ええええ!?　その対処方違くないですか!?」

　困っている隼人に、琴こと美みが鞭を渡してくる。

「……メイドを鞭でぶつ王様」

「あかりちゃんも人聞きの悪い言い方やめてね!?」

（って、どうすればいいんだこれ……）

　収拾の付かない事態に、隼人は頭を痛める。

（と、とりあえず、玲奈を鞭でぶてば丸くおさまるのか……？）

　玲奈は何を思ったのか、両手でスカートの裾をつまみ、パンツがギリギリ見えないくらいまで捲まくり上あげていた。

　そして、顔を真っ赤にして目をぎゅっと瞑つぶり、ぷるぷると身体からだを震わせている。

（ふ、太ふと股ももか？太股をぶてということなんだろうか……）

「や、やるなら早くやりなさいよ！」

　隼人は意を決して玲奈の近くまで行き、鞭を構える。












（こんなところ、外部の誰だれかに見られたら大変だな……）

　意を決した隼はや人とが鞭むちを振り上げた、その瞬間──

　──バタン。

　勢い良く王の間の扉が開く。

　そして部屋に、結むすびヶが原はらとは違う制服を着た少女が飛び込んで来て──

「なっ!?　な、何やってるの!?」

　隼人を見て、そう叫んだ。

　腰下まで、流れるように伸びたロングヘアー。瞳ひとみは黒い宝石のようにキラキラとしていて、快活な声色や表情とは違い、お姫さまのような印象を受ける。

　身長は低めで、あかりよりやや高いくらいの小柄な体格。だが、プロポーションは随分と良いらしく、小柄な体格には不釣り合いな二つの膨らみが、存在を大きく主張している。

「……あ、飛鳥あすか？なんでお前がここに？」

「にーさんこそ、何やってるの!?」

　夕ゆう霧ぎり飛鳥。

　やって来た少女は、隼人の妹だった。





■第二章　妹







「で、な、な、何をやってるのかな？にーさん」

　ベッドにて、鞭を持ってコスプレをした女の子達たちと戯たわむれていた兄を見て、飛鳥はこめかみに血管を浮き上がらせた。

「な、何って言われてもだな……その」

　隼人は、どうしてこうなったのかの経緯を思い出していく。

「……俺が落ちこんでたから、みんなが励ましてくれるってことになってたらしくて」

「どんな風に励まして貰もらってるのかな!?　というか、その鞭何!?」

「ええっと……」

　問い詰められても隼人は困った。

　何な故ぜなら隼人自身も、どうしてこうなったのか、あまり理解出来ていないからだ。

「それよりも、なんでお前がここに居るんだよ。どうして来てるんだ？」

「ヌシが心配になって来たそうじゃ。止めようと思ったが、流石さすがに『にーさんを返してくれないと警察呼びますよ！』と脅おどされるとのう……」

「だって、入れてくれないっておかしいじゃないですか！にーさんが住んでる寮なのに！」

「部外者立ち入り禁止なんだよ、ここは」

「あたし、にーさんの妹だもん！肉親が住んでいる寮に入るくらい、許されて然しかるべきだと思う！」

「いや、それはそうなんだけどな……」

　隼はや人とも、飛鳥あすかの言っていることは理解出来る。それはそうだ、普通の寮であれば入れて貰もらえて当然だろう。

　そう、普通の寮であれば。

（ここは普通の寮じゃないからな……）

　だがそれを説明することは出来ないので、隼人は飛鳥にどう言ったものかと困る。

　そうして、隼人が言葉を必死に選んでいると──

「……あの、提案があるんですが」

　琴こと美みが口を挟んだ。

「ここで立ち話というのもなんですし、一度みんなで食堂に移動しませんか？」




　琴美の提案で、みんなで食堂に移動して、テーブルの席に着いた。

　玲れい奈な達たちは、先程まで着ていたコスプレ服を脱いで私服へと着替えている。

　席に着くと、飛鳥はまず自己紹介を始めた。

「夕ゆう霧ぎり飛鳥、十五歳。結むすびヶが原はら中学三年生で、そこにいるにーさんの妹です。よろしくお願いします」

　飛鳥がペコリとお辞儀をしたので、他のみんなも頭を下げる。

「月詠つくよみリピカじゃ。よろしくの」

「柏かしわ木ぎ琴美です、よろしくお願いしますね」

「……佐さ藤とうあかり」

「藍あい田だ詩し愛あです」

　だが、玲奈は挨拶せず、ジッと飛鳥の豊満な胸を見つめて──

「……でかい」

「ヌシは何を気にしておるのじゃ」

「あ、い、いえ、何でも無いです！か、風かざ見み玲奈よ、よろしく！」

　玲奈も慌てて挨拶をする。

　隼人は、お辞儀の代わりに言葉を返した。

「で、俺が心配って……なんで」

「なんでもかんでもないもん！いきなり家を出たと思ったら、帰って来なくなっちゃうし！お母さんに聞いたら、家計が楽になったとかわけがわかんないこと言ってるしさ！」

「まぁ、うちの母親だし……」

「お母さんがあんなに薄情だとは思わなかったよ！しかも、にーさんの噂うわさ聞いて喜んでるんだよ!?」

　飛鳥あすかが、「ドン！」とテーブルを叩たたきながら立ち上がって憤ふん慨がいする。

「俺の噂うわさ？」

「高校の女子寮にハーレムを築いてるって碌ろくでも無ない噂だよ。うちの近所のおばちゃん達たちまで話してるんだから！」

「ええええ!?」

「『ねぇ飛鳥ちゃん、最近おたくのおにーちゃん、学校で堂々と女の子侍はべらせてるんだって？しかも随分と沢山！羨うらやましいわぁ。で、将来は何人と結婚するの？』って、逢あう度に言われて……ううう、めんどくさい」

「な、何かすまん……」

（それにしても、近所のおばちゃん達は俺を何だと思ってるんだ……）

「ま、噂は本当だったみたいだけどね……」

　飛鳥が、席に座る一同を、軽けい蔑べつ混じりの半目で睨にらみつけながらボヤいた。

「あはは……」

　琴こと美みが苦笑いで返した。

　玲れい奈なと詩し愛あは対応に困った顔をし、あかりはあまり感心が無さそうにしている。

　リピカは何が面白いのか、ニヤニヤしていた。

「同じ寮の女の子にコスプレまでさせて……王様にでもなったつもりなのかな」

（なったんだけどな……）

　隼はや人とは思ったが、そんな答え返せる筈はずが無い。

「まぁ、さっきのは誤解だ。それにハーレムっていうのも誤解だって。これまで女子しか居なかったから女の子ばかりになってるだけで、今は普通の共同寮だ。まだ、俺しか男は居ないけどさ」

「あんな広い部屋とベッドがあって、そこで女の人がコスプレしてる普通の寮かぁ……ふーん」

「うぐっ……」

「メイドさんを鞭むちでぶつような遊びが、普通の寮で流は行やってるのかぁ……ふーん」

　飛鳥が再び、半目で隼人を睨んだ。

　明らかに、隼人の言うことを信用していない目である。

「まぁ、それは後で追及するかな。とにかく、あたしは心配になって様子を見に来たの。それと──」

　飛鳥は、飛鳥が寮に来る際に持ってきたスーツケースを指差す。

「にーさんの荷物、持ってきてあげたから」

「あ、そう言えば……」

　以前電話した際に、「荷物はあたしが持っていく」と飛鳥が言っていたことを、隼人は思い出す。

「下着に洋服、本にゲームに参考書。適当に見繕ってくれれば大丈夫って言ってたから、適当に持って来た」

「助かるよ」

「でも、荷物は必要ないかもね」

「え？」

「だって、こんな状況見逃せるわけがないよ！不健全だもん！にーさんは今日、お家に連れて帰ります！」

　飛鳥あすかが、「ドン」ともう一度テーブルを叩たたき、宣言する。

「だって、これ以上ご近所さんに不名誉な噂うわさを流されると困るし、何より本当に女の子だらけの寮に住んでるってわかって、見過ごすわけにはいかないでしょ！不健全だよ！」

「つ、連れて帰るって。……ごめん飛鳥、流石さすがにそれは無理」

「どうして？」

「だから、趣味で提出した論文が偶たま々たま有名な学者さんの目に留まってさ。それで、特別な勉強を義務付けられちゃったんだよ」

　隼はや人とは、自分が入寮することになった表向きの理由を思い出しながら説明する。

「勉強なら別に家でも出来るんじゃないかな？そもそも、さっきやってたのは別の勉強にしか見えなかったけど？」

「確かに、アレは特別な勉強じゃのう」

「理事長は飛鳥を誤解させるようなこと言わないでください！」

「やっぱり、そういう勉強してたんだ……」

　飛鳥は、白けた目で隼人を見る。

「ゴメンね飛鳥ちゃん」

　と、飛鳥からの批難に隼人が困っていると、玲れい奈なが愛想良く笑顔を浮かべながら、隼人に助け船を出す。

「隼人がこの寮を使って勉強することは、学校でもう決まってることなの。学校側はお金だって援助してるし、隼人のお母さんにもそれで了承して貰もらってる。これはもう、卒業までは変えられないことなんだ」

「……それに、噂されているようなことは無いから安心していい。夕ゆう霧ぎり君は、普通にこの寮で生活しているだけ」

　飛鳥は、隼人を庇かばった玲奈と詩し愛あ、二人を値踏みするように睥へい睨げいする。

「あなた達たちは、にーさんの一体なんなんですか？」

「え？」「……え？」

　飛鳥の強い口調に、玲奈と詩愛は驚く。

「別に、あなた達ににーさんの都合を説明される筋合いはありません。それとも何ですか？あなた達はにーさんの恋人か何かなんですか？」

　二人は、その質問にしどろもどろになる。

「い、いや、彼女とかでは無くて……」

「……た、ただ、一緒に住んでる……」

　二人は、隼はや人ととの関係を伝えるのに四苦八苦する。

　ただの同級生と言うには特殊な関係だが、説明出来ることでもない。

　それに二人の中で、どこか『ただの同級生』と言い切ることに抵抗があった。

　ハッキリとは言えないが、二人にとって隼人が『特別』な存在であることを、自覚し始めていたからである。

　だが、そんな二人の心に微み塵じんも気付かない隼人は、二人を助けるつもりで、

「あいつらはただの同級生だよ。何も無いから安心しろ」

　今度は迷うことなくハッキリと言う。

　すると、玲れい奈なの顔がみるみる不機嫌になる。

「そ、そうよ！私達たちは、た・だ・の、同級生だから！た・だ・の、ね！だから、なーんにもないわ！」

「……うん、何もないわ」

　何な故ぜか、詩し愛あもムスッとしていた。

「え？なんで二人とも怒ってるの？」

「怒ってなんてないわよ！」「……怒ってないわ」

（え？どうして二人は怒ってるんだ？）

　リピカは、そんな小さな修羅場を見て、再びニヤニヤと笑みを漏らした。

「面白いのう、この状況」

「性格が悪いですよ、理事長」

　琴こと美みが呆あきれるように言う。

「と、とにかくさ、こんな時間に寮を訪ねて来て危ないだろ？夜も遅くなるし、そろそろ帰らないとだな……」

「あー、またそうやって子供扱いする！あたし、もう子供じゃないもん！」

「大人とか子供とか、そういう問題じゃなくて……遅い時間に、女の子が一人で歩いてちゃ危ないだろ？」

　結むすびヶが原はら高校の周辺は、閑かん散さんとした住宅街だ。灯あかりが少ない路地も多く、時間帯によっては、不良が原付きに乗って警察と追い掛けっこをしている。

「あたしなんかよりも、この寮ににーさんを放置することの方がよっぽど心配だよ。だって……」

　飛鳥あすかはそう言うと、再び威い嚇かくするように寮のメンバーを見回した。

「えっと……」

　琴美が困ったように苦笑いを浮かべた。

「間違いが起こってからじゃ困るんです。こんな場所に野獣を一匹放り込んで、もし何かあった時、誰だれが責任を取るんですか？万が一そんなことになったとしても、とてもにーさんだけの責任だとは思えません」

（や、野獣って……）

　だが、飛鳥あすかの言い分はもっともだった。飛鳥の立場からすれば、肉親が間違いを起こさない為ためにも、早々にこんな環境から切り離したいわけである。

「にーさん！帰るよ！」

　飛鳥は、隼はや人との席に向かうと腕を掴つかんだ。

「だから、無理だって」

　隼人が抵抗する。

　だが、なおも飛鳥は隼人の腕を強く引っ張った。

　飛鳥はギュッと身体からだを隼人の腕に寄せて、抱きつくようにして引っ張ろうとする。

　飛鳥の巨大な二つの胸が、隼人の腕に押し当てられる。

（って、飛鳥、当たってるから！）

　口に出せる筈はずも無いから、心の中で隼人は突っ込んだ。

　隼人は困る。これ以上飛鳥が居ると他のみんなに迷惑がかかってしまうし、このままじゃ帰りそうにない。

　それに、腕に当たる飛鳥の胸は隼人にとって毒だ。相手は妹だというのに、良くないことを考えてしまう。

「ああもう、わかったから！とにかく手をだな──」

　隼人がそう言って、飛鳥の手をどけようとした時──

　飛鳥が、グイッとより強い力で隼人の腕を引っ張った。

　すると隼人の身体は、椅い子すごと飛鳥の方に引っ張られて──

「隼人君、危ない！」

　その様子を見ていた琴こと美みが、思わず声をあげる。

　隼人は慌てて椅子を引こうとするが、間に合わない。

「のわっ──！」

「きゃっ！」

　──バタン！

　隼人の座っていた椅子が、飛鳥に引っ張られて倒れる。

　そして、隼人は床にそのまま──

　ぶよん。

「……クッション？」

　床に倒れる隼人の顔面に、何かクッションめいたものが挟まれる。

　隼人は最初、軟らかい弾力の正体がわからなかった。

　わかるのは、そのクッションは人肌のように温かく、トクトクと鼓動のようなものが聞こえるということだ。

（人肌？鼓動？……って、もしかして……）

　隼人はすぐに、そのクッションの正体に気付く。

「あ、あ……に、にーさん……？」

　クッションの主が喋しやべった。

　隼はや人とはゆっくりと、顔を起こす。

　するとそこには飛鳥あすかがいて、真っ赤にした顔で隼人を見ている。

　隼人は、すぐに今自分の顔面が埋もれていたものを確認してみた。

　クッションらしきものは、間違いなく飛鳥の胸だった。

「な、な……隼人、アンタ……」

　玲れい奈なが思わず立ち上がる。

「夕ゆう霧ぎり君、そんな……」

　他のみんなも、そんな隼人の一部始終を見ていた。

　そして、批難めいた視線を隼人に向けている。

「いや、今のはどう考えても不可抗力でしょ!?」

「妹を押し倒すとは、隼人も中々犯罪的じゃのう」

「……軽けい蔑べつする」

　リピカが面白そうに言って、あかりが冷たく続ける。

「だからさ……！」

「に、に、に……」

　その時、下敷きにした飛鳥が身体からだを震わせ始める。












　そして、飛鳥あすかは真っ赤にした顔で、

「飛鳥……？」

「……に、に、にーさんの……ばかー！」

　隼はや人とを突き飛ばし、立ち上がった。

　飛鳥に押された勢いで、隼人の身体からだが宙を舞う。

　吹っ飛ばされた隼人の後頭部が何かにぶつかり、それを巻き込んで床に倒れる。

　ゴツッ。

「……今度は、痛い……」

　隼人は、頭をさすりながら上半身を起こすと、自分が何を下敷きにしていたのかを確認する。

　するとそこには、床に仰あお向むけになったまま、顔を真っ赤にして半泣きでプルプルと身体を震わせる玲れい奈なの姿があった。

「こ、今度は痛い……？今、アンタが何を下敷きにしていたのか知ってる？」

「え、ええっと……」

　隼人は今自分が倒れていた方向と距離から、どの位置に自分の頭があったのかを予測する。

　傾斜の低いなだらかな二つの丘が、その位置にはあった。

（つまり俺は、玲奈の胸に……!?）

　玲奈が立ち上がる。

　そして──

「接コネ……」

「ちょ、ちょっと待った。悪かったけど、今のは不可抗力だろ!?」

「ぶつかったことに怒ってるんじゃないわよ！それも怒ってるけど、そっちよりもアンタが、私の胸を『今度は痛い』って言ったことにキレてるの！」

　隼人は玲奈が、胸のサイズを暗に小さいと言われたことで怒っているのだと気付く。

「……え？あ、い、いや、それは別に悪意があって言ったわけじゃなくて……素直に、うっかり、言葉のあやで──」

「余計にタチが悪いわよ！接コネ……」

「待って！」

　玲奈と隼人の間に、飛鳥が立ちはだかる。

　両手を横に伸ばして、隼人を庇かばうように立った。

「アナタの胸が小さいのは本当のことじゃないですか！」

「なあああっ!?」

　玲奈のこめかみに血管が浮き出て、顔がビキビキッと引きつる。

「にーさんに手を出さないでください！」

「こ、この、この女……」

「落ち着くのじゃ玲れい奈な。今、理パーマネントを出すのはまずいじゃろう？」

　その様子を見ていたリピカが、窘たしなめるように玲奈に言った。

　それを聞いた玲奈は、飛鳥あすかが一般人であることを思い出し、ハッとなると、

「そ、そうでした。隼はや人とは後で覚えておきなさいよ！」

　と言って、フンと隼人から顔を背ける。

（後でドツかれるのか……？）

「にーさん、大丈夫？」

「もとはお前のせいでこうなったんだが……それよりも」

　隼人は立ち上がると、飛鳥の方を見る。

「とにかく、今日は帰ってくれ。遅くなるとお母さんも心配するだろうし……」

「にーさんが一緒に帰ってくれるなら、すぐにでも帰るもん」

（弱ったな……仕方ない）

　隼人は、あまりにも強情な飛鳥の態度に、伝家の宝刀を抜くことにする。

「飛鳥、それ以上我わが儘まま言うとだな……おにーちゃんはお前のことを、嫌いになる」

「──っ！」

　飛鳥の顔が引きつる。飛鳥は昔から、隼人のこの言葉に弱かった。

　お兄ちゃん子な飛鳥は、嫌いになると言われると応こたえるのだ。

「な？だから、今日は大人しく帰ってくれ。俺にも事情があるんだよ。お願いだ、飛鳥」

　隼人が、宥なだめるように飛鳥に言った。

　すると飛鳥は、シュンとなって俯うつむく。

「送っていくからさ」

　だが飛鳥は一人で、食堂の出口へと向かうと──

「今度は、もっと早い時間に来るから！」

　そう言い残し、逃げ出すようにして食堂から走り去った。

「ええっと……帰った、のかな？」

　隼人も後を追って、玄関に向かう。

　丁度、ドアをバタンと閉めながら、勢い良く飛び出て行く飛鳥が見えた。

　リピカ達たち四人も、隼人を追って玄関に出て来る。

「元気の良い妹じゃのう」

「あまり夕ゆう霧ぎり君とは似てないかも」

「あはは。実は、血が繋つながってませんから、それもあるのかもしれません」

「え？義妹ってこと？」

「うん、そう」

　隼人の説明を聞き、一同は「へぇ～」という表情を浮かべる。

　すると琴こと美みは、こっそりと玲奈の耳元に顔を近付けて囁ささやく。

「これまたライバル登場かもね、玲奈ちゃん」

「な……な、何に対するですか！ライバルになるようなこと、無いですし！」

「またまた～。わかってる癖に～」

　玲れい奈なを楽しそうにからかう琴こと美みと、顔を赤くして否定する玲奈。そんな二人を横目に、あかりはジーッと隼はや人との方を見ていた。

「なに？どうかした？あかりちゃん」

「……いえ。妹、いたから」

「うん。いるよ？どうして？」

「……なんでもない」

　あかりは何な故ぜか寂しそうにそう言うと、一人だけ先に階段を上り、自室へと戻って行く。

（どうしたんだろう、あかりちゃん）

　隼人の目には、あかりの背中が寂しそうなものに映った。

「ワシらも戻るかのう」

　隼人達たちもあかりに続き、それぞれ部屋に戻った。





　　　◆






　自室に戻った隼人は、コスプレから始まった一連の騒動にグッタリとしてしまって、ベッドに寝転がりボーッとしていた。

（嵐去る、か）

　突然やって来て、あっと言う間に去って行った飛鳥あすか。

　隼人は寮に来て、飛鳥とは連絡を取って無かった。メールも荷物の話をした一度きりだったし、電話は一度も無い。

（久々に逢あったのに、近況すら殆ほとんど話せなかったな……）

　とは言え、また来ると飛鳥が言っていたことを隼人は思い出す。その時にでもまた、ゆっくりと話せば良いだろう。

「……ま、荷に解ほどきでもしますかね」

　ボーッとしていても時間が勿もつ体たいない。

　隼人はそう思って、身体からだを起こしてベッドから降りる。

（すまんな飛鳥……こんな状況を見捨てて家に帰ろうとは思えないんだよ）

　いまだ実感の湧きにくい、世界の危機という状況。

　だが、事実として隼人は魔術師ウイザードを見たし、悪バ魔グや竜ドラゴンと呼ばれる怪物とも戦った。

　だから──




　そう、俺は●●を──助けなければならない。

　もう二度と、あんな悲劇は繰り返さないように。その為にも。

　──変えなければならない。




　ぞくっと、隼はや人との背筋に強烈な悪寒が走った。

（変える？俺は一体、何を──）

　突然、脳裏に浮かんで消えた不思議な言葉に、隼人は戸惑い、呆ぼう然ぜんとなる。

　今の言葉が何なのかと考えても、思い出そうとしても、答えは見つからない。

（もしかして、今のも融因シンクロ？）

　隼人はそう推測したが、誰だれかがその答えを教えてくれるわけでは無い。

（考えても仕方がないか……）

　隼人は割り切ると、部屋に転がして置いたスーツケースを開いた。そして、中に入っている荷物を取り出し、クローゼットや棚に並べていく。

（と、これは……）

　スーツケースの中から、騎士の格好をした男の子が表紙の、懐かしい漫画が出てくる。

　隼人が子供の頃ころに気に入っていた漫画で、現代に生まれた騎士の男の子が、主あるじであるお姫さまを護まもるという設定の話だった。

（懐かしい。昔、この漫画の真ま似ね事ごとをして、飛鳥あすかに恥ずかしいことを言ったことがあったっけ）

　──兄として、ずっと護ってやる。

　隼人は、もしかすると飛鳥が、勝手に家を出た自分に対する皮肉として、この漫画を荷物に交ぜたのかもと推測する。

（あいつ、怒ってたしな……）

　隼人は苦笑いを浮かべながら、届けられた漫画を本棚に挿した。

（しかし、いつも思うけど、この部屋って生活するには広過ぎるよな）

　王の間は二十四畳もあり、旅館のちょっとした大広間と変わらないくらいの広さがある。

　棚やクローゼットは部屋の端に置いているので、物を直そうとすると部屋の端まで歩くことになり、ちょっと不便だ。

　また、部屋の掃除も休みの日を使って隼人がやっているわけで、面積が広い分手間がかかって煩わずらわしい。

　あらかじめ敷いてあった白い毛足の長いカーペットも、汚れやすく掃除しにくいという代物で、いっそのことフローリングにしてしまおうかと、隼人は悩んでいるくらいだった。

（生活空間なんて適度な広さが一番だよな……）

　普通の高校生は思わないような悩みを抱えながら、隼人が下着をクローゼットに放り込んでいると、部屋がノックされる。

　──コンコン。

「ん？どうぞ？」

　──ガチャリ。

　現れたのは、本日二度目の玲れい奈なだった。当然だが、今回はメイド服を着ていない。

「ど、どうも……入っていい？」

「別にいいけど。どうしたんだ？」

　──と、そこで隼はや人とは、先程の玲れい奈なの胸に頭を埋うずめてしまったトラブルのことを思い出す。

「……あ、そ、そうか。さ、さっきはごめん！」

「え？」

「俺を殴りに来たんだろ？だから、先に謝っておこうって。ご、ごめん。玲奈が胸のサイズを気にしてるのは知っていたのに……あんなこと言ってしまって……」

　隼人は、以前、豊胸特集の掲載された雑誌を玲奈の部屋で見かけたことを思い出す。

「ち、違うわよ！なんでわざわざアンタを殴りに部屋を訪ねなきゃいけないのよ！それに、胸の大きさなんて気にしてないし！」

「え!?　そ、そうなのか？でも、さっきは気にしてるから怒ってたんじゃ……」

「あ、あれは……もう、なんでもいいじゃない！そうじゃなくて！」

　玲奈はそう言うと、手に持っていた数学の参考書を隼人に見せる。

「久々に、勉強を教えてくれないかなと思って来たの！」

　隼人はそれを見て驚く。

　一緒に勉強することを止やめようと言い出したのは、玲奈の方だったからである。

「……一緒に勉強しないんじゃなかったのか？」

「ど、どうしてもわからない問題があったの」

　玲奈が恥ずかしそうに言った。

「俺は構わないけど……じゃあ、中へどうぞ」

　隼人に促うながされた玲奈は、部屋に入るとベッドとは反対側の隅に設置されている机に向かう。隼人も、整理していた本を全部本棚に並べると、机の前で隼人を待つ玲奈のもとに向かった。

「椅い子す、使っていいぞ？俺は立ってるから」

「え、さ、流石さすがにそれは悪いわよ。ここ、アンタの部屋じゃない」

「でも、女の子を立たせるわけには……」

　この部屋には椅子が一つしかない。部屋とベッドは大きいが、家具は普通のサイズだ。

　その椅子を半分だけ使って、玲奈はそこに座ると──

「だ、だったら、こうとか……」

「……え、えっと……」

　隼人は戸惑う。

　玲奈は、椅子のスペースを半分に分けて、二人で座ろうと提案している。

（ま、まぁ、座るだけだし……）

　隼人は玲奈に誘われるまま、椅子を半分だけ使うように腰を下ろした。当然ながら座りにくい。また、隣に座る玲奈の軟らかい身体からだがくっついて来て、ほぼ密着するような体勢である。動きにくいし、なにより──

「は、恥ずかしいわね、この体勢……」

「お前が言い出したんじゃないか。止やめようか……？」

「い、いや、このままでいい」

　玲れい奈ながこのままと言うので、隼はや人とはそのまま勉強を教えることにする。

　隼人だって、思春期の男である。年とし頃ごろの女の子とくっつくのが、嫌である筈はずがない。

「で、ど、どこを教えればいいんだ？」

「あ、えっと、これだけど……」

　互いに半袖の寝間着だったので、少し動けば肌が擦れ合う。玲奈の体温を感じる度に、隼人の心音が高鳴った。

　どうやら玲奈も、密着する隼人のことを意識しているようで、チラチラとくっつく肌を目で追っていた。

（き、気が散って勉強どころではないような……）

「ね、ねぇ」

「ん？」

　ふと、玲奈がペンを止めて、質問してくる。

「ちょっと、勉強じゃないことで、聞いてみたいことがあるんだけど……」

「なんだ？」

「えっとね、さっき来てた、妹さんのこと」

「飛鳥あすかのことか？」

　玲奈が頷うなずく。

「血が繋つながって無いって言ってたけど……あの子とは、何歳の時に一緒に暮らすようになったの？」

「ええっと、俺が小学三年くらいの時で、あいつが一つ下だから、二年くらいの時かな」

「そ、そう……」

　隼人の言葉に、玲奈は何な故ぜか不安そうな眼まな差ざしで返す。

「どうして？」

「い、いやちょっと気になっただけ……ふーん、そっか。そんな幼い時から、血の繋がってない男と女が……」

「ん？いやまぁ、そういうことになるけど……」

　玲奈の言い回しに、隼人は違和感を覚える。『男と女』という部分だ。

　玲奈は続けた。

「あの……そ、それで、何も無かったの？そんな幼い頃から、ずっと一緒に居て」

「何も、って？」

「いや、だから」

　すると、玲奈は言いにくそうにした後、意を決したのか大きく深呼吸をして、

「ま、間違いとか……ち、血の繋つながってない、男女だし」

「起こんねーよ！」

　隼はや人とは、玲れい奈なのとんでもない質問に、つい声を荒らげて突っ込んでしまう。

「何を勘違いしてるのか知らないが、あいつは妹だ。大事な妹。間違いなんて起こる筈はず無いだろ！」

「そ、そっか。良かった」

　玲奈は隼人の答えを聞いて、ホッと息を吐はく。

　それを見て、隼人は首を傾かしげながら質問した。

「何が良かったんだ？」

　すると玲奈は、「しまった」という顔をして、口元を押さえて──

「な、なんでも無いわよ！じゃ、じゃあ私、部屋に戻るから！」

　慌てて立ち上がった。

「えっと……教えるとこはそこだけでいいのか？」

「あ、あんなにくっついた状態で、勉強なんて出来るわけないでしょ！」

　玲奈は、何な故ぜか顔を真っ赤にしてそう言うと、早足で部屋から出て行く。

（……あんな状態で勉強しようと言い出したのは玲奈じゃないか）

「わけのわからない奴やつ」

　隼人は、最近多い玲奈の不可解な行動に、溜ため息いきを吐ついた。





　　　◆






　結むすびヶが原はら市の隣、同じ日本第六因果領域である、桜さくら田だ市。

　結ヶ原がショップの多い田舎地域での都会的位置付けだとしたら、桜田は田畑を中心とした田舎の中の田舎だろう。

　大型スーパーやドラッグストアなど、人々が生活していく為ために必要なお店は最低限しか無く、町の殆ほとんどが田畑か山か、道路か家かである。

　そんな町の外れにある廃工場。内部はがらんどうで何もなく、コンクリートの床や壁には、外から伸びてきた蔦つたなどの植物類が、侵しん蝕しよくするように這はっている。

　そこに居たのは、黒いローブを着た赤髪の女と、金髪の縦ロールが目立つ女。

　エイオンと鷹たか音ねだ。

「アメリカ第三因果領域、悠久騎士フレースヴエルグミネソタ支部が堕おちたみたいだ」

「順調ですわね」

「私の辞書に不調という字はないよ」

　創世の執行者ニーズヘツグに所属する魔術師ウイザードは、海外含めて約二万人。

　協力関係にある別結社を含めれば、四万人程度といったところである。

　世界人口で考えれば些さ末まつな数字であるが、理パーマネント使い自体が少ないことを考えると、かなりの割合を占める。

　現在、理パーマネント使いは、世界で十四万人程しか居ないと推測されているからだ。

　悠久騎士フレースヴエルグはそのうち四万人程であり、数では既に（協力関係にある魔術結社を含む）創世の執行者ニーズヘツグと拮きつ抗こう状態にあった。

　しかも、拮抗というのはあくまでも数の場合である。

　創世の執行者ニーズヘツグが、ほんの一年ほど前までは半分の数でしかなかったことや、ここ数ヶ月の間に次々と悠久騎士フレースヴエルグの支部を壊かい滅めつ、樹術式を占拠している事態を考えると、悠久騎士フレースヴエルグ側は完全に劣勢状態と言って良いだろう。

「まぁ、本当の問題はこれからなわけだけどね」

「樹術式の防衛、ですわね」

「そう。占拠した樹術式は必ず悠久騎士フレースヴエルグが取り返しに来る。今までは攻めるだけで良かった我々が、今後は守りに関しても考えなければいけなくなったわけだ。それに、永続的な魔術式の実行は、樹術式を強く痛めるのでね。タイムリミットが出来てしまったと言っても、過言ではない」

　エイオンは、力強く続ける。

「終焉の日ラグナロク。そして、その日に向けた創世計画ジエネシス。我々は早く、知恵の樹を完成させなければならない。我ら蛇は古い樹を食い破り、正しい苗を植えなければならない。そうして、その先にこそ──」

「間違いのない日々。楽園エデンが待っている、ですわね」

「そうだ。我々は人間の手で、正しい秩序を創造する」

　エイオンの瞳ひとみに、夢見る子供のようなギラギラとした熱が灯ともる。

　鷹たか音ねは、エイオンのそんな表情を見るのが好きだった。

　そうして二人が話していると、廃工場にもう一人、魔術師ウイザードがやって来る。

　今時珍しいセーラー服にマント、スカートは改造してあり丈が長い。

　ウルフヘアーの長髪で、耳にはピアスをしている。長身で引き締まった体型で、顔付きは男性的だった。

「それを、オレにやらせてくんねーかな、って話なんだよね」

　創世の執行者ニーズヘツグと協力関係にある魔術結社、暴れ狂う破者トランプル。

　その長である、花はな咲さき百ゆ合り香かだ。女子高生である。

　エイオンをこの廃工場に呼び出したのは、彼女だった。

「魔ロ王キが現れたって話は聞いたぜ。ちんたらまどろっこしいことやってないでさ。オレが一発でガツンと攫さらってやる」

「……攫っても、協力して貰もらわないと意味がないんですわよ？魔ロ王キは、我々の計画に必要な存在なのですから」

「そんなの、無む理り矢や理り言うことを聞かせればいいだろ。創世の執行者ニーズヘツグにおける実力者──三魔柱ソフイアの一人である、鷹音さん」

　百合香ゆりかの言い方に、鷹たか音ねが眉まゆを顰ひそめる。

「……嫌味ったらしい言い方ですわね」

「オレはアンタのような、育ちの良さそうなお嬢ちゃんが嫌いでね。力があるのなら、それを使えばいいだろ？──接続コネクト、〈束約鎖バインドチエーン〉」

　百合香は理パーマネントを発現させた。鎖の形状をした、支配の理パーマネントだ。

「色々とやりようはあるさ。要は、言うことを聞かせればいいんだろ？」

　百合香は鎖をジャラリと鳴らすと、不敵に笑った。

「で、キミは何を望んでるんだ？協力を申し出る為ためだけに、私をここに呼んだわけじゃないんだろう？」

　エイオンが百合香に聞いた。

「アレを貸してくんねーかな。万が一に備えて、戦力が欲しい」

「アレ？……ああ、アレのことか」

　エイオンは、百合香が何を求めているかすぐに理解する。

「……ふむ、わかった。手配しよう」

　エイオンの横に居た鷹音が、訝いぶかしむような視線をエイオンに送る。

　エイオンは鷹音に手で、まぁ落ち着けと諭した。

「ただし、いくつか条件がある」

「条件？」

「一つは、戦闘実験を存分にやって欲しいこと。アレはまだ完成したばかりだからね、きちんと使えるかしっかりと実証しないといけない。アレのシステムは、創世魔術完成の為に必要なものだからね」

「要は暴れろってことだろ？言われなくても遠慮無く使って来てやるよ」

　百合香の答えに、エイオンは満足気に頷うなずく。

「それともう一つ。試して欲しい魔術がある」

　エイオンはそう言うと、懐ふところから一冊のメモ帳を取り出して百合香に渡す。

　メモ帳の中身を確認した百合香は、記された魔術式を確認して──

「これをオレに使えと？」

　ニヤリと笑った。

「それも、創世魔術完成の為に必要な実験なんだ」

「まぁ、オレと相性の良い魔術だろうけどよ。この間の竜ドラゴンの一件みたいに、妙な仕掛けをしてないだろうな？」

　この間の竜ドラゴンの一件とは、詩し愛あが使用した竜召喚サモン・ドラゴンのことである。

　百合香は、エイオンが竜召喚サモン・ドラゴンの魔術に妙な仕掛けをして、使用者である詩愛を騙だましていたという話を耳にしていた。

「安心していいさ。なんなら、解読してみるといい。キミならそのくらいはわかるだろう？」

　そう言われた百合香は、メモ帳に記された魔術式にざっと目を通した。

　魔術式とは、文字の羅列を使って描く図形のようなもので、パソコンのプログラム言語に似た法則を持っている。厄介なのは、その記述を行う為ためのルーンという文字自体が、完全には解読されていないことだ。

　だが、多くの魔術式を目にしてきた人間であれば、経験による推測で、魔術式をある程度『読む』ことが出来る。

「あの子とキミとは違うからね。キミを今更試す必要も無い」

「……ま、帰ったらきちんと調べるさ。理の欠片ミスリルも手配してくれるんだよな？」

「当然だ」

　それを聞くと、百合香ゆりかは理パーマネントを仕し舞まった。

「じゃあ、準備が出来たら連絡してくれ。実験は承うけたまわったよ。魔ロ王キも捕まえて来るから、アンタ等は楽しみにしてるといい」

　そして、手を振りながら出口の方へと歩いて行く。

「本当に、あんな俗ぞく物ぶつに任せて大丈夫なのです？」

　鷹たか音ねは、百合香の背中を見送りながらエイオンに聞いた。

　エイオンは難なく答える。

「逆だよ鷹音。ああいう輩やからだからこそ、安心して任せられるんじゃないか」





■第三章　約束







　翌日の放課後、寮に戻ってきた隼はや人とは、玄関の前で大きな溜ため息いきを漏らす。

「遅いよ、にーさん」

　玄関の前に、飛鳥あすかが待ち構えていたからだ。

「今日も来たのか？」

「また来るって言ったじゃない」

（確かに言っていたけど、まさか翌日に来るなんて思わないだろう……）

「塾はどうしたんだ？」

　飛鳥は現在、高校進学を控えた中学三年生だ。受験に備えて、塾に通っている。

「サボって来た」

　あっけらかんと、飛鳥は答えた。

　隼人が呆あきれながら返す。

「お母さん怒るぞ？サボるなんてお金が勿もつ体たいない、って」

　隼人達たちの母は放任主義で適当だが、お金が絡むと異常に厳しい。

　飛鳥が、塾をサボるなどというお金を無駄にする行為をしたと知れば、激しく怒鳴りつけるだろう。

『お金様にだけは逆らっちゃいけないし、大事にしなきゃダメよ？』

　隼はや人と達たちの母の口癖である。

　そんな母だからこそ、隼人の寮入りをすんなりと認めてくれたのだろう。

「でも、こんな状態のにーさんを置いて塾に行くなんて無理だよ。いつ、あの女め狐ぎつね達の毒どく牙がにかかるか……」

　飛鳥あすかが両手を自分の肩にあて、ぶるぶると身震いをしてみせる。

「女狐に、毒牙って……」

「だってにーさん、お節介で優しいことだけが取り柄だし。昔から、いつか女の人に騙だまされそうだって、心配してるんだもん」

（お節介って、俺が心配って寮にまで来ている飛鳥に言われたくないけどな……）

「まぁ、みんなただの寮の同居人だから」

「そっか。にーさんの中では、コスプレさせるような関係が、ただの同居人なんだ」

（うっ……！）

　その件に関して、隼人は何も言い返せない。

　そもそもコスプレに関しては、隼人だっていまだに釈しやく然ぜんとしないでいた。

「だから、あれは理由があってだな……」

「コスプレさせる理由って何？」

　隼人は、適当な言葉でその場を誤ご魔ま化かそうとするが、飛鳥はそれを許してくれないようだ。

　ジトーッと、飛鳥が軽けい蔑べつ混じりの視線を隼人に向けてくる。

　隼人は、良い作り話が浮かばず、飛鳥にどう説明したものか困り果てる。

（弱ったなぁ……）

　と、隼人が困っていると──

「……あれは、みんなでコスプレ衣装を買ったから、隼人に見て貰もらってただけ」

　両手に大量の本を抱えたあかりが帰ってきて、助け船を出してくれた。

　あかりが、小さく飛鳥にお辞儀をする。

「どうも、にーさんがお世話になっています」

　飛鳥も、丁寧にお辞儀を返した。

　そして飛鳥は、すぐに不機嫌そうな顔をあかりに向ける。

「どうしてコスプレ衣装なんて？」

「……一緒に住んでる柏かしわ木ぎ先輩には、コスプレ趣味がある。私達もそれに付き合わされていた」

（おいおい……）

　あかりは、素知らぬ顔でコスプレの一件を琴こと美みのせいにした。

「……隼人は、先輩があの寮の人間以外に秘密としている趣味を、貴方あなたに話すことを躊躇ためらっていただけ。先輩はこの学校の生徒会長だから、コスプレ趣味がバレて変な噂うわさが立つことを恐れている」

「な、なるほど……そうなんだ。確かにあの先輩、ちょっとそういう趣味がありそうだったし……」

　あかりの躊躇ためらいの無い説明に、飛鳥あすかはあっさりと騙だまされる。

　理り路ろ整せい然ぜんとした、矛盾の無い素晴らしい嘘うそだと、隼はや人とも感心した。

（先輩に申し訳ないということを除けば……）

「そ、そっか。そういう事実があったんだ。まぁ、人の趣味はそれぞれだもんね……だったら」

　飛鳥が、ギュッと隼人の腕を握にぎって来る。

「尚なおのこと、帰るよにーさん！」

「なんでそうなるんだ？」

「だって、コスプレ趣味の女の人が同居人なんて、にーさんがいつ陥かん落らくするかわかんないし……」

「別に先輩は俺を口説こうとしてないから！」

「コスプレってお金かかるらしいから、手て頃ごろで扱いやすい男を捕まえるって発想に至いたってもおかしくないよ」

「飛鳥の中で俺はどれだけ女に騙されやすいんだ!?」

　隼人は、妹から女にだらしなく思われてたことに凹へこむ。

「……とりあえず、帰れないってば。今の俺の家はこの寮で、それは勉強の為ため。別に飛鳥が心配していることなんて、これっぽっちもないから」

「う～ん、どうも信用出来ないんだよねぇ。大体、変すぎるんだよ。それまでエネルギーになんて興味も無かったにーさんが、突然論文なんてさぁ……」

　いつぞや、隼人がクラスで言われたようなことを飛鳥はボヤいた。

　しかし、疑われるのも無理は無いと、隼人もわかっている。

　突然の女子寮への入寮や、わけのわからない論文の話など、傍はたから見れば突っ込みどころが満載だ。

「……あのね、にーさん。あたしは本当に心配してるの。お節介なにーさんが、何か変なことに巻き込まれてるんじゃないかって」

　そこまで言って飛鳥は、それまで浮かべていた怒ったような表情から一変、泣き出しそうな暗い顔になって俯うつむく。

「昔も、そういうことあったよね。だから、それを考えると、あたし……」

　隼人はふと、飛鳥がどうしてこんなに心配しているのか、その理由の一いつ端たんに思い当たる。

　昔、隼人は全身ボロボロになった状態で、家に帰って飛鳥に凄すごく心配されたことがあった。

（何にせよ、心配してくれてるんだよな……）

　そんな飛鳥の気持ちをなんとなく察した隼人は、彼女の頭にポンと手を載のせて撫なでる。

「ちょっとここで待っていて貰もらえるか？」

「……え？」

「送っていくから。ゆっくり話したり、遊んだりしながら帰ろう」

「…………」

　飛鳥あすかは何も答えないままだったが、隼はや人とはもう一度だけ頭を撫なでると、寮の中に入った。

　寮は静かだった。玲れい奈なは部活中だし、琴こと美みには生徒会がある。隼人が教室を出た時、隣の詩し愛あのクラスはまだホームルーム中だった。リピカは部屋で仕事をしているのかもしれない。

　王の間に戻った隼人は、部屋に放り投げるようにして荷物を置き、すぐに部屋を出る。

　そして再び、飛鳥の待つ外を目指す。

「……隼人」

　すると、一階に続く階段を下りている時、あかりに声をかけられた。

「……私もこっそりついて行く」

「え？」

「一人だと危ないから。あの子にはバレないように、こっそりボディーガード」

「ああ、なるほど」

　隼人はもう、一人で外出する許可を貰ってはいたが、リピカには十分な注意を促うながされていたし、隼人自身も不安だった。いつどこで、魔術師ウイザードに狙ねらわれるかわかったものじゃないからだ。だから、あかりの申し出は、隼人にとって大変有り難がたいものだった。

「うん、わかった。迷惑かけちゃうけど、お願いしてもいいかな？」

「……（こくり）」

　あかりは、表情を変えることなく頷うなずいた。




　隼人が寮から出ると、寮のドアを不安そうに見ていた飛鳥と目が合う。

　飛鳥は、先程軽く取り乱してしまったことを恥ずかしく思ったのか、頬ほおを染めてすぐに目を伏せると、

「い、言っておくけど、今から外に出るのはあたしが帰る為ためじゃなくて、にーさんを説得する為だからね！」

　と、隼人に言った。

「じゃあ、俺が家に戻るように精々頑張ってくれ」

「むー、なんだかイラッとするな。その、最初から家には戻る気ありませーん、みたいな態度。感じ悪いよ」

　隼人は飛鳥を連れて校門に向かう。他校の生徒──しかも中学生を連れて歩いているので、周囲の生徒から随分と注目を浴びる。

「夕ゆう霧ぎりの奴やつ、とうとう中学生にまで手を？」「最近一人増えたって話だったけど、あのハーレムだけじゃ満足出来なかったのね」「どれだけの女子と繋つながる気なのかしら」

　飛鳥あすかが冷たい視線で隼はや人とを見る。

「にーさんやっぱり……」

「だから何もやってないってば！あれはただの噂うわさ話だって！」

「火のないところに煙は立たない、だよ？」

（新しい火種を蒔まいたのはお前なんだけどな……）

　隼人達たちは校門を出ると、自宅に向かう道を歩き始める。二車線道路沿いにガードレールが付いた、道幅に余裕を持った歩道だ。

　ガードレールの反対側には、コンクリートの斜面が小さな丘をつくっていて、その上には住宅街が見える。

「最近、元気にしてたか？」

（とはいっても、たかだか二週間かそこらだけどな……）

　だが、隼人にとって飛鳥は、毎日顔を合わせていた相手である。飛鳥と離れた二週間が、随分と長いことのように思えていた。

「……今更それを聞くの？信じられない」

　飛鳥が頬ほおを膨らませる。

「だって、昨日は聞く暇なんて無かったじゃないか」

「メールや電話で聞いてくれれば良かったじゃない。家を出たきり、あたしに連絡して来たのは荷物送って欲しいってことだけだし」

「いや、荷物送ってくれって電話をした時に、『荷物はあたしが持っていくから』って急に怒り出して、一方的に電話を切ったのは飛鳥じゃないか……」

　隼人はそれ以降、何な故ぜか怒っている飛鳥に連絡をするのはまずいと思って、電話もメールも控えていた。

「だって、急に帰らないなんて言い出すんだもん。あたしだって怒るよ。家族のことなんてどうでも良かったのかって」

「だから電話でも謝ったじゃないか」

「謝って済む問題じゃないもん」

　飛鳥が、再びぷくーっと頬を膨らませたので、隼人は謝りながらその頬を突いた。

「むー！」

　飛鳥が落ち込んでる時は頭を撫なで、怒って見せた時は頬を突く。幼い頃ころから続いてきた、兄きよう妹だいのスキンシップだ。

「まぁ、うちは普通だよ。にーさんがいなくなってお母さんと二人だけだし、ちょっと静かだけど」

「そっか」

　隼人の父親は単身赴任で県外に出ている為ため、隼人がいなくなると、家は飛鳥と母の二人だけになる。隼人は、それが少しだけ気に掛かっていた。

　父親含め、もともと四人で住んでいた隼人の家は、二人で住むには広すぎる。不必要な空間のゆとりが『寂しさ』を生むことを、最近、広すぎる部屋に住んでいる隼はや人とは実感していた。

（寂しく思っていないといいけど……って、思い上がり過ぎだろうか）

　それに、隼人は男だ。父親不在の家にもし何かあった場合、自分が何とかしなければならないという使命感もあった。家を出てしまったということは、そんな（勝手に感じていた）義務を放棄してしまったことになる。

「でも、女だけになって気兼ねなく暮らせるようになったかな。……後はお母さんが、ご飯の準備が楽になったって」

「流石さすが、うちの母親だな」

「ま、お母さんだし……」

（でも、元気にやれてるなら良かった）

　隼人は、母親に釈しやく然ぜんとしない気持ちを抱えつつも、特に変わりなく過ごせているらしい家の様子に安あん堵どする。

「でも、もう少し早く荷物を持って来てくれるもんだと思ってたよ」

「それは……整理が付かなかったから。だから、確認しようと思って……」

「整理？」

「あ、い、いや、なんでもないの！に、荷物の。うん、そう、荷物だよ。荷物の整理と確認を繰り返してたら、遅くなっちゃって」

「あー、面倒だったろ。わざわざごめんな」

「ほ、本当にそうだよ！妹に手をかけさせすぎなんだから！」

　やがて二人は、大通りの交差点に出る。右折すれば家に近いが、真まっ直すぐ行けば、先日玲れい奈なと参考書を買いに向かった繁華街に出る。

「繁華街でぶらぶらして行くか」

「そして、一緒に家に帰るわけだね」

「お前を送る為ためにな」

　二人は真っ直ぐに大通りを進み、繁華街にやって来た。ゲームセンターやカラオケ、飲食店や衣服店などが並ぶ、学生にとって結むすびヶが原はら最大の放課後スポットだ。

　飛鳥あすかと隼人も、子供の頃ころから良くこの繁華街を訪れていた。

「そう言えば、最近この辺りに美お味いしいラーメン屋が出来たんだよ？アイスクリームが入ってるやつ」

「美味しいじゃなくて珍しいの間違いだろ、それ」

「いや、美味しいんだって。クラスの子達たちみんなハマってるもん」

（絶対嘘うそだ……）

　隼人は飛鳥達の味覚に戦せん慄りつしながら、後ろを振り返った。

　視界の隅に、距離を取って歩くあかりの姿を見つける。

　どうやら、上う手まく隼人達を尾行してくれているようだ。

「どうしたの？にーさん」

「いや、知り合いが居たような気がしただけ。……それより、そのラーメン屋ってどこにあるんだ？」

「ん？ええっとね、マッテリアの裏辺りだけど……寄ってみる？」

「いや、俺は食べたくない。それに、ラーメンなんて食べると夕飯が入らなくなるし」

「えー、美お味いしいのに。まぁ、また今度にしよう」

　隼はや人とと飛鳥あすかは、他た愛あいもない話をしながら、本屋や服屋、アクセサリーショップやドラッグストアなどの商品を眺めて回る。

「そう言えば、飛鳥とこうやって外を歩くのも久々な気がするな」

「ん、そうだね。確かにそうかも」

　隼人と飛鳥は、幼い頃ころよく二人で遊んでいた。

（でも、俺が中学に入ったくらいから、飛鳥が俺と一緒に外出するのを避けるようになって……）

　とは言っても、家では仲良くやっていたので、飛鳥と隼人はずっと仲の良い兄きよう妹だいだ。

「昔はお小遣い貯ためて来てたよね。にーさんに欲しいゲームが出来た時とか。漫画買う時とか」

「そうだな。昔は俺が遊びに出ると、お前がくっついてきてたんだよな。にーさん、にーさん、って」

「は、恥ずかしいから止やめてよ」

（多分、俺と一緒に遊びに出かけるのが恥ずかしくなったんだろうな）

　隼人は、飛鳥が一緒に外出するのを避けるようになった理由を、飛鳥の兄離れだと思っていた。当時はよく、近所のおばちゃんに「本当に仲の良い兄妹だねぇ」なんてからかわれていた。おそらく飛鳥は、そういったからかいが嫌だったのだろう。

「もう、大きくなったんだから」

「そうだな。初めて逢あった時に比べると、随分と」

「あ、このお店も懐かしいよね～」

　そう言うと、飛鳥がランジェリーショップの前で足を止める。

「……あー、そうだな」

　隼人は、思わず苦笑いを浮かべる。

　この店は、飛鳥がはじめてブラを買うことに決めた時に、隼人が付き合った店である。

　他の女子より胸の成長が早かった飛鳥は、クラスの中でもいち早くブラジャーが必要になり、そのことを健康診断の際に告げられた。

　だが、クラスの女子にも母親にも相談することを恥ずかしがった飛鳥は、よりにもよって隼人にブラを買うのを付き合えと言い出したのだ。

『どうせ買うなら可愛かわいいのがいい』

　そうして向かった先が、このランジェリーショップだった。

（小学生で、ランジェリーショップなんて入った奴やつは珍しいだろうな……）

「あの時頑張ってお小遣い貯ためて、ブラジャー買ったんだよね。えへへ、懐かしい」

「そ、そうだな」

　隼はや人とは、なんだか落ち着かない様子で答える。

（しかし、当時も恥ずかしかったが、この歳になるとまた……）

「ね、にーさん、久々に入らない？」

「え!?　いや、ここランジェリーショップだし！」

「大丈夫だよ。カップルで入ってるお客さん、時々見かけるし。あたしと一緒に居れば平気だって」

「え、いや、その……」

　戸惑う隼人をよそに、飛鳥あすかが勝手に店に入っていく。

（仕方ない、付き合うか……しかし、カップルって……）

　隼人も一緒に、下着ショップに入る。

　ショップに入ると、下着を穿はいたマネキンが沢山目に入り、隼人はどこを向けばいいのかわからなくなる。

（他の客とか、店員の視線も気になるよな……）

「このランジェリーショップは学生に人気があるんだよ。あたし達たちも、下着買う時はいつもここにしてるの」

「へ、へぇ～……」

「そうだ。折せつ角かくだし、にーさんに似合うの選んで貰もらおうかな」

「……えっ!?」

　隼人は思わず言葉を詰まらせる。

「折角来たんだし、ほら、男性視点も聞いてみたいなーって」

「だ、男性視点って言われても……」

「ねぇ、これなんてどうかな」

　飛鳥が、ガーリーなデザインをした、ピンクのブラとショーツのセットを持ってくる。

　上下ともに蝶ちようのようなデザインをした刺し繍しゆうが入っていて、ブラの中央には小さなネクタイのようなリボンがついていた。

　ショーツにはサイドリボンがついていて、それを結んで着用するタイプのようだ。

「え、えっと……」

「あたしは可愛かわいいと思うんだけど」

（確かに可愛いけど……な、なんと反応すればいいんだ）

　そして隼人は、デザインそのものよりもブラジャーのカップの大きさに目が行った。

（家では聞くことが無かったけど、これは……）

　隼人の目に、ブラの内側に付いたサイズの表記されたタグが映った。

　アンダーバスト65、トップバスト85と表記されている。

（Ｅカップ、だと……）

「お、大きくなったな……」

　隼はや人とは、ついそんな言葉を漏らした。

　飛鳥あすかはすぐに、隼人がブラのサイズのことを言っているのだと気付く。

「う、うん……ずっと成長が止まらないんだよね、身長は伸びないのに。運動するのに邪魔だし、大きいブラって高いし、損した気分」

「そ、そうか……」

「で、どうかな？」

　隼人は、Ｅカップの飛鳥が、その下着を着用したところを想像してしまう。そして、その下着を着用した飛鳥の胸に、顔面を埋うずめてしまう自分の姿を──

（って、違う！俺は何を想像しているんだ）

　隼人は、ぶんぶんと頭を左右に振って妄想をかき消す。

「どうしたの？にーさん」

「い、いや、なんでもない。うん、可愛かわいいと思うし、飛鳥に良く似合いそうだよ」

「そう？じゃあ……試着してみようかな」

「……え？」

「どうせだし、実際に見て貰もらった方が早いじゃない」

　そう言うと、飛鳥は試着室に向かう。

「ちょ、ちょっと待った、実際に見て貰うって……」

「にーさんにだけど？」

　当然のように飛鳥が返した。

「どうしてそんなに動揺してるの？ブラジャーなんて、水着とそんなに変わらないよ」

「い、いや、確かに見た目はそうかもしれないけど……下着と水着は違うだろ！」

　飛鳥は隼人のことを気にせず試着室に入る。

「兄は妹の成長を見守る義務もあるしね。それに、にーさんに見て貰えなくなったら、あたしは男の人に意見を貰える機会が無くなっちゃうし。……彼氏でも出来れば別だけど」

（飛鳥に彼氏……）

　隼人は、飛鳥に彼氏が出来て、可愛い下着に感想を求めているところを想像する。

（何となく嫌だ……）

　隼人にとって、飛鳥は本当に大事な妹である。他の男に気を許している姿は、あまり気持ちの良いものではない。

「……わかったよ。俺が見るから」

「そうそ。妹の下着を確認するのは、兄の務めです」

（そんな務め無いと思うけどなぁ……）

　カーテンの向こう側から、飛鳥が服を脱ぐ衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

　隼人がドキドキしながら待っていると、やがて試着室のカーテンが開いて──

「どうかな、にーさん」

　上着を脱ぎ、ブラジャーだけとなった飛鳥あすかが出て来た。

　飛鳥は、キュートなピンクのブラジャーに包まれたバストを、隠すことなく隼はや人とに見せつける。

　飛鳥は、上目遣いに隼人を見つめながら、頬ほおをほんのりと赤く染め上げていた。

「ど、どうって……その……」

「……その？」

「か、可愛かわいいと思う」

「良かった。じゃあ、これ今度買おうっと」

　飛鳥は嬉うれしそうに言うと、再びカーテンを閉めて着替え始めた。

「……ねぇ、にーさん覚えてる？昔、ブラジャーを買いに来た時もこうして見てもらったこと」

「あ、ああ、そう言えばそうだったな」

「成長したでしょ」

「ば、馬ば鹿か！おにーちゃんをからかうな！」

「えへへ」

（でも、本当に成長したよなぁ……）

　隼人は、今見た飛鳥の胸の大きさを思い出しながら、感かん嘆たんの息を漏らす。












　やがて、試着室から出て来た飛鳥あすかは、試着していたブラジャーを店員のところへ持って行き、渡した。

　飛鳥が隼はや人とのところに戻って来る。

「えへへ、取り置きして貰もらっちゃった。じゃあ、行こっか」

「店員と仲いいんだな」

「いつもここに来るからね～。店員さんから、『彼氏？』って聞かれちゃった」

　嬉うれしそうに飛鳥は言うが、隼人は反応に困る。

「だから、『はい』って答えておいたよ」

「え!?」

「えへへ、冗談。大丈夫だよ、きちんと『にーさんです』って答えておいたから」

「……ビックリさせるなよ。もう」

　隼人の反応に、飛鳥は可お笑かしそうに笑った。

「でも、あたしの彼氏と間違われるのって、そんなに嫌？」

「いや、嫌とか嬉しいとか、そういう問題じゃなくてだな……」

「あたしは嬉しいけどな、にーさんの彼女って間違われると」

「え!?」

　再び隼人が、素っ頓狂な声をあげる。

「えへへ、それも冗談」

　すると、飛鳥が再び可笑しそうに笑った。

（……からかわれてるのか、俺）

　そうして二人は、再び繁華街を歩きながら、店を回る。

「ここにあったＣＤショップ、潰つぶれちゃったよね」

「よく二人で試聴コーナー冷やかしに行ってたよね」

　先程のランジェリーショップもそうだが、何かと想おもい出での多い繁華街だ。あちこちで、隼人と飛鳥は想い出話に花を咲かせた。

　と、飛鳥がふと、ゲームセンターの前で足を止める。

「いつもここを通る度に、あの日のことを思い出しちゃう」

「懐かしいな」

　隼人と飛鳥は、このゲームセンターにちょっとした想い出があった。

　繁華街のゲームセンターは、血の繋つながってない妹である飛鳥が、隼人のことを兄と認めるようになった切っ掛けの場所なのだ。




　あれはまだ、隼人と飛鳥が出で逢あったばかりの頃ころで、隼人が小学三年生の時のことだ。

　隼人と飛鳥は最初、お互いの距離を測りかねていた。特に飛鳥は、当時はとても人見知りが激しく臆病な性格をしていて、隼人のことを怖がっていた。

　そんなある日、二人は、母の頼みで繁華街へとお遣いにやって来た。今思えばあれは、母親が二人の仲を近付ける為ために画策したお遣いだったのかもしれない。

　二人はギクシャクとしながら、殆ほとんど言葉を交わさないながらも順調に買い物を終え、家に帰ろうとする。

　ところがその時、晴れていた空が急に曇り始め、雷をともなう激しい夕立に見舞われた。

　二人は傘なんて持っておらず、慌てて近くにあった屋根のあるゲームセンターの店先に避難した。

「大丈夫か？濡れてないか？」

「う、うん……」

　幸い、二人は殆ど濡れること無く逃げることが出来た。だが、その日はゲームセンターがメンテナンスだかなんだかで、運悪く閉店していた。

「弱ったな。開いてないのか……」

「…………」

　二人は店内に入ることも出来ずに、店先で雨を凌しのぐことになる。

　飛鳥あすかは雷が鳴る度に、隼はや人との横でビクビクと身体からだを震わせ、怖がった。

「雷、怖いのか？」

「……う、うん。雷、嫌い」

　飛鳥はそう言うと、両手で自分のヘソを隠すように押さえる。

　どうやら、雷が鳴るとヘソを取られるという話を、健けな気げに信じているようである。

　その時、まだ幼いながらに隼人は、怖がる飛鳥をどうにか励ましてやりたいと思った。

　男として、何より兄として、新しく出来た家族に格好付けたかったのだ。

　隼人は、どうやって励まそうか悩んだ末、飛鳥の頭を撫なでてやることにした。

「ほら、元気出せ。な？」

「あ……」

「雷なんて怖くない。もしお前を襲ってきても、その時はおにーちゃんが助けてやるから、な？」

　隼人はそう言うと、最近読んだ好きな漫画の設定を思い出して──

「お前はお姫さま、おにーちゃんはお前を護まもる騎士。雷様が飛鳥のヘソを取りに来たら、おにーちゃんがやっつけてやる。だからさ、安心しろ」

　落ち込んでいる飛鳥の頭を、隼人が撫でてあげる癖が付いたのは、この時のこと。

「約束？」

　飛鳥は、涙を必死に堪えながら隼人に聞いた。

「ああ、約束だ」

　隼人は、照れ臭そうに飛鳥に言った。

　すると飛鳥は、兄に対する初めての笑顔を向けて──

「……ありがとう、おにーちゃん」

　飛鳥が、隼人のことを兄と認めたのは、この時から。

　懐かしい、約束の日のこと。




　隼はや人とは懐かしいことを思い出してしまい、むず痒がゆい気持ちになった。

　今思えば、かなり恥ずかしいことを言っているし、してしまっている。

「でも、逢あったばかりの頃ころに比べると、飛鳥あすかはずいぶんと変わったよな。性格も明るくなった」

　出逢ったばかりの頃は、内気でおどおどとした女の子といった印象だったが、気付けば快活で世話焼きな性格になっている。

　強くなった、というべきだろうか。

「うんうん、あたしだって成長してるんだよ。もう大人なんだから」

「その大人アピールは、子供っぽいけどな」

「あ、また子供って馬ば鹿かにした。にーさんのそういうとこ嫌い」

　そう言われても、隼人にとって、飛鳥はずっと妹である。

「……そう言えば、お前っていつから俺のことを『にーさん』って呼ぶようになったんだっけ」

「ん？さぁ、いつからだったっけ」

（昔は『おにーちゃん』だったんだよな……）

「乙女心は複雑なんだよ。変わるし、成長もする」

「成長ねぇ……」

　隼人は、『成長』という単語に、つい先程ランジェリーショップで見た飛鳥の胸のサイズを思い出した。

（って、何を考えてるんだ俺は……）

「にーさんは、昔からずっと変わらないよね。お節介で、優しくて。実は、ちょっとエッチで」

「え、エッチって！」

「今、あたしの胸のこと考えてたよね。顔に出てたもん」

「ぐっ……」

「えへへ、あたしに隠しごとは無駄だよ。だって、幼い頃からずっとにーさんを見て生きてきた。にーさんの顔を見れば、今何を考えてるかくらいわかっちゃうんだから」

　飛鳥が、優しい笑顔を隼人に向ける。

　隼人は、夕ゆう陽ひによって茜あかね色いろに化粧された飛鳥の笑顔の美しさに、一瞬ドキリと胸を高鳴らせた。

「そう、全部お見通し。にーさんが優しすぎて、時々無茶しちゃうことも。だから、近くにいると心配になる」

　飛鳥の笑顔が曇り、俯うつむいた。

「……ごめんな、心配ばかりかけて」

　隼はや人とは、飛鳥あすかの頭をしばらく撫なでてやる。

　飛鳥の機嫌を損ねた時は、再び笑顔を向けてくれるまでこうして撫で続けるのが、妹を護まもる兄として──そして、幼い頃ころに誓った騎士としての、隼人の使命だった。

　飛鳥は、しばらく黙って隼人に頭を撫でられ続けると、ゆっくりと顔を上げて──

「うん、許した」

　再び、笑顔になる。

「……そろそろ帰ろっか」

　飛鳥が言ったので、隼人が頷うなずく。

「あんまり長居してると日が暮れてしまうしな」

　二人は繁華街を出て、自宅へと向かうことの出来る、川沿いの小さな舗装路を歩く。

　隼人が指輪を拾うことになった道であり、隼人や飛鳥が通っていた小学校への通学路でもある。

「そう言えば、結局お前にスイーツ届けられて無いんだよな」

「そうだよ。全然お遣いから帰って来ないから心配したんだから」

（……だよなぁ……）

　自分のせいではなかったが、隼人は反省する。

「ね、にーさん」

「なんだ？」

「３を上に進めて、２を左に進めると何になる？」

「さ、３を上に？２を左に？」

（え？ええっと……）

　隼人は、必死に問題の答えを考えようとするが──

「ぶー。時間切れ！」

　飛鳥は宣告して、ニッコリと笑うと、

「答えはいつか、その時が来たら教えてあげる」

　と、隼人に告げた。

「その時？」

　飛鳥は、隼人から距離を取るように駆け出すと、隼人の方を振り返って手を振る。

「自分に確認が出来た時かもしれないし、勇気が持てた時かもしれない。その時はにーさんの解答を先に聞くから、暇な時にでも解いておくこと。じゃあね、また近いうちに遊びに行くから！」

　そう言い残して、飛鳥は自宅への道を駆けて行く。

「……俺を連れ戻すんじゃなかったのか」

　騒がしかった妹の背中を見送りながら、嬉うれしそうな苦笑いを浮かべて溜ため息いきを吐ついた。

「……隼人」

　と、隼人は後ろから声をかけられたので振り向いた。

　声の主は、隼はや人とのボディーガードとして、尾行を続けていたあかりだ。

「終わった？」

「ああ。帰ろうか。ゴメンね、面倒なこと任せちゃって」

「……仲が良い兄きよう妹だい」

　羨うらやましそうにあかりが呟つぶやく。

「そういえば、あかりちゃんは一人っ子なの？」

　隼人の質問にあかりは目を細め、答えに悩む様子で沈黙する。

（あれ、聞いちゃいけないことだったのかな……）

　隼人が、質問を後悔していると、

「昔は、兄が居た」

　あかりが、ぼそりと答えた。

（兄が、居た……）

　つまり、今は居なくなってしまったということだろう。家族の事情で離れることになったのか、それとも──

「……隼人は、兄に似てる」

「そうなの？」

「……（こくり）」

　あかりは頷うなずくと、そのまま黙って寮の方へと歩き始める。












　隼はや人とも黙って、あかりと一緒に寮への帰路に就つく。

（だから昨日も、俺に妹が居たことに反応していたのか……）

　隼人は、それ以上その話題を続けないことにする。

（そう言えば、寂しそうにもしてたな……）

　ふと隼人は、あかりの身辺について、知らないことばかりなのに気付いた。

　隼人には、指輪の力を得る為ために悠久騎士フレースヴエルグと奏魂の盟ソウルリンクを刻む必要がある。奏魂の盟ソウルリンクを刻む為の条件は、互いの因果を深めること。つまり、仲良くなることだ。

　そして仲を深める為には、当然相手のことをよく知らなければならない。

（あかりちゃんのことも、知っていかないとな……）





　　　◆






「にゃああああああああ！」

　寮に戻った二人を玄関で迎えたのは、威勢の良い猫の鳴き声だった。

　灰色と黒の縞しま模も様よう。縞は平行に描かれた、マッカレルタビーと呼ばれるものだ。

　小柄な図ずう体たいに愛らしい童顔。瞳ひとみはシルバーグレイである。

「……猫さん」

　あかりが、猫を見て呟つぶやく。

　猫はトコトコと隼人のところに駆け寄って来ると、隼人の足に顔を擦りつけ始める。

　隼人はこの猫に見覚えがあった。

「……ちょっと、待ちなさい」

　階段を駆け下りるようにして、今度は詩し愛あがやって来る。

　どうやら猫を追っていたようだ。

「藍あい田だ。この猫は……」

「……うん、ピート。ここで飼うことになったの。理事長が許可をくれたわ」

　この猫は、隼人と詩愛が二人で、学園の非常階段下で世話をしていた野の良ら猫である。

　ピートという名前は、最近詩愛が名付けたものだ。

「寮で？」

「……この子のお世話をしてたら、散歩中の理事長と逢あったの。そしたら、『どうせじゃったら寮で飼え』って」

「いいのかな、寮で猫なんて飼って……」

　寮でペットを飼うなんて、面倒事が増えるだろうし、何よりここは普通の寮では無い。

「……私も念を押して聞いたわ。そうしたら、最近人も増えて来たしペットの一匹くらい増えても変わらん、って」

（普段、部外者を立ち入り禁止にしているわりには適当なんだな……）

　だが、隼人だってピートのことは気がかりだったわけで、寮で飼うことには賛成である。

「私がちゃんと面倒を見るわ」

　詩し愛あが、強い口調で言い切る。彼女はピートを、隼はや人と以上に気に入っている。

「早速逃げられていたみたいだが……」

「……あれは夕ゆう霧ぎり君のせいよ。夕霧君が帰って来たのを察したみたいで、急に玄関まで走って行っちゃうんだもの」

「あはは……」

　ピートは、詩愛は勿もち論ろん、隼人にも良く懐いていた。

　ピートにとって、二人は親みたいなものなのだろう。

「……猫さん、にゃー」

　あかりがピートに近付き、頭を撫なでた。

「……可愛かわいい」

「あかりちゃん、猫は好き？」

「……（こくり）」

　あかりは頷うなずくと、しゃがんでピートの腹をくすぐり始めた。

　ピートは床に転がり、目を細めて気持ち良さそうにする。

「……夕霧君、佐さ藤とうさん、ちょっとピートの様子を見て貰もらっててもいい？」

「ん？」

「えっと」

　詩愛が、恥ずかしそうに食堂脇わきにあるトイレの方を見た。

「ああ、うん。行ってらっしゃい」

「じゃあ、お願いするわ」

　詩愛が、トイレへと駆けて行く。

　隼人は、あかりの方を見ると、

「慣れてるね」

「……昔、飼ってた」

「そっか」

「……（こくり）」

　床に転がっていたピートが立ち上がる。

　そして、自分をくすぐっていたあかりの手を、お返しとばかりに舐なめ始める。

「ん……くすぐったい……」

　じゃれあうあかりとピート。

　あかりはピートにされるがまま、ペロペロと手を舐められている。

（可愛らしい光景だな……）

　隼人は、あかりが楽しそうに動物と馴なれ合あうのを見て、微笑ほほえましく思う。

　やがてピートは、手だけでは物足りなくなったのか、あかりのスカートの中へと潜り込んだ。

（──って！おい！）

　そして──

「……ひゃうっ！ちょ、猫さん！太ふと股ももは舐なめちゃ駄目……！」

　あかりが身み悶もだえる。

「ちょっ！」

　隼はや人とは思わず、ピートの所業に言葉を詰まらせた。

「やっ、やめて猫さん。股の付け根は……だ、駄目！ひゃっ！」

（ちょ、そこは駄目ですよピートさん！）

　その感触が耐え難がたいものだったのか、あかりは思わず腰が砕けたように床に座り込んだ。

　ピートはまだ、あかりのスカートの中に潜り込んだままだ。

「……は、隼人。お願い、この猫さんを、どかして……」

　あかりが顔を真っ赤にして、身体からだをのけぞらせながら、隼人にお願いした。

「え？」

　隼人は焦った。ピートはあかりのスカートの中にいる。ピートをどかす為ためには、スカートに手を突っ込む必要がある。

（だけど、あかりちゃんから頼んでるんだし……）

「うぅ、あああっ、隼人、早く……！」

（と、とりあえず、止めないと！）












　隼はや人とはピートをどかそうと、あかりのスカートに手を伸ばした。男の子にとっての秘境エロドラドへと、ついに踏み込んだのである。

（って、エロじゃなくて……！）

　隼人は、困っているあかりを助ける為ためにピートの足を掴つかんだが、どうやらピートはあかりの太ふと股ももにしがみついたらしく、大人しく退いてくれない。

　そうして、隼人があかりのスカートに手を突っ込み、ピートと格闘していると──

　玄関の扉が開き、タイミング良く部活から帰った玲れい奈なが現れる。

「ふぅ、ただいまーっと……って、え……？」

　そして、隼人の姿を見て、玲奈はすぐに表情を強こわ張ばらせる。

「……お、おかえり、玲奈」

　玲奈は、ぷるぷると肩を震わせて──

「接続コネクト、〈天翔覇者エリアルブレイド〉」

　大剣を生み出し、隼人に向かって構える。

「な、な、何をやってるのよアンタは！つ、ついにあかりちゃんにまでセクハラをして！昨日のコスプレじゃ物足りなかったって言うの!?」

「いや、違う、違うから！これはセクハラじゃなくてだな！」

「あっ、うっ、そ、そんなとこ……」

「ど、どこ触ってるのよアンタ！」

「違う、これはピートが！」

　大おお袈げ裟さに手を振り、玲奈に止やめてくれと訴える隼人だったが、玲奈が応じる筈はずもない。

　玲奈は振り上げた剣を、隼人に振り下ろそうと──

　──したところで、突然、あかりのスカートの中で動いていたピートが玲奈に向かって飛び出す。

「にゃあああああああああ！」

「え？ちょ、なんで猫が……ふみゃっ！」

　そして、ピートは玲奈の顔に飛び込み、大の字で張り付いた。

　その衝動で、玲奈は体勢を崩して後ろに倒れ込む。

　──ドテン。

　しかも、都合良く（悪く？）持っていた剣が玲奈の頭部にガツンとぶつかり、

「ああうううう～……」

　玲奈は大股を開き、お気に入りの縞しま々しまパンツを大開脚で露出させながら、床に尻しりをついて目を回した。

　そんな現場に、詩し愛あがトイレから戻って来る。

　詩愛は、顔を火照らせ悶もだえているあかりと、あかりのスカートに手を突っ込む隼人と、パンツを見せながら目を回す玲奈をそれぞれ見て、

「……な、何をしてるの？」

　不思議そうに呟つぶやいた。





　　　◆






　隼はや人と達たちが玄関で、猫とすったもんだしていた時──

　二階にある理事長室にて、リピカと琴こと美みが話していた。

「下が騒がしいのう……。何をやっておるのじゃ」

　リピカが呆あきれるように言った。

「あはは……私、様子を見て来ましょうか？」

　苦笑いを浮かべながら、琴美がリピカに聞く。

「いや、いい。猫を飼いだしたからのう。戯たわむれておるのじゃろう」

「それなんですけど……どうして、猫を飼うことに許可なんて出したんでしょう？」

　寮でペットを飼うことに、少なからずリスクは存在すると琴美は思っていた。

　猫のような小動物であれば誘拐は容易だろうし、魔術師ウイザードがピートを利用して、何かを目もく論ろむ可能性が無いわけではない。

　それに、リピカの部屋には因果観測機エヴエレツト等が置いてある。悪戯いたずらされても厄介だ。

「詩し愛あに、良い影響が出ると思ってのう」

「藍あい田ださんに？」

　リピカが頷うなずく。

「あやつがこの先成長するのに、の。魔術師ウイザードでは無く、悠久騎士フレースヴエルグとして」

「……成長、ですか」

　琴美は、リピカの言葉の意味を測りかねた。有用な駒に対する言葉なのか、それとも人として心配をしているのか。

　言葉通りに受け取るのであれば前者だが、琴美はこの時、リピカが優しげな顔をしているように見えた。

「なんじゃ？驚いたような顔をして」

「い、いえ、なんでも……。で、どうして、猫を飼うことで藍田さんが成長するんです？」

「人は守るべき者が出来た時、強くなると相場が決まっておるものじゃよ。その為ために、自分を変えたいと思うものじゃ」

「……なるほど、確かに理りに適かなってますね」

　魔術師ウイザードと悠久騎士フレースヴエルグに共通する、変えたいという気持ち。

　その気持ちの矛先が何ど処こに向いているのかが、悠久騎士フレースヴエルグと魔術師ウイザードの大きな分かれ道だと、リピカや琴美は思っていた。

　詩愛はもともと世界を恨んでいた。だが、先日の戦いもあって、今は自分を変えようと奮闘している。

　守るべき存在が身近に出来れば、詩愛の悠久騎士フレースヴエルグに適した気持ちが強くなるかもしれないと、リピカは考えていたのだ。

「悠久騎士フレースヴエルグか、魔術師ウイザードか……」

　琴こと美みが呟つぶやいた。同じ理パーマネント使いでありながら、立場を分かつ二つの存在。

　その存在に明確な差は無く、いつでも立場が変わってしまうことを、琴美は良く知っている。何な故ぜなら琴美には、魔術師ウイザードに鞍くら替がえした、元悠久騎士フレースヴエルグである裏切り者の姉がいるのだから。

「で、今日ここに来た本題なのですが」

「なんじゃ、猫の話だけじゃなかったのか」

「わざわざそれだけで来ませんよ。私が今ここに来ているのは、隼はや人と君が王オーデインなのか、それとも魔ロ王キなのかという話をする為ためです」

　琴美の言葉を聞いて、リピカが眉まゆを顰ひそめた。

「隼人君は『真実がどうであろうが関係ない』と言ってましたが……実際、問題は出て来ますよね。指輪が王オーデインではなく、魔ロ王キのものだったとすると」

「そうじゃの。創世の執行者ニーズヘツグの活動に大義を与えることになる。奴やつ等らには知られたくない情報じゃ」

　組織が集団として行動する上で大事なものに、大義がある。

　人は、共通の価値観や目標を掲かかげなければ、なかなか一つに纏まとまることなど出来ない。

　そして、創世の執行者ニーズヘツグは、大義が強く機能している魔術結社だ。

　新世界の構築、理想郷の創造。

　そこに、指輪が本当は魔術師ウイザードのものであるという、創世の執行者ニーズヘツグの活動に正当性を与えるような情報が加わるのは、大変好ましくない状況だった。

「我らが正道でなければならぬ。特に、護樹議会ヴアルキユリアはそう思っておるじゃろうな。そして、もしその立場を脅かすようなものがあるとすれば……」

「最悪、指輪の排除も厭いとわない」

　琴美の言葉に、リピカは怖い顔をして頷うなずいた。

　護樹議会ヴアルキユリアは指輪を大義として使うつもりなど無い。〈王の詩篇エツダ〉を信じていないということもあるが、彼女達たちの大義に添わないという理由もある。

　──『人は人の中に序列を作らない。ただ、神となる樹があるだけ』。

　護樹議会ヴアルキユリアの大義にとって、王オーデインという上に立つ存在は、認められないものだった。

「御み輿こしというものは厄介での。人はいつだって神を言い訳にして諍いさかいを起こす。のう、琴美。隼人の夢の話は、くれぐれも──」

「ええ、他言無用で。隼人君や玲れい奈なちゃん達たちにも、それとなく伝えておきますから」

（指輪が本来誰だれのものであれ、ワシらがやることは変わらぬし、隼人の言っておることに同意なんじゃがの……）

　リピカは、昨日隼人が言った、『俺も玲奈も、その話を聞いたところで魔術師ウイザードになることはない』という言葉を思い出す。

　それに、リピカのことを信じてくれていたことも。

（ただのお人ひと好よしか、単なる馬ば鹿かか、それとも……）

「理事長？」

　琴こと美みは、突然クスリと笑い出したリピカを見て、心配そうに尋ねた。

「いや、なんでもないよ。ただ、人を従えるのに丁度良いサイズの器かもしれぬと、思ってしまっただけじゃ」

「……？」

　琴美の不思議そうな顔を横目に、リピカは席を立つと窓際に寄った。

　そして、窓の外に映る夕焼け空を眺めながら、ここには居ない誰かに向かって呟つぶやく。

「ヌシが魔ロ王キとして崇あがめたがっておる隼はや人とは、人を信用しておるぞ。ヌシと違ってな」

（のう、エイオン）





■第四章　小さな願い







　深夜二時。

　隼人、玲れい奈な、琴美、あかり、そして詩し愛あの五人は、夜の街を歩いていた。

　隼人、玲奈、琴美は制服姿。あかりは制服の上から理術具アーテイフアクトである〈妖精絶壁テイターニア〉を装着しており、詩愛は魔術師ウイザードの時に使っていた黒いローブを着用していた。このローブも、エーテル耐性のある理術具アーテイフアクトである。

「夜の神社って、薄気味悪くて苦手なのよね……」

「……玲奈はすぐに怖がりすぎ。いい加減慣れた方がいい」

「あかりちゃんが落ち着きすぎなのよ。普通の女の子は怖がるものよ」

「……私達は普通では無いかと」

　結むすびヶが原はら高校の近くに、小さな神社がある。

　初詣や大おお晦日みそかに合わせて神主が派遣されて来るくらいで、普段は人の出入りもほとんど無い、無人の神社だ。

　つい先程、そんな神社から魔術の反応が確認された。

　五人は魔術を止めるため、その神社に向かっている。

「そう言えば、気になってたんですが」

「なんでしょう」

「移動する時、どうして徒歩なんですか？理パーマネントを出さないのであれば、自転車を使った方が速いと思うんですが……」

　本来であれば、理パーマネントを発現させ、身体能力を引き上げるエーテルを発揮して走るのが速い。だが、理パーマネントは周囲に目立つし、何よりエーテルを放出してしまう。現場に向かう際に、魔術師ウイザードに気付かれてしまう可能性があった。

　なので、現場が遠い場合や、緊急度の高そうな魔術を除いて、理パーマネントは出さずに移動している。隼はや人ともそれは知っている。

　また、隼人達たちは免許を持たない為ため、自家用車に乗ることが出来ない。時間が時間であることや、あかりの鎧よろい姿が目立ちすぎることなどもあって、タクシーを使うのも躊躇ためらって当然だ。

　であればせめて、徒歩より速く疲れにくい自転車で移動すべきだと、隼人は思った。わざわざ徒歩で行く必要は無いだろう。

「えーっとね……」

　琴こと美みが、苦笑いを浮かべながら玲れい奈なの方を見る。

　玲奈は、気まずそうな表情を浮かべた。

「……私が自転車に乗れないのよ」

「え？」

「だから、私が自転車に乗れないの！文句ある!?」

　何な故ぜか怒り出す玲奈。

「い、いや、文句は無いけど……」

「……ほ、本当は練習しようかなって思ったんだけど、この歳になって今更だし、他のことも忙しいしで……の、乗れないのよ、自転車」

（スポーツ万能、剣道全国三位の奴やつが、自転車に乗れないのか……）

　隼人は、玲奈のスペックが気の毒過ぎて、自分のことでもないのに悲しくなった。

「そういうわけで徒歩なんです。まぁ、下手に自転車を持ってくると、なにかしらの理由で捨てて行かなきゃいけなくなった時に、回収が面倒ですしね」

「ま、まぁ、それもそうですね」

「そ、そんなことより！あ、藍あい田ださん、初めてだけど、その……大丈夫？今まであなたの味方だった魔術師ウイザードと、戦うことになるかも知れないわけだけど」

　玲奈が、話題を変えようと詩し愛あに聞いた。

「……大丈夫よ。もう、私は魔術師ウイザードじゃないわ」

　詩愛が、ぎこちなく答える。

「そ、そう。ならいいけど」

　あの竜召喚サモン・ドラゴンの事件の後も、玲奈は詩愛と、どこかギクシャクした関係のままだった。

　詩愛は以前、玲奈に面と向かって嫌いとまで言った上に、二人は戦いさえしたのだ、無理もない。

　だが、今もまだ詩し愛あが玲れい奈なのことを嫌っているかというと、そうでもないように隼はや人とには思えた。

（というか、相性良さそうなんだよな、この二人）

　玲奈も、詩愛と同じく要領が悪い。だから、玲奈には詩愛の苦しみみたいなものが理解出来ているのだろう。

　そのことが、時々こうして詩愛を気遣う玲奈の様子から、察することが出来た。

　詩愛からも、以前のような玲奈を嫌う態度は見られなかった。

（放って置いても仲良くなりそうだよな）




　やがて一同は、魔術式が実行されている、神社の境内に続く石段へとやって来た。

　一同が石段を登り切ろうとしたところで、琴こと美みが黙ったまま足を止めるようみんなに指示する。

「……こちらに気付いてないわ。様子を見ましょう」

　一同は琴美の言葉に従って立ち止まり、静かに境内の様子を窺うかがう。

　境内には電灯が無かったが、魔術式から溢あふれるエーテルが、周囲に光を届けている。

　魔術式の近くには、隼人達たちと同じ結むすびヶが原はら高校の制服を着た女子高生がいた。

（あれ？あれって、もしかして）

　隼人は、少女に見覚えがあった。

　以前、詩愛のせいで好きな人にクッキーをあげられなくなったと言って、泣いていた子である。

「……天あま羽はねさん？」

　詩愛も少女が誰だれなのか気付いたようで、怪訝そうに呟つぶやいた。

　詩愛の呟きを聞いた玲奈も、合点のいったような顔をする。体育の授業等を合同で行っている為ため、玲奈も少女に見覚えがあった。

「詩愛ちゃん、玲奈ちゃん、誰だかわかるの？」

「天羽椎しい子こさん。藍あい田ださんと同じクラスの女の子です」

　玲奈が小声で、琴美に説明する。

　隼人は、椎子が手に小さなナイフのようなものを持っていることに気付く。

　魔術式から浮かぶエーテルの光を、ナイフの刀身が照り返していた。

「──私の心に生まれし恋情の音。私の世界を染め上げし想おもいよ。愛いとしき心を繋つなぐ赤き糸となれ」

　椎子が呪じゆ文もんを唱えると、魔術式の隣にもう一つ魔術式が浮かび上がる。

「え？魔術を二つも使ってるの？」

「二つとも、似たような魔術に感じるわね……」

　玲奈と琴美に、詩愛が続ける。

「……呪じゆ文もんの内容から、なんとなく魔術の内容は推測出来るわ」

　──呪文は、魔術の内容を口にすることにより、自分と魔術式とを関連づける役割をしています。そうして魔術式と繋つながることにより、エーテルを注ぎ込むんです。私達たち

　が理パーマネントを用いて戦闘を行う際、理パーマネントに記憶された力の名称を口にするのも同じ理由で、言葉にはエーテルの向きをコントロールする力があるんですよ。

　詩し愛あの一件が終わった後、魔術についてもう少し詳しく知りたいと琴こと美みに質問した隼はや人とは、そう説明されていた。

　──ほら、結婚する時の誓いの言葉もそうです。男の人は普通エーテルを持ちませんが、影響は受けます。ですので、女の人から発信するエーテルを結びつける為ための準備として、言葉を交わし合います。言葉を交わすことは、因果を繋ぐことでもあるんです。

　そして、今聞いた呪文の内容から察するに、実行されている魔術は、恋愛に関するものだった。

「しかし恋愛の為に魔術って……」

「あら、隼人君。恋愛に対する魔術事件って、別に珍しいものじゃないのよ？」

「そうなんですか？」

　琴美の突っ込みに、隼人は意外そうな顔をする。

「ええ。だって、女の子にとって恋愛はそのくらい大事なことですから。魔術結社などが絡まない個人の事件では、かなり多い事例です……でも」

　琴美は小声で説明すると、椎しい子この持つナイフのようなものを見た。

「彼女は……何らかの組織の一員か、もしくは誰だれかに利用されてる可能性が高いですね」

「え？どういうことです？」

「おそらく、彼女は理パーマネント使いではありません。理パーマネント所持者にしては、彼女から感じるエーテルの反応が薄いです。そして、彼女の持つナイフのようなあれは──」

「……多分、理術具アーテイフアクト、〈干因の虚刀デミウス〉。魔術師ウイザードの素養がある一般人を、擬似的に魔術師ウイザードに仕立てあげるナイフだわ。あのナイフをチョークのように使えば、エーテルを操れなくても魔術式を描くことが出来るの。魔術師ウイザードだった時に、一度だけ見たことがある」

　詩し愛あが説明する。

「魔術師ウイザードに一般人を仕立てあげる……そんなことが可能なのか」

「理パーマネントを持っていなくても、変えたいという意識が強く、潜在的なエーテルの強い人間はいるわ」

「ほら、曰いわく付つきのおまじないとか、呪いのアイテムとか言われてる類のものってあるじゃないですか。あの中には、理術具アーテイフアクトによる魔術事件も交じっていると思います」

　琴美の補足に、隼人は納得する。

「とは言っても使える魔術なんて大したものではありませんし、戦闘能力も無いでしょうから解決は容易なのですけどね。この場合、問題はどちらかというと……」

「誰が、彼女に理術具アーテイフアクトや〈理の欠片ミスリル〉を渡して魔術を教えたのか、ですよね」

　隼はや人との言葉に、琴こと美みは頷うなずいた。

「偶然手に入れた可能性も否定出来ませんが……まぁ、誰だれかが渡したと考えるのが妥当でしょうね」

　琴美と隼人の会話を聞いて、詩し愛あが押し黙る。

　詩愛もかつて、魔術師ウイザードに利用されていたからだ。

「裕ゆう太た君……」

　椎しい子こが男の名前を呟つぶやく。

　椎子が以前、詩愛のせいでクッキーを渡し損ねた男子の名前だ。

（なるほど……）

　隼人は、いつぞや彼女と友達が詩愛に詰め寄っていた時のことを思い出し、事情をなんとなく理解する。

「とにかく、止めるわよ。接続コネクト、〈天翔覇者エリアルブレイド〉」

　玲れい奈なの合図に一同が頷うなずき、各々、理パーマネントを発現させる。

　あかりは〈土龍槍ギガトンランス〉を、琴美は制服を脱ぎ〈自在の水衣フエイズドレス〉を、詩愛は〈重力靴グラヴイテイシユーズ〉を生み出した。

　そして、隼人も指輪を生み出す。

「接続コネクト、〈律因の環ニーベルゲン〉」

　隼人達たちの声と、理パーマネントが発現する際に生じるエーテルの光に、椎子が気付く。

「えっ!?」

　椎子は、すかさず手に持っていたナイフを構えた。

　だが、所しよ詮せんは一般人だ。

　先に飛び出た玲奈は、走りながら大剣を分離パージさせ、鎧よろいから生み出したエーテルの風で再加速した。一気に間合いを詰め、変形した長剣で椎子のナイフを弾はじこうとする。後は適当に拘束して、魔術式を潰つぶせば良い。

　楽な仕事だと、玲奈は確信していた。だが──

「……っ!?」

　刹那、玲奈は突とつ如じよ得体の知れない身の危険を感じ、横に跳ねた。

　先程まで玲奈の居た場所に緑色の銃弾が降り注ぎ、地面に無数の弾痕を残す。

「玲奈!?」

　隼人は叫ぶと、銃弾が飛んできた茂みの方へと走る。

　すると茂みから人影が飛び出し、隼人に迫って拳こぶしを突き出した。

「っ！」

　魔術師ウイザードお決まりの黒いローブを身に纏まとった何者か。

　隼人は最初、格好からそれを魔術師ウイザードだと思った。

　だが隼人は、人影が間近に迫った時、人だと思っていたそれに顔が存在しないことに気付く。

（なっ!?）

　隼はや人とは驚きながらも、繰り出された拳こぶしをバックステップで避ける。

　だが、続けざまにヒトモドキは、指を伸ばすように隼人に手を向けると、指先からマシンガンのようにエーテルの銃弾を撃ち出した。

「指先が、銃口になってるのか!?」

　その瞬間、庇かばうように琴こと美みが間に入り、

「絶対防御泡ウオーターカプセル！」

　水泡が隼人を包み込み、緑色の銃弾を弾はじいた。

「……潰つぶすわ」

　すかさず、ヒトモドキに向かって詩し愛あが飛び込み、重力の伴ともなった踵かかとを容赦なく振り下ろす。

　攻撃を受けたヒトモドキは、詩愛の重力に押し潰されるように、泥となって地面に崩れ落ちた。

（な、なんだったんだ、こいつは……）

　あかりが、ヒトモドキだった泥に近付き、触ると、

「……〈理の欠片ミスリル〉の混ざった泥。そして多分、これが動力」

　泥の中から小さな機械のようなものを見つけて、納得するように呟つぶやいた。

「ちょ、ちょっと、えっと、どうなって!?　な、なんで……藍あい田ださんに、風かざ見みさんに……えっと……え!?」

　その光景を見ていた椎しい子こが動揺する。

　玲れい奈なは、椎子の混乱を無視して質問する。

「天あま羽はねさん、ここで何をしてたの？」

「何って……私、す、好きな人と結ばれるおまじないの方法を教えて貰もらって、それをやってただけで……」

　椎子の言葉に、一同は顔を見合わせる。

「おまじない？誰だれに教えて貰ったの？」

「み、道端で出で逢あった占い師さん。怪しいなと思ったけど、無た料だって言われたから占ってもらったの。あ、藍田さんが着てるローブに似た格好だった。女の人」

　椎子は、混乱のあまり泣きそうになっていた。

「で、深夜にこんなことを？」

　だが、玲奈は冷静に続けて聞いた。

「最初はやっぱりやめようって思ってたんだけど……占い師さんと『おまじないをやって、絶対に恋を成就させる』って約束してたし……それ思い出したら、引くに引けなくなって」

「……やっぱり、誰かに利用されたみたいですね。その、理術人形ゴーレムのことは知らないみたいですし」

「理術人形ゴーレム？」

　隼人が質問する。玲奈も知らなかったようで、隼人と一緒に琴美を見た。

「ええ。以前から魔術師ウイザードが研究している、理術具アーテイフアクトの原理を応用した戦闘兵器です。身体からだの成分は、理の欠片ミスリルを混ぜた泥で出来ています。今、あかりちゃんが持っているのが、この人形を動かしていたコアです」

　あかりが、パソコンのＣＰＵのような形をした機械を見せる。

「で、そ、そっちこそ何なの!?　なんでそんな格好をしてるの!?　その、泥に変わったお化けは何!?」

「えっと……」

　隼はや人とは説明に困った。

　真実を教えるわけにもいかないし、戦う現場をバッチリと見られているので誤ご魔ま化かしも利かない。

「……とりあえず」

　あかりはそう言うと、〈土龍槍ギガトンランス〉を、魔術式の〈理の欠片ミスリル〉に突き刺した。

　派手な破砕音とともに、〈理の欠片ミスリル〉が砕け散る。

「だ、ダメ！それを壊しちゃ！裕ゆう太た君のおまじない！」

　椎しい子こが焦って、あかりを止めようとする。

「ちょっとゴメンなさいね」

　琴こと美みはそう言うと、あかりの邪魔をしようとする椎子に後ろから近付き、首に手刀を振り下ろす。

「っ！」

　すると、椎子は声にならない呻うめき声ごえをあげて、その場にバタリと倒れ込む。

「け、結構強引なんですね、柏かしわ木ぎ先輩」

「だって、こうしないとどうしようも無かったでしょう？」

　そう言うと、琴美が倒れた椎子を抱え上げる。そして、胸の谷間から香水のようなものを取り出すと、それを椎子に吹きかけた。

「なんですか？それ」

「〈忘却水ロストスプレー〉。理術具アーテイフアクトです。短期記憶の因果の繋つながりを、少しだけ弱める効果があります。悠久騎士フレースヴエルグの活動をしていると、少なからず誰だれかに見られることがありますから……これがあると捗はかどりますね」

「な、なるほど」

　隼人は、琴美の行いが少し犯罪臭いのが気になったが、それよりも──

「それ、胸の谷間に入れてたんですか？」

「ええ。結構物が入るから便利かなーって思って使ってるんですけど、や、やっぱりはしたないですかね」

「あ、い、いえ。ちょっと気になっただけです」

（結構って、他に何か詰まってるのか……？）












「ふんだ！どうせ私は物を詰め込めるほどのサイズが無いわよ」

　すると、玲れい奈なが嫌味ったらしく隼はや人とに言った。

「いや、玲奈がというわけではなく、普通はそんなサイズ無いからさ……」

（そもそも、サイズの問題なのか？）

「ああもう。とにかく、魔術式壊しちゃうわよ！」

「……（こくり）」

　玲奈は不機嫌そうに言うと、怒りをぶつけるように理の欠片ミスリルを壊し始める。あかりも玲奈に続いた。

　そんな中、詩し愛あは琴こと美みが抱える椎しい子こを、申し訳無さそうに見ている。

「…………」

「どうかしたか？」

「……やっぱり、悪いことしてしまったみたい。こんな大おお袈げ裟さなおまじないをするくらいに好きだった相手だもの。きっと、本当にクッキーを食べさせたかったのだと思うわ」

　どうやら詩愛は、自分のせいで椎子がクッキーを渡せなくなってしまったことを思い出して、申し訳なく思っていたようだ。

（確かに、そうかもな）

　生半可な気持ちでは、ここまでのことは出来ないだろうと、隼人も思う。

（女の子にとっての恋愛は大事なこと、か）

「……よく見るとこの魔術式、同じように見えて微妙に違いますね」

　今度は琴こと美みが、二つの魔術式を見ながら呟つぶやく。

「違う？」

「ええ。両方似たような──対象の好意を得るための、魅了チヤーム系の魔術には違いないのですが、少し差がありそうというか」

「柏かしわ木ぎ先輩、魔術のことわかるんですか？」

　隼はや人とだけでなく、詩し愛あも意外そうな顔をする。

「幼い頃ころから、魔術の勉強もしているので多少は」

　琴美が苦笑いで返す。

　隼人は、琴美が悠久騎士フレースヴエルグの家系で育ったと言っていたことを思い出す。

「恐らくですが、片方は相手に好きになって貰もらう魔術。もう片方は、相手に嫌われないよう因果干渉する魔術だと思います。二つあるからには、やっぱり二つ意味があるんですね」

「嫌われない……ですか」

「何か不安になる出来事があったのか、それとも彼女が心配性なのか。いずれにせよ、恋した相手には嫌われたくないものじゃない？」

「ええ、まぁ」

　隼人は琴美の問いに、恥ずかしそうに頷うなずく。恋愛絡みの話は、隼人にとって妙な気恥ずかしさを感じるものだった。

（でもまぁ、そうだよな。好きな人には嫌われたくないもんな）

　恥ずかしそうにする隼人を見て、琴美がくすりと笑った。

　それを見た隼人は、

「……柏木先輩も、そういう経験あるんですか？」

　琴美に聞き返して、反撃する。

「残念ながら。珍しいって、人に良く言われるんですけどね」

　琴美が苦笑いを浮かべる。

（自信満々に語っていたのに、自分は経験無いのか……でも、凄すごくモテそうなのに、意外だな）

　容よう姿し端たん麗れいで品行方正、成績優秀な生徒会長。

　性格も良く、琴美に言い寄って来る男子はいくらでもいるように、隼人には思えた。

「恋に……憧れは、あるんですけどね」

　琴美が、普段見せないような儚はかない笑顔を浮かべる。

　隼人はその美しさに、一瞬ドキリとしてしまう。

（でも、何な故ぜだろう。先輩、今凄く寂しそうだったような……）

　琴美が視線を玲れい奈な達たちの方に移したので、隼人もそれに倣ならった。

　丁度、魔術式がエーテルの光を失い、ただの地面に戻るところだ。

　玲奈が、満足げに頷く。

「これで良し、と。後は、理の欠片ミスリルを回収して──」

　玲れい奈なが「撤収」と言いかけた、その時。

　──ゾワリ。

　突然、隼はや人との背筋に悪寒が走った。

　隼人以外のみんなも、何かに気付いたようでハッとなる。

　隼人は、すぐに悪寒の理由に気付く。

　敵意のあるエーテルの気配──

「みんな、気をつけて！何かいる！」

　琴こと美みが叫んだ。

　あかりがすかさず仮想空間ダミーレイヤーの展開準備に入る。

「〈赤気結界オーロラフイールド〉、展開」

　あかりが結界を張り巡らせた、その刹那──

　周囲の茂みから、勢い良く七体のローブを着たナニカが飛び出て、隼人達たちを包囲する。

（理術人形ゴーレム……!?）

「また……こいつら!?」

「来るわよ！」

　隼人が拳こぶしを構え、玲奈が剣を理術人形ゴーレムに向ける。

「詩し愛あちゃん、天あま羽はねさんをお願い出来るかしら。巻き込まれないよう、離れていて欲しいの」

「……わかったわ」

　詩愛は琴美から、素早く椎しい子こを受け取ると、

「〈反重力飛行レビテーシヨン〉」

　理術人形ゴーレムが手を出せない、空へと飛ぶ。

「七体ってことは、一人二体ずつね。隼人は一体だけ相手して。無理せず時間を稼いでくれれば大丈夫よ」

「……隼人の指輪は戦闘に向かない」

「王様がやられても困りますしね。無理はしないでください」

「わかってるって」

（わかってはいるが……）

　隼人は、玲奈と詩愛の二人と奏魂の盟ソウルリンクを結び、エーテル量を増やしていた。そして、そのエーテルを上う手まくコントロール出来るよう、毎日密かに練習もしている。

　エーテルは当人の運動能力を強化するし、上手くコントロールさえすれば、先日ヨルムンガルドの毒蛇砲メルトブレスを防いだ時のような芸当も可能だ。

　指輪を嵌はめた拳に乗せて叩たたき込こめば、大きなダメージだって与えられるだろう。

　──倒すまでとはいかなくても、やれるだけやってみたい。

　隼人は、そんなことを考えていた。

　他のメンバーの足手まといになるのが嫌だというのもあったし、周囲は女の子だらけなのだ、格好つけたいという気持ちもある。

　でも、なによりも、

（試してみたいんだよな。どのくらい自分が、強くなっているのか）

　隼はや人とは、指輪を嵌はめた右手をギュッと握にぎり、拳こぶしをつくる。

　隼人には少しだけ、自分が強くなっているという実感があった。

　そして、そんな自分の力が試せるという状況に、惹ひかれていたのだ。

　理術人形ゴーレムが、隼人達たちに襲いかかる！




「遅いわよっ！」

　玲れい奈なは、理術人形ゴーレム二体を前にすると、まず片方の理術人形ゴーレムに向かって飛び込んだ。鎧よろいから噴き出るエーテルの力で高速飛行をして、一気に間合いを詰める。

　玲奈の飛行速度は、隼人との奏魂の盟ソウルリンクにより上がっていた。

　飛び込み様の玲奈の一撃を、すんでのところで躱かわした理術人形ゴーレムだったが、玲奈は既に二撃目を放っている。

　初撃は避けられることを予測した上での、強烈な突きである。

〈天翔覇者エリアルブレイド〉が、真まっ直すぐに理術人形ゴーレムの胸を貫く。

「このままっ！」

　すると玲奈は、理術人形ゴーレムを突き刺したまま、相手をしているもう一体の理術人形ゴーレムの方を振り向く。

　玲奈を狙ねらっていたもう一体は、彼女に向かって既に発砲を始めていた。

　玲奈はそれを避けようともせずに、突き刺した理術人形ゴーレムを盾にして、躊躇ためらわずに高速で突っ込む。

　エーテルによる銃弾の雨が、まだ人ひと形がたを残した泥に浴びせられる。

　泥は、段々と人間の形を崩しながらも、しっかりとエーテルの銃弾を防いだ。ただの泥ではなく、理の欠片ミスリルの混じったものであるからだ。

　玲奈はそのまま勢い良く、もう一体の理術人形ゴーレムを剣で貫く。

　玲奈が二体の理術人形ゴーレムを倒すのに要した時間は、僅か数秒の刻であった。




　あかりは、二体の理術人形ゴーレムと間合いを取りながら、攻撃の機会を窺うかがっていた。

　あかりの持つ〈土龍槍ギガトンランス〉は重たく、取り回しが困難である。漠然と攻撃しても、避けられてしまうのがオチだ。

　しかも理術人形ゴーレムは、銃弾で遠距離から攻撃を仕掛けてくる。チャンスを窺う為ために、上う手まく位置取りすることも難しい。

（──なら）

　あかりは、理術人形ゴーレムが立ち止まり、銃撃を仕掛けてくるのを待つ。

　そして、そのタイミングに合わせて──

「──咆哮する土龍エーテルボム、発射フアイア」

　理術人形ゴーレムが構えると同時に、あかりはすかさず砲弾を撃ち込む。

　あかりの放ったエーテルの塊は、見事、銃弾を飲み込みながら理術人形ゴーレムに直撃した。

（──もう一体！）

　刹那、飛びかかってきた理術人形ゴーレムの拳こぶしを、あかりは避けずに槍やりで受ける。そして、力を込めて後ろに突き飛ばした。

　そして、あかりはそのまま、

「……発射フアイア！」

　体勢を崩し、よろめく理術人形ゴーレムに咆哮する土龍エーテルボムを放った。至近距離で放たれたエーテルの砲弾を、理術人形ゴーレムは避けることが出来ない。

　緑色の小爆発が起こり、理術人形ゴーレムは泥へと還かえった。




　一方、琴こと美みは二体の理術人形ゴーレムと距離を取り、絶対防御泡ウオーターカプセルで銃弾を防ぎ続けていた。

　琴美は焦らず、慌てることもなく、ただ、じっと銃弾の雨に耐え続けている。

　理パーマネント使いのエーテルが枯こ渇かつすれば何も出来なくなるように、理術人形ゴーレムにだって燃料はある。琴美はそれを知っている。

　理術人形ゴーレムは、身体からだを構成する泥に混じった〈理の欠片ミスリル〉を溶かすことによって稼働している。

　体外にエーテルを飛ばすともなれば、それなりの消耗率の筈はずだと、琴美は考えていた。

　そして、理術人形ゴーレムの銃弾程度であれば、琴美は絶対防御泡ウオーターカプセルを展開しても殆ほとんどエーテルを消耗しない。

　つまり持久戦になれば、自おのずと勝負が決まってしまうようなものである。

　やがて、このままでは自分達たちが不利なことに気付いたのか、二体の理術人形ゴーレムが琴美に突進する。

　琴美は、この時を待っていた。

「切り裂け、〈水神の戯れミーミルウイツプ〉」

　琴美は、理術人形ゴーレム達が間合いに入ると同時に、鞭むちを生みだして華麗に切り捌さばいた。

　ダイアモンドをも一刀両断する超水圧が、理術人形ゴーレムの身体をバラバラにする。

「まぁ、こんなものでしょうか」

　琴美は笑顔でそう呟つぶやくと、鞭を仕し舞まった。




　そして、隼はや人とは苦戦していた。

　距離を取り、銃弾を放って来る理術人形ゴーレムと、それを上う手まく避けながら、距離を詰めて反撃に転じる隼人。

　だが、理術人形ゴーレムは素早く、隼人の攻撃も当たらない。これまで何度か繰り出したパンチは、見事に全て空を切っていた。

（このままじゃ埒らちが明かないな……）

　隼はや人とは再び距離を取られ、撃ち込まれる銃弾を回避しながら打開策を考える。

（アレだったら……いけるか？）

　隼人の脳裏に浮かんだアレとは、指輪の持つ力のうちの一つである。

　現在、隼人は〈律因の環ニーベルゲン〉の持つ、三つの力を使うことが出来る。

　一つ目は、騎士召喚サモン・フレースヴエルグ。

　玲れい奈な達たちと双心の盟ファーストリンクを結んだ際に覚えた、悠久騎士フレースヴエルグを召喚する力である。

　二つ目は、玲奈との奏魂の盟ソウルリンクによって覚えた、騎士覚醒アウエイク。

　隼人の持つエーテルを悠久騎士フレースヴエルグに注ぎ込むことにより、悠久騎士フレースヴエルグの潜在能力を引き出す強化能力だ。

　そして、詩し愛あとの奏魂の盟ソウルリンクによって覚えた、三つ目の力。

「認識切断インビジブル！」

　隼人がそう叫ぶと、指輪に保護を意味するエオローのルーンが浮かび上がる。

　隼人の身体からだを、眩まばゆい緑色の光源が包み込み、その姿を──

　透過させた。

「……!?」

　認識切断インビジブル。隼人の姿を透明にして、周囲から見えなくする能力だ。

　理術人形ゴーレムが、隼人の姿を見失い、戸惑う。

「こっちだよ！」

　周囲を必死に見回していた理術人形ゴーレムの懐ふところに、隼人の姿が現れる。

　隼人は全身全霊で、膨大なエーテルの乗った一撃を、無防備な理術人形ゴーレムの腹に叩たたき込こんだ。

　理術人形ゴーレムは宙へと打ち上げられると、そのまま泥へと変わり、ベチャリと地面に落ちた。




「やるじゃない」

　一足先に戦闘を終わらせ、隼人の戦いを見守っていた玲奈が笑顔で言った。

「……まぁ、俺も成長しているってことかな」

「それは良かったわ。今後の事を考えると、アンタにも戦いに慣れて貰もらった方がいいだろうし」

「そうですね。自分の身は自分で守って貰うことも、増えるでしょうし」

「……（こくり）」

　琴こと美みとあかりもやって来る。

「……みんな、お疲れさま」

　空中で椎しい子こを抱え、戦いを見守っていた詩愛も地上に降りてきた。

「でも、その力ってなんか不安よね」

「うん？不安？」

　何な故ぜか、恥ずかしそうにもじもじとする玲れい奈な。

「だって、透明人間になれるってことでしょ？そ、その、一緒に住んでるわけだし、エッチなことに悪用されないか……」

「しないよ！それに玲奈達たちなら、俺が姿を消しても気配で分かるだろ？」

「ゆ、油断してたら気付かない可能性だってあるじゃない！」

　認識切断インビジブルには、隼はや人との姿が透明になったからと言って、気配までが消えるわけではないという弱点がある。

　しかも、透明になっている間は常に指輪の能力を使っているわけで、エーテルを使用し続けていることになる。その為ため、エーテルの気配に敏感な理パーマネント使いであれば、姿は見えなくても気配で居場所を簡単に察してしまえるのだ。

　戦闘で不意打ちするには申し分ない力だが、姿を消して一方的に戦うなんて反則技は出来ない力である。

「そ、そう言えばお祖じ父いちゃんが言ってました。透明人間は男の浪ろ漫まんだ、って」

「柏かしわ木ぎ先輩のお祖父ちゃんは、何を思ってそれを孫娘に伝えたんですか!?」

「だ、だから、透明になれる男には気をつけた方がいいとも……」

「そんな人間普通居ませんよね!?」

「ここにいる」

　あかりの的確な突っ込みに、隼人はそう言えばそうだと頭を抱える。

「……とりあえず、夕ゆう霧ぎり君が透明人間で変態なことはさておき、天あま羽はねさんはどうするの？」

「藍あい田だも勝手に人を変態に断定しないでね!?」

「ええっと、生徒の住所は理事長が把握してますから、まずは電話で天羽さんの住所を確認して、と」

　琴こと美みが胸の谷間から、携帯電話を取り出した。

（携帯も胸に突っ込んでるのか……理術具アーテイフアクトみたいな胸だな……）

　隼人は琴美の胸を見て、そんなことを思った。




　その後、隼人達はリピカに聞いた住所の家に椎しい子こを運んだ。

　そしてチャイムを鳴らし、中から出て来た椎子の母親に、自分達は結むすびヶが原はら高校の寮生で、高校敷地内で倒れている椎子を見つけたと説明した。

　どうして住所を知ったのかは、彼女のポケットに生徒手帳が入っていたので、それを理由にさせて貰もらった。結ヶ原の生徒手帳には、住所が記載されているからである。

　隼人達は、椎子を彼女の母親に渡すと、中に入ってお茶でもどうかとの申し出を断り、寮に戻ることにする。

「しかしあかりちゃん、よく良い方便が思いつくよね。悪知恵が働くというか……」

（昨日もあかりちゃんのお陰で助かったしな……）

「……言い訳のパターンを抽出して、一番無理の無さそうな答えを計算しているだけ。計算は得意だから」

「そ、そっか」

「……（こくり）」

　やがて、結むすびヶが原はら高校に辿たどり着ついた一同は、鍵かぎのかかっている正門を無視して、グラウンドに続くフェンス扉を目指す。

　隼はや人と達たち寮生はこのフェンス扉の鍵を所持していて、夜間の出入りにはこの扉を使っていた。

　そうして隼人達が、寮の前まで辿り着くと──

「にーさん！」

「……飛鳥あすか!?」

　何な故ぜか、寮の前に居た飛鳥が、勢い良く隼人に飛びついて来る。

　飛鳥はそのまま、隼人の胸に顔を埋うずめる。目め尻じりには涙を浮かべていた。

「な、なんでお前がここに？と言うか、どうやって入ったんだ？正門も裏門も閉まってただろ」

「フェンスを登ってきた」

「フェンスを……？」

　飛鳥は、侵入者を阻む為ため、学園敷地外周に立てられたフェンスを見る。

　五メートルくらいの高さが有り、上から落ちると間違いなく怪け我がをしてしまう。

「危ないだろ。なんでそんなことを……」

「だから、にーさんが心配だったんだよ！」

「心配って……」

「……予感がしたの。にーさんが危ないって」

「予感？」

「う、うん。突然、背筋がゾワッてなって。それで、にーさんが危ないことしようとしてる気がして……それでね。そうしたら、居ても立ってもいられなくなって……」

「そ、それだけで、ここまで？フェンスまで登って……？」

　隼人は、呆あきれるというよりは驚いて返す。

「だって、本当に嫌な予感がしたから！」

　隼人には、飛鳥が混乱しているように見える。

　隼人のことが心配になったからと、突然こんな時間に寮を訪れるなんて、明らかに異常だ。

「えっと……」

　隼人は、飛鳥以外のみんなの顔を見る。

　みんなは、隼人に泣きつく飛鳥の様子を見て、居心地が悪そうな顔をしている。

　隼人は、ひとまず飛鳥を落ち着かせようと、頭を撫なでようとして──

「わっ！」

　──突き飛ばされる。

「なっ!?」

「あ、ご、ごめん、にーさん。つい……」

「つい、って……」

　飛鳥あすかの顔は何な故ぜか真っ赤で、恥ずかしそうにしている。

　隼はや人とは、飛鳥の頭を撫なでようとして拒絶されたことに、軽いショックを受けながら──

「……とりあえず帰ろう、な？」

　そう、提案した。




　隼人は、飛鳥を家まで送って行くことにした。

　こんな時間に、流石さすがに一人で帰すわけにはいかない。

「隼人君の家ってここから近いんですか？」

「真まっ直すぐ帰れば、徒歩二十分ってところでしょうか。近くもなく、遠くもなく」

「……ギリギリ自転車通学が許されないくらいの距離」

　二人だけというのも危ないと、他のみんなもついて行くことにした。

　飛鳥は最初、他のメンバーが付いてくることに渋い顔を見せたが、隼人が「お前が迷惑かけてるんだぞ？」と軽く怒ると、素直に「迷惑かけてごめんなさい」と謝り、みんなと一緒に帰ることを承しよう諾だくした。

「……ね、ねぇ、隼人はいつも、飛鳥ちゃんと歩く時そうしてるわけ？」

「うん？」

　玲れい奈なが、隼人と飛鳥の手を見て、聞いてくる。

　隼人は今、飛鳥と手を繋つないでいる。手を握にぎってやったら、混乱している飛鳥が少しは落ち着くのではないかと思ったからだ。

　幼い頃ころも、隼人は飛鳥の元気が無い時、よくこうしてやっていた。

「ん？いや、こうしてやったら落ち着くかな、って」

「そ、そう」

　玲奈が安心したように言う。

（飛鳥と手を繋ぐのも久々だな……）

　隼人は、暫しばらく感じていなかった飛鳥の手の感触を懐かしく思う。

　小さくて、軟らかくて、温かい飛鳥の手の平。

　隼人は、そんな飛鳥の手を握る度、兄として守ってやらないとという、保護欲に駆られる。

「ねぇ、にーさん」

「うん？」

　押し黙っていた飛鳥が、ようやく口を開いた。

「どこに行ってたの？」

　隼はや人とは、飛鳥あすかの質問の答えに悩みつつも、

「ん？まぁ、ちょっとみんなでコンビニに買い物に」

　と、答えた。

「嘘うそ。買い物袋持ってないよ」

「うっ」

　飛鳥が鋭い突っ込みを入れる。

「ゆ、夕食だ。買い物じゃなくてさ」

「じゃあ、どうしてにーさんは今、嘘を吐つこうとしたの？」

「そ、それはだな……」

　良い誤ご魔ま化かしが思いつかず、答えに困ってしまう隼人。

　悩んだ末に──

「……色々あるんだよ。すまんな」

　嘘は吐かず、謝ることにする。

「……そう、にーさんはいつもそう。何か悪いことがあると隠して。あたしには教えてくれずに、危険なことをしてる。昔だって……」

「飛鳥……」

「昔もあったよね。いつまで経たってもにーさんが帰って来ないから、お父さんやお母さんと一緒に本気で心配してたら、怪け我がだらけでボロボロになって帰ってきて……」




　当時、まだ隼人が小学生の頃ころ。夜遅くに怪我だらけの姿で、家に帰ってきたことがあった。

「お、おにーちゃん!?　な、何でそんなボロボロなの!?」

「いや、上級生と喧けん嘩かしてたらこうなっちゃってさ……」

「な、なんで!?」

「苛いじめられて可哀かわい想そうな奴やつがいたからさ、ちょっと助けてやろうとしたんだ。そうしたらさ、あいつ等、仲の良い上級生に声かけやがってさ……」

　両親はそれを見て唖あ然ぜんとなり、夜遅くまで無断で外出していたことを咎とがめた後、隼人が無事に帰ってきたことを喜んだ。

　連絡も無しに子供が外出していたのだ、無理も無い。つい先程まで、そちらに行ってないかと、親族関係や学校にも電話をかけていた。

　飛鳥も、ボロボロと泣いて喜んだ。

　隼人が何か変な事件にでも巻き込まれたんじゃないかと、本気で心配していたからである。




「まぁ、情けなかったよな、あれは」

　隼はや人とが、苦笑いを浮かべながら鼻をかく。

　飛鳥あすかは、隼人と繋つないだ手に、いっそうギュッと力を込めると、

「……ううん、格好良かったよ」

　と、優しい声で言った。

「でも、怖かった。あたしの知らないところで怪け我がしてて、大変なことに首突っ込んで……。にーさん、本当に優しくて、無理してすぐに格好付けちゃうから。いつか、取り返しの付かないことになるんじゃないかって……」

「飛鳥……」

「だからね、今だって怖い。にーさんが、よくわからないけど危険なことをしてるんじゃないかって……そんな、気がしているから。だって、突然家を出るなんて、よっぽどのことだよね？」

　隼人は、飛鳥が最初から、隼人が何か特殊な事情で寮に入っていることを察していたのだと気付いた。

「お母さんも多分わかってるよ。普段は自分勝手やらないのに、お節介が出た時だけ自分勝手だから。多分、何か理由があるんだろう、って」

「……そっか」

（本気で心配されてるんだな……俺）

　隼人は、一緒に歩いているみんなの顔を見回す。

　そして──

「なぁみんな、お願いがあるんだけど……ちょっとだけ、寄り道していいか？」




　家のすぐ近くに、滑り台とブランコが設置されただけの、小さな公園がある。

　隼人と飛鳥が幼い頃ころ、何度も二人で遊んだことがある、想おもい出での詰まった古い公園だ。

　隼人と飛鳥は、それぞれブランコに座り、隣り合った。

　二人の手には、ここに来る途中にコンビニで買った、カップのアイスが握にぎられている。

「んー、美お味いしい。やっぱりアイスはダッツのストロベリーに限るね」

「お前、昔からそれ大好きだもんな」

「高級だから、贅ぜい沢たくする時以外は食べないけどね」

　飛鳥が、嬉うれしそうにアイスを食べ進める。

「昔は普通に座れてたのに……小さくて座りにくいな」

「……そりゃ、大きくなったから当然だよ」

　隼人達たちの近くに、玲れい奈な達は居ない。飛鳥と二人きりで話したかった隼人が、ちょっと離れた公園の出口で待ってもらうよう、玲奈達にお願いしたのだ。

「今日は月が綺き麗れいだね。にーさん嬉しいでしょ」

　飛鳥が、夜空の月を見上げながら呟つぶやいた。

「まぁ、そうだな。月が綺麗だと元気が出る」

「にーさん、月が好きだもんね」

　隼はや人とが月を好きなことは、飛鳥あすかも知っていた。何度も隼人が話したことがあるからだ。

「にーさんは月が好き。回転寿ず司しだとサーモンが好き。納豆にはわさび醤じよう油ゆもいいけど、実は塩で食べるのも好き。好きな色は薄めの青。好きなタイプを聞かれたら、いつも適当に『優しい人』と答える」

「……なんだよ、突然」

「あたし、にーさんの好きなもの、沢山知ってる。勿もち論ろん、嫌いなものもね。とりわけ、にーさんが嫌いなのは見逃すこと。放置すること。だからにーさんは、いつだってお節介」

　飛鳥は、食べ終えたアイスのカップを足下に置いた。

　そして、ゆっくりとブランコを漕こぎ始める。

「随分と詳しいな」

「そりゃあ、ずっと一緒だもん。あたしほど、にーさんのことを知ってる人間はいないよ」

　隼人も、飛鳥に合わせてブランコを漕ぎ始める。

　月明かりで出来た二人の影が、同じ速度で上下に揺らめいた。

「ねぇ、覚えてる？昔、この公園で、二人で流星群を眺めた日のこと」

「ああ。飛鳥が見たいって言い出したから、夜に二人でこの公園に見に来たんだよな。小五くらいの時の話だっけ」

「あれ全部流れ星扱いだから願いごと叶かなうってにーさんが言い出したから、あたし必死にお願い事したりして……」

「あったなそんなこと、冗談のつもりで言ったのに飛鳥が必死になって面白かったよ。結局、何をお願いしてたんだ？」

「……教えてあげないもん」

　飛鳥が、プーッと頬ほおを膨らませる。

「他にも、にーさん、お小遣いがヤバくて困ってるからって、あたしの誕生日をダッツのアイスで済ませたことあったよね」

「俺が中一の時だな。あれは本当に済まなかった」

「ありえないって思ったの、今でも覚えてるよ。何か腹立つこと色々思い出して来たなぁ」

「ごめんって、もう時効だろ？今日のアイスに免じて許してくれ」

「これはこの間買って来なかった分だよ。その他に関しては、また別の日にお願いしたいな。ダッツ十個で手を打ちます」

「……せめて三個にしてくれないか？」

「じゃあ間を取って七個で」

（ええっと、一個二百八十円くらいだから……げっ）

　隼人が嫌な顔になったのを見て、飛鳥がくすくすと笑う。

「そう、ずっと一緒に居たから、にーさんについてはなんでも知ってる。意外と頑固で、向こう見ずで、それでいて頼りになる──あたしの大好きな、にーさん」

（照れるな……）

　隼はや人とは恥ずかしくなって、ブランコの勢いを強くした。

　だが、反対に飛鳥あすかはブランコの勢いを、次第に弱めて行く。

「だからね、わかってるの。にーさんにとってあたしは、特別でもなんでもないということ」

「……え？」

（特別……？）

「にーさんは、相手が妹じゃなくても、困ってたら助けちゃうんだ。弱っている人を見かけたら護まもろうとするし、その為ための危険は厭いとわない」

　飛鳥の口調は優しいままだ。だがその言葉には、どこか隼人の優しさを責めるような意思を感じる。

　隼人は、飛鳥に何と返せばいいのか困った。飛鳥を軽視していたつもりはないし、特別な存在だとも思っている。

　だが、困っている人間がいたら手を差し伸べずにはいられない。それに関しては間違いなくそうだ。

　隼人はそういう自分であることを、自覚していた。

　飛鳥はやがて、ブランコを漕こぐのを止やめると、

「だからね、あたしは思ったんだ。昔交わしたにーさんとの約束。あれをね──」




「断ちたい」




「え？」

（約束を……断ちたい？）

　足下に置いていたアイスのカップを拾い、ブランコから立ち上がった。

「この公園の周りの景色、変わっちゃったよね。昔はそこに小さな公民館があったんだけど、壊されて別の場所に新しいのが建った。そこのアパートは昔は無かった。時間が経たてば、町の姿は変わる。当然、そこに住む人間だって」

　そして、飛鳥は隼人に笑顔を向けて──

「……ここまででいいよ、にーさん。家、すぐそこだし」

　と、隼人に言った。

「いや、でもまだ……」

「走れば三分もかからないよ。このくらいの距離は一人で帰りたい」

　飛鳥の強い言葉。

　隼人は、飛鳥が頑固なことを知っている。

「……わかった」

「それとね、もう一つ。あたしね、悩んでたことに答えが出た。やっぱそうなんだろうなって、思っちゃった。だって、こんなにドキドキしてるんだもん」

「答え？」

「──その時が来たら、教えてあげる」

　そう言うと飛鳥あすかは、隼はや人とに手を振ると、

「じゃあ、そういうわけで。またね、にーさん」

　一度玲れい奈な達たちのもとへと駆けて行き、頭を下げた後に公園を走り去って行った。

　玲奈達が、ブランコに座ったままの隼人のところへやって来る。

「パワフルな子よねぇ」

　玲奈が感心するように呟つぶやく。

「昔はおどおどしてたんだけどな」

「……全然わからないね」

　詩し愛あも言った。

「じゃあ、今度こそ寮に戻りましょうか」

「……（こくり）」

　琴こと美みの言葉で、隼人はブランコから立ち上がる。

　そして、みんなとともに帰路につく。

（約束を……断ちたい？どういうことだ？それは）

　隼人は帰る間、飛鳥の言った言葉の意味を、考え続けていた。





■第五章　優しさの恩返し







　隼人達が飛鳥を家に送っていた時──

　エイオンと百合香ゆりかが待ち合わせていた廃工場では、百合香が地べたに寝転がり、ノートパソコンのような機械のモニタを覗のぞいていた。

　ノートパソコンのような機械は、〈調律機デバツガ〉と呼ばれる理術具アーテイフアクトで、理術具アーテイフアクトに組み込まれたデータを確認し、データを外部から弄いじるためのものだ。

〈調律機デバツガ〉からはケーブルが伸びていて、理術人形ゴーレムのコアであるＣＰＵのような機械に繋つながっている。

「ふぅん。ああいう風に動くのか」

　百合香は、画面上に映る隼人達と理術人形ゴーレムの戦闘映像を見ながら、感心するように呟いた。この映像は、先日理術人形ゴーレム達から、〈調律機デバツガ〉に繋がっている特殊なコアに送られてきたデータである。

「状況に応じた的確な戦闘判断。無駄の無い俊しゆん敏びんな挙動。手て練だれの悠久騎士フレースヴエルグを相手にするには心こころ許もとない──というかボコボコにされてるが、戦闘面は今後アップグレードを繰り返すと言ってたし、将来性のある戦力だな。それに、本領は──」

　百合香は、〈調律機デバツガ〉に繋がるコアを見た後、工場奥にあるブルーシートのかけられたナニカを見て、「クク」と笑った。

「ま、これさえあれば──いずれオレ達たちがあいつらを見放したとしても、悠久騎士フレースヴエルグと戦えるだろうよ」

　今は順調に勢力を増している創世の執行者ニーズヘツグだが、協力関係にある魔術結社が、いつまでも協力するとは限らない。

　創世の執行者ニーズヘツグの掲かかげる新世界とやらに興味を示している魔術結社は案外少ない。創世の執行者ニーズヘツグはその目的によって一丸となっているものの、周囲に群がる外部の結社は、そんなことはどうでもいいのである。

　創世の執行者ニーズヘツグと協力関係にある魔術結社の多くは、提供される魔術資産が目当てだった。理の欠片ミスリルや魔術の記された魔術書、そして理術具アーテイフアクト。どこから掻き集めてきたかわからない貴重な魔術資産を、創世の執行者ニーズヘツグは、協力関係の魔術結社に惜しみなくプレゼントした。多くの魔術結社は、この宝の山に釣られて協力している。

　百合香ゆりかが率いる暴れ狂う破者トランプルもまた、そんな魔術結社の一つだ。

「しかし、こいつをどう利用して新世界とやらを創るのだか。オレにはあいつらの考えていることがさっぱりわからねぇ」

　百合香はエイオンが、この機械は新世界の鍵かぎとなる重要な存在だと語っていたことを思い出し、呟つぶやく。確かに戦力としては有用だが、それ以上の何かとして使用出来るとは思えないからだ。

（そして、アイツがオレに試用を頼んだ、この魔術もまた──）

「……ま、オレには興味の無い話だ」

　百合香には、エイオンが何をしようとしているかなんて関係が無かった。

　今回の魔術式は、調べてみたところ怪しい部分は無さそうだし、理術人形ゴーレムの動作に関しても先程の実験で、問題が無いことがわかっている。

　──椎しい子こに魔術を教え、〈干因の虚刀デミウス〉を渡したのは百合香だ。

　理術人形ゴーレムの安全性を確認する為ため、そして隼はや人と達の情報を手に入れる為に、利用したのである。

「この映像は必要になるからな」

　百合香が、誰だれか利用できそうな人間はいないかと街を歩いていたところ、偶然、魔術の才能がありそうな椎子を見つけた。

　百合香が椎子の素質にすぐに気付いたのは、椎子の潜在的なエーテルの性質が、百合香のエーテルの性質と近かったからである。天あま羽はね椎子の変えたい。好きな人の気持ちを変えたい。これはつまり、他人の支配欲求である

　百合香の変えたいもまた、支配欲求であった。

「……自分の言うことを聞かない奴やつがいるのが気にくわねぇ。オレは、誰もがオレの言うことを聞くように世界を変えてやる。そう、その為にもオレが……」

（──魔ロ王キを！）

「ただいま戻りました！」

　コンビニ袋を提げた四人の魔術師ウイザードが、廃工場にやってくる。

　いずれも、百合香ゆりかと変わらない高校生だ。

　夜食の買い出しに出ていた、暴れ狂う破者トランプルのメンバーである。

　暴れ狂う破者トランプル。総勢五名の、小さな魔術結社である。

　これまでは日本第六因果領域の北部──第七因果領域で活動をしていたが、指輪の話を聞きつけ第六因果領域へとやって来ていた。

　第七因果領域では、所属されている悠久騎士フレースヴエルグ達たちとは何度か小競り合いを行っており、配属されていた悠久騎士フレースヴエルグを二人も、理パーマネントを破壊することによる戦闘不能へと追い込んでいる。小組織ながら実力は相当なものだ。

　活動内容及び目的は、自分達の力の誇示と支配。もっとも、これまでやれたことといえば、精々人を支配する魅了チヤームのような魔術で実験を行ってみたり、暴れたりといった程度のものだった。

　だが──

（遂にオレ達にもチャンスが回って来たってことだな。魔ロ王キさえいれば、オレ達も──）

「……明日、作戦を決行するぜ。朝は早いからしっかり寝とけ。いいな？」

　百合香が、魔術師ウイザード達に向かって告げる。

　廃工場の中心には、巨大な魔術式が描かれていた。
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　翌朝。

　隼はや人とは、目覚めてすぐ、大変なことになっていることに気付く。

「んっ、枕……どこ行くのよ……！」

「ピート……逃げちゃ駄目、すー……」

　隼人の脇わきの間をくぐるように四本の手が伸び、隼人は羽交い締めにされるような格好になっている。両足にはこれまた四本の足が絡み、がんじがらめとなっていた。

（え、えっと……）

　隼人の両サイドから挟み込むように、二つの身体からだが密接している。

　片方は、背中から抱きつくようにしている玲れい奈な。そしてもう片方は、正面の詩し愛あのものだ。

　玲奈は愛用のフリル付きのパジャマを着用しており、詩愛は露出の大きい半袖のＴシャツに、スパッツという姿で就寝している。

「……んふふ、つかまえたー、す～……」

「ピート、もう逃がさないから……」

　隼人は弱った。このままじゃ身動きが取れないし、だからといってこのままにするには理性が持たない。

　隼はや人とのすぐ目の前には詩し愛あの唇が有り、ちょっとでも顔を動かせば触れてしまいそうな距離である。隼人の顔には、先程からずっと詩愛の吐息がかかっていた。

「夕ゆう霧ぎりく……ん……。あんまり触らないで……」

（どんな夢を見てるんだよ……って、うぁっ）

　隼人が、ぶるりと身体からだを震わせる。首筋に吐息があたり、身み悶もだえてしまったのだ。

　吐息の主は、隼人の首筋のすぐ近くに顔を寄せている玲れい奈なである。

「隼人……ほら……気持ち、いいんでしょ……？」

（だ、だからやばいって……っ！それに、どんな夢見てんだよ！）

　しかも玲奈は、時折頭を動かして首筋に軟らかい唇をぶつけてくるのだ。

　その度隼人は、理性がショートしそうになる。

　しかも、隼人の理性を突き崩しにかかっているのはそれだけではない。

　隼人の背中には玲奈の胸が、胸には詩愛の胸が、ぎゅっと押しつけられている。

（と、とにかくこの状況、どうにかしないと）

　以前と違って、就寝時に縛られるわけではなくなったので、ただがんじがらめになって身体が動かしにくいだけである。

（この際、起こしてしまっても仕方がない……）

　隼人はとりあえず手を自由にしようとして、脇わきから絡まる四本の手をどけようと力を入れた。だが、二人とも隼人に強く絡み付いてきており、思い切り手を動かさないと取れそうにもない。

　隼人は意を決して、さらに力強く腕を動かそうとした。

　だが、その時──

　隼人に後ろから絡まっている玲奈が、隼人の方に引かれて体重をかけてくる。

（しまっ……!?）

　そして、隼人は玲奈に背中を押されるようにして、横向きの体勢から前に倒れる。

　すると、前には詩愛がいたわけで、隼人は詩愛に覆い被かぶさるような体勢となり──

　──隼人の唇に、やわらかい何かが触れた。

　隼人はこの感触に、よく覚えがある。

　以前、奏魂の盟ソウルリンクを刻む時に交わした──

　すると、隼人の下にいた詩愛が、その衝撃で目を覚ます。

　目覚めた詩愛は、自分が隼人に押し倒されるようにして、キスをされているのに気付いた。

「っ!?」

　詩愛が目を、一気に見開く。

　隼人は慌てて唇を離した。

「え……え？」

「あ、ち、違うんだ、藍あい田だ。これは……」

　混乱する詩し愛あに、動揺する隼はや人と。

　隼人が、詩愛にどうこの状況を説明すればいいのか、必死に考えていると──

「あ、朝から、積極的ですね……」

「……大胆」

　琴こと美みとあかりがいつの間にか目覚めて、隼人を見ていることに気付いた。

　二人とも、目の前で起こっていた情事に、頬ほおを赤らめている。

「二人とも違うから！これはだな、くっついてくる藍田と玲れい奈なをどけようとして──」

「ふぅん……随分とお熱いことね」

　隼人は、頭上から冷ややかな声が聞こえて来ることに気付いた。

　先程まで背中に張り付いていた玲奈が、いつの間にかベッドの上に立って、隼人を見下ろしている。

　玲奈の目は怒りに満ち、肩は震えていた。

「あ、あの、玲奈……？」

「接続コネクト、〈天翔覇者エリアルブレイド〉！」

　玲奈が剣を発現させると、隼人に向かって振り上げる。

「あ、朝から、アンタは……一体何を……」

「ちょ、ちょっと、ここで剣を振り回すと危ないから！近くには藍田もいるし、柏かしわ木ぎ先輩とあかりちゃんだって──って、いない!?」

　いつの間にか三人はベッドから消え、離れたところに退避していた。

「よ、良くわからないけど、朝から人前でキスなんて……破廉恥です」

「……（こくり）」

「えっと……ああいうのは心臓に悪いから、控えてくれると嬉うれしい……」

「ちょ、ちょっと三人とも！なんで俺が悪いみたいになってんの!?　あと、藍田、わざとじゃないってば！玲奈も、落ち着いて！」

「も、問答無用よ！」

　玲奈はそう言うと、剣を振り下ろそうとして──

　そのまま、固まった。

「……玲奈？」

「…………」

　すると、無言のまま玲奈は、〈天翔覇者エリアルブレイド〉を振り下ろさずに仕し舞まう。

「ど、どうしたんだ？」

「い、いや、なんでもないわよ！い、命拾いしたわね！」

　玲奈はそう言うと、不機嫌そうにベッドを降り、慌てて王の間を出て行く。

「何だったんだ？今の」

　隼人が玲奈の背中を見送りながら、呆あつ気けに取られたように呟つぶやく。

　琴こと美みとあかりと詩し愛あの三人も、不思議そうにしていた。

「……ええっと……じゃあ、私達たちも部屋に戻りましょうか。し、詩愛ちゃんと隼はや人と君のお邪魔になるとまずいですし……」

「……（こくり）」

「ちょっと、二人とも何か勘違いしてない!?　俺と藍あい田だは何もないからね!?」

　そう言うと、琴美とあかりが部屋から出て行く。

「え、えっと……」

　取り残された詩愛が、気まずそうに隼人を見た。

　そして、一瞬視線を彷徨さまよわせた後、

「……わ、私も帰るね」

「あ、ああ」

　琴美やあかりの後を追って王の間を出ようとする。

「藍田！」

　すると、何かを思い出したかのように、慌てて隼人が詩愛を呼び止めた。

「な、何？」

「……えっと、ゴメンな。偶然とはいえ、その、キスしちゃって……」

「う、ううん。わざとじゃないのはわかってるから……じゃあ、また後でね」

「あ、ああ」

　詩愛が、今度こそ部屋を出る。




　詩愛は、自分の部屋に戻りながら、先程のキスのことを考えていた。

（また、しちゃった）

　この寮に来たばかりの時、奏魂の盟ソウルリンクを結ぶ際にも行った、隼人との口付け。

　魔ロ王キの話にしろ、〈魔王の詩篇セームンド〉の話にしろ、詩愛はエイオンに口頭で軽く話をされただけで、詳しく知っているわけではない。

　双心の盟ファーストリンクの存在を知らず、契約とは最初からキスで行うものと勘違いしていた詩愛は、躊躇ためらわずに自分から唇を重ねたわけだが──

（……や、やっぱり、ドキドキするわ）

　詩愛は、自分の唇を指で撫なで、キスの感触を思い出す。

　契約の時だって、緊張していないわけではなかった。

　詩愛は、キスをした日の就寝時、隼人の唇を思い出して恥ずかしさに悶もん絶ぜつしたし、そのせいで良く眠れなかったりもした。

（でも、嫌じゃない……）

　詩愛は、不思議と隼人とキスをするのが嫌では無かった。

　契約時のキスは、詩愛にとってのファーストキスだったが、隼人に捧ささげてしまったことに対して、何の後悔も浮かばなかった。

「……どうして、なのかしら」

　詩し愛あは、以前、隼はや人とに抱いてしまった気持ちのことを思い出す。

　自分の弱さから、もしかしてこの人なら自分を助けてくれるのではないかと、隼人に向けて抱いてしまった依存心。

（やっぱり、私はまだ弱いから……）

　──だから、こんなにも彼のことを、気にしてしまっているのかもしれない。

　詩愛はまだ、自分の気持ちの正体がわかっていない。

（強くならなくちゃ）

　ただ、詩愛はそう考えていた。
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　昼休み。

　隼人と玲れい奈なは、二人肩を並べて中庭のベンチに座っていた。

　玲奈がいつも昼食を取りながら勉強している、行きつけのベンチである。

　隼人は、玲奈がまた弁当を作ってくれたというので、それをご馳ち走そうになっていたのだ。

「ど、どう？その唐揚げ！自信作なんだけど！」

　玲奈が、隼人が口に放る唐揚げを眺めながら言った。

「ああ、美う味まいよ。ちょっと前まで料理を作ったことが無かったのが嘘うそみたいだ」

　弁当箱には、小型の俵お握にぎりが六つに、オーソドックスながらにバリエーション豊かなおかずが詰まっていた。

　お握りはそれぞれ、鮭さけご飯、わかめご飯、薄い卵焼きで白米を包んだ梅干し入りと凝っていて、見た目も綺き麗れいである。

　おかずは、ポテトサラダにミニトマト、アスパラのベーコン巻きと、コロッケに唐揚げ。揚げ物も冷凍食品では無く、全て一から揚げた手作りだ。

「おかずも色々あるし……正直、柏かしわ木ぎ先輩が作ったって言われても気付かなかったと思う」

「じ、実はね、レシピは先輩に教わったの。それを凄すごく練習して……だ、だから、私の味ってわけでもなくて……」

「でも、作ったのは玲奈なんだろ？だったら玲奈の味だよ」

「そ、そうかな……」

　玲奈が照れながら、慌てて箸はしを動かす手を速くした。

　玲奈も、隼人と同じ弁当を食べている。

「お握りはどれも美お味いしいし、コロッケは冷えてるのに衣がサクサクだ。ポテトサラダもマヨネーズの加減が丁度いいし。うん、全部美味しい」

「えへへ……そ、そっか。作った甲か斐いがあるってものね……わ、私の味してる？わ、私の味、美味しい？」

「ああ、玲れい奈なの味、美お味いしいよ」

　ちょっとだけ頭の悪い会話をしながら、食事を進める二人。

「あ、隼はや人と。ご飯粒が付いてる」

「ん？」

　玲奈が隼人の口元に手を伸ばし、付いていた米粒を取る。

　そして、それをそのまま自然と自分の口に運んで食べた。

「ちょ、玲奈！」

「ん？何？」

「何じゃなくて……その……」

　玲奈は、隼人が焦る様子を見て、自分が今恥ずかしい行為をしたことに気付いた。

「え、え、えっと、今のは自然に、そう、自然にやっちゃっただけで……ええっと……あ、ご、ごめんなさい……」

「あ、い、いや、謝られることでもないんだけど……」

　二人は、恥ずかしそうに弁当箱に視線を落とすと、黙って箸はしを進める。

（しかし、いきなり弁当……なぁ）

　玲奈は最近料理の練習をしているらしく、その実験台になって欲しいと隼人に言った。

　だから弁当を作って来たし、隼人に食べて貰もらいたいのだそうだ。

（でも、わざわざ弁当で無くてもな）

　琴こと美みにレシピを教えて貰っていたのなら琴美に試食して貰える筈はずだし、食事時にでも交ぜて貰えば、隼人以外のみんなも交えて食べることが出来る。

　隼人以外の人間にも食べて貰った方が、感想も参考になるだろう。

（どうして弁当なんだろう？）

　隼人は昨晩の魔術事件と、事件を引き起こした椎しい子このことを思い出す。

　彼女は以前、好きな男の子にクッキーをあげようとしていた。

　女の子は、好きな相手に自分の作ったものを食べて欲しいものなのかもしれない。

（……もしかして、恋絡みか？ええっと、じゃあ弁当ってことは、もしかして……）

　隼人は、どうして玲奈が弁当を選んだのかを考える。

（……学校に好きな人がいて、そいつに食べさせたいから？）

　隼人は、玲奈が好きな人の為ために弁当作りを練習していて、その実験台として自分を使っているのだと推測する。

（努力家な玲奈のことだ、失敗しないように何度も練習をして、最高の形を相手に届けようとしているのだろう……）

「……あのさ。俺で役に立てることであれば、手伝うよ。その、弁当食べるとかでもさ」

「え？」

　隼人の言葉に、玲奈が驚き顔をあげる。

「俺、玲奈の恋、応援してるから。部活と勉強で大変だろうけど、頑張れ」

　踏み台にされるのは気持ちの良いものではないが、他ならぬ玲れい奈なの為ためである。

　隼はや人とは、玲奈の力になりたいと思った。

　玲奈は、そんな隼人の勘違いした一言を聞くと、再び俯うつむき、肩をわなわなと震わせて──

「……玲奈？」

「ほんっと、空気が読めない奴やつ！」

　持っていた箸はしで、隼人の頬ほおを思いっきり突き刺した。

「痛いてぇえええ！何するんだ！」

「……ふんっ！」

　玲奈は箸の先に息を吹きかけると、不機嫌そうに食事に戻る。

（……なんでいきなり怒るんだよ。俺は応援するって言っただけなのに）

　再び、お互い無言での食事。

　ただ、先程までの無言とは違い、二人の間に走っているのは甘い沈黙では無く、ピリピリとした空気だった。

　すると、玲奈が突然ボソリと呟つぶやく。

「負けたくなかったのよ。あの子に」

「え？」

「け、今朝だってあんなことしてたし。怒りそうになったけど、暴力的なのも嫌われるのかなと思って、だ、だから……」

「な、何の話だ？」

「何でもないわよ！」

　玲奈が怒る。

（え？負けたくない？だから弁当を作る？今朝のこと？……えっと、まさか……）

　隼人の脳裏に、一つの考えが浮かぶ。

（もしかして、玲奈は俺のこと……）

　隼人は、弁当を食べる玲奈の横顔を見た。

　その表情は、相変わらず不機嫌そうなままだ。

（……まさかな）

　やがて、隼人は玲奈より先に弁当を食べ終えると、弁当箱を片付けてベンチから立ち上がる。

「ご馳ち走そう様さま。じゃあ、俺は先に戻るから。隣のクラスに寄らないといけないし」

　すると、玲奈は不思議そうに顔をあげて、

「え？なんで藍あい田ださんのところに行くの？」

　隼人は別に、詩し愛あのところに行くとは伝えてないが、玲奈は勝手にそう解釈したらしい。

　実際、用があるのは詩愛だったので、隼人は否定することもなく答える。

「次の授業、数学の教科書忘れちゃってさ。藍田に借りようと思って」

「す、数学の教科書くらい私が貸してあげるわよ」

　何な故ぜか焦る、玲れい奈な。

「それだと玲奈が授業受けられないだろ？同じクラスだぞ？」

「……あ、そっか　じゃあ、私も行くからちょっと待ってて」

「え？」

　そう言うと、玲奈は弁当箱の中身を急いで平らげ、片付け始める。

「どうして玲奈がついて来るんだ？勉強しなくていいのか？」

　玲奈の手にある、弁当箱と一緒に持ってきた参考書を見ながら、隼はや人とが聞いた。

「い、いいじゃない！べ、勉強も、別に一日昼休み休んだくらい大丈夫よ！それとも、ついていっちゃ駄目？」

「いや、駄目では無いけど……」

（ついて来る理由がわからないというか……玲奈って暇を惜しんで勉強するタイプじゃなかったっけ？）

「じゃ、じゃあ、行きましょう」

　二人はベンチを後にすると、詩し愛あのクラスを目指した。

　中庭から校舎への入口をくぐり、学年集会等で利用される多目的ホールを抜けて、トイレ横にある階段を二階へ上る。

　二年生である隼人達たちの教室、そしてその隣の詩愛の教室は、三階建て校舎の二階にある。一年が一階、三年生は三階だ。

　隼人達はリノリウムタイルの廊下を歩くと、２─Ｄと書かれた室名札のある教室の前で足を止める。ここが詩愛の教室だ。ちなみに隼人達の教室は、２─Ｃである。

　隼人と玲奈は、ドアから教室の中を覗のぞくと、詩愛の姿を探した。

　詩愛は、窓際一番奥の席で一人、菓子パンを食べている。

　隼人達は軽く頭を下げながら教室に入ると、詩愛の席に向かう。

「どうも、藍あい田だ」

「どうして夕ゆう霧ぎり君が……それに、風かざ見みさんも……」

「隼人が数学の教科書忘れたから貸して欲しいんだって」

「ちょっと待って」

　詩愛は玲奈から話を聞くと、鞄かばんから数学の教科書を取り出して隼人に渡す。

「はい。今日はもう数学の授業終わったから、返すのは寮に戻ってからでいいわ」

「さんきゅー。ありがたく借りるな」

　隼人が詩愛から数学の教科書を受け取ると、玲奈が周囲を見回した後、詩愛に質問する。

「ねぇ、一人でご飯食べてたの？」

「え？……う、うん」

　隼人は、昨日ピートを寮で飼うようにしたことを思い出す。

　詩愛は最近、昼食をピートと一緒に食べていた。ピートを心配していたのが半分の理由で、もう半分は教室に友達がいないからだろう。

　隼はや人ともそのことを知っていて、時々詩し愛あやピートと一緒にご飯を食べていた。

（そっか、玲れい奈なが弁当作って来たって言うから、すっかり忘れてたけど……）

　隼人は、別に何もしていないのに、なんだか悪いことをしたような気分になった。

（詩愛も昼飯に誘ってやれば良かったかな……）

　隼人が、そんなことを思っていると、

「……ねぇ、夕ゆう霧ぎり君。ちょっとだけ話せる……？」

「うん？」

「ここよりは、廊下がいいわ」

　詩愛が周囲を見ながら、隼人に言った。

　周囲の生徒の中には、詩愛のもとにやって来た隼人や玲奈を、物珍しそうにちらちら見ている生徒もいる。

『あの子に何の用だろう』

　隼人には、こちらを見る生徒達たちの視線がそう言っているように感じられた。

（確かに、あんまり居心地の良い場所では無さそうだな……）

「わかった」

　隼人が頷うなずくと、詩愛は席を立って廊下に向かう。隼人と玲奈もその後に続く。

「で、どうしたんだ？」

「……天あま羽はねさん、昨日、告白して振られていたらしいわ」

「え？」

「……さっき、同じクラスの子が話していたのが聞こえたの。失恋して、随分とショックを受けていたみたい」

（天羽さんは、振られてた……？なるほど、だから『嫌われない』魔術を……）

　隼人は詩愛の話に、どうして椎しい子こが見知らぬ占い師から教わった魔術なんてものをあっさりと信用したのか、そして『嫌われない』ようにする魔術を使っていたのか、理解出来た気がした。

「そっか、振られて落ち込んでいたから、必死になってたのね……」

　玲奈も、隼人と同じことを考えたらしい。

（それだけ好きだった、か）

「……一応、昨晩のことに関係することだから、話しておいた方がいいのかなって」

「ああ、なるほど。理事長にも言っておいた方がいいかもな」

　隼人の答えに詩愛が頷く。

「私、天羽さんが戻って来たら、もう一度謝ってみようと思ってる」

「謝る？」

「クッキー、渡せなくしてしまったことに対して。そんなに大切なものって、前は知らなかったから……。だからもう一度、きちんと謝りたい」

　詩し愛あが続ける。

「……彼女は私のことを嫌いかもしれないけど、魔術に頼ってしまいたくなるような気持ちって、私にもわかるわ。……だから、もし迷惑じゃないなら、謝って……励ましてあげたい」

（そっか……藍あい田だも、元は魔術師ウイザードだったから……）

　隼はや人とは詩愛が、魔術を望んでしまった椎しい子こに対して、自分を重ねてしまっているのだとわかった。

「……これを、夕ゆう霧ぎり君に伝えておきたいと思った。こういう気持ちになれたのって……夕霧君のおかげだから。それに、風かざ見みさんも」

「え？」

「……わ、私も？」

　隼人が驚き、玲れい奈なは戸惑う。

「夕霧君は私を諭してくれた。そして風見さんは……頑張っている姿を、私に示してくれている。ちょっと前まではわからなかったけど、最近わかったわ」

「そ、そんな、私は何もしているつもりは無いけど……」

　玲奈が照れる。

「……ちょっと前までは、どうして誰だれも私の力になってくれないのって、ずっと思ってたわ。でも、今は違う。弱っている誰かの力になれるのなら、私もその誰かの力になりたい。愛されたいのではなく、私は、世界を愛したいと思えた」

　詩愛は、すうっと小さく息を吸うと、少し言葉にするのを躊躇ためらった後に、

「……だから、ありがとう」

　二人に、お礼を言った。

「…………」「…………」

　隼人と玲奈は詩愛のお礼を聞いて、何と返していいのかわからず、照れ臭そうに頬ほおをかいた。

　そして、

「あ、あのさ。明日から一緒に昼ご飯食べないか？」「あ、あのね。明日から一緒にお昼、どう？」

　隼人と玲奈は、声を合わせる。

「……パクらないでよ、私の台詞せりふ」

「いや、別にパクったわけじゃないし。というか何で同じこと言ってるんだよ……」

「同じこと言ってるのはそっちでしょ？」

「本当に仲がいいのね、二人とも」

　口論する隼人と玲奈を見ながら、詩愛がくすりと笑う。

「べ、別に仲がいいってわけじゃ……」

「そうだ。こいつが俺の言葉を盗んだだけだし……」

「本当にありがとう、二人とも。……明日からはお昼、よろしくお願いするわ」

　詩し愛あが、満面の笑みでお辞儀をする。

　隼はや人とと玲れい奈なも、照れ臭そうにお辞儀を返す。

「……でも、玲奈は良かったのか？いつも昼休みは勉強しているだろう？」

「別に、ご飯食べる間くらいは大丈夫よ。それに、なんなら一緒に勉強すればいいし」

「お前、俺が一緒だと勉強にならないとか言って無かったっけ……」

「私は藍あい田ださんと一緒にご飯食べて、勉強する話をしてるのよ？なんで隼人が一緒にいるの？」

「え？俺は一緒じゃないのか？」

「あ、当たり前でしょ！なんで隼人と毎日一緒にご飯食べなきゃいけないのよ！それに、アンタが一緒だと勉強出来ないじゃない！」

「……えっと、私はどちらとも、お昼を食べたいけど……」

　詩愛が、突然言い合いを始めた二人に戸惑う。

（だから、なんで俺が一緒だと勉強出来ないんだよ……）

　隼人が、玲奈の言葉に理不尽さを覚えながら、傷付いていると、

　──ブルルルルル。

　隼人のズボンのポケットの中で、マナーモードの携帯が震えた。

「うん？電話？」

　隼人は周囲を見回し、先生が近くにいないことを確認すると、ポケットから携帯を取り出した。

　一応校則では、校内での携帯の使用が禁止になっているからだ。

「いや、メールだ。……母さんからだな」

　隼人は携帯の受信ボックスを開き、メールの内容を確認する。




　今日、飛鳥あすかが学校に行ってないみたいです。

　先生から電話がかかって来て知りました。

　私は心当たりがありませんが、隼人は何か知りませんか？


母より






「飛鳥が学校に行ってない？」

「ん？飛鳥って……妹の飛鳥ちゃん？」

「ああ、どこに行ったか知らないかって」

（サボった？でも、学校をサボってまでどこかに行くなんて……まさか）

　隼人は、昨晩、飛鳥が突然寮を訪ねて来たことを思い出す。

（もしかして、またこの学校に来てる？）

「玲奈、ちょっと俺、寮にいないか確認して来る」

「え？う、うん」

　だが、隼はや人とが寮へと向かおうとした──その時。

　突然、圧倒的量のエーテルの気配が隼人達たちを襲う。

「なっ──!?」

　隼人が、周囲に一般生徒が居るにも拘かかわらず大きな声をあげる。

「隼人。これ……！」

（なんだこの気配……まるで、体内に侵しん蝕しよくしてくるかのような……！）

「隼人、これは魔術の気配よ！」

　玲れい奈なが隼人に教える。

「魔術!?」

「そう。しかも、領域全体の個人を対象とした、なんらかの魔術よ。今、自分の中に何かが入ってくるような感覚がしたでしょ？私達は理パーマネント使いだから侵蝕されることは無いけど……」

「夕ゆう霧ぎり君！風かざ見みさん！周りを見て！」

「周り!?」

　隼人と玲奈が周囲を見る。

　すると、廊下の生徒達が円を作るように隼人達を取り囲んでいた。

「なっ!?」

「……みんな、変になってる!?」

　三人を囲む生徒達の目は、瞳ひとみから光が消え、虚うつろな眼まな差ざしへと変わっている。

　隼人はすぐに、周囲の生徒達が正気を保っていないことがわかった。

　そして、生徒達が、隼人達に飛びかかろうとしていることも──

「接続コネクト、〈律因の環ニーベルゲン〉！」

　隼人はすかさず理パーマネントを発現させると、飛びかかってきた男子生徒の腕を掴つかんで、床に転ばせる。

「玲奈！藍あい田だ！こいつら操られてる！　理パーマネントを出さないと危ない！」

「っ！接続コネクト、〈天翔覇者エリアルブレイド〉！」

「接続コネクト、〈重力靴グラヴイテイシユーズ〉！」

　すぐに玲奈と詩し愛あも理パーマネントを発現させる。

（校舎内だけど、そんなことを言ってる場合じゃない！）

「大剣は流石さすがに使えないから」

　玲奈はそう言うと、大剣を分離パージさせてすぐに鎧よろいを纏まとった。

「……来るわ」

　詩愛の呟つぶやきと同時に、今度は一人ではなく、何人もの生徒が隼人達に襲いかかる。

「──っ！」

　玲奈は生徒達を、剣の峰を使って捌いた。何分相手は普通の一般人だ、やりすぎると相手が危ない。

「重力の万力グラヴイテイボール」

　詩し愛あは、生徒達たちの動きを止めるため倒れた生徒達に向かって、出力を最小までコントロールした重力の枷かせを放った。

「ごめんな、ちょっと寝ててくれ」

　隼はや人との拳こぶしが、殴りかかって来た男子生徒の腹に突き刺さる。と同時に、他の生徒が蹴けりかかってきたので、隼人は腕で受け止め、そのまま足を弾はじいて床にひっくり返す。

　次々に隼人に襲いかかって来る一般生徒。

　ふと、隼人はあることに気付いた。

（こいつら、俺しか狙ねらってない？）

　玲れい奈な達も応戦しているものの、生徒達が狙っているのは隼人だけだ。

「……おそらく、魔術で夕ゆう霧ぎり君を狙うように暗示をかけてる」

「隼人、アンタどれだけ恨まれてんのよ」

　詩愛と玲奈も、生徒が隼人を狙っていることに気付いたようだ。

　初めは十人程度しかいなかった生徒だが、遠くにいた生徒や教室内の生徒達も隼人のところにやって来て、次々と襲いかかってくる。

　いつの間にか生徒の群れは、廊下を埋め尽くしそうなほどの数になっていた。

「隼人！このままじゃキリがない！」

「わかってるっ！」

（けど、どうしたら……！）

　絶え間なく襲いかかってくる生徒達。

　ふと、隼人の死角から女子生徒が飛びかかって──

「隼人！」

「ぬおっ……！」

　隼人を押し倒した。女子生徒は、そのまま隼人の下半身に体重をかけ、押さえ込む。

　すかさず、近くにいた女子生徒も、隼人の動きを封じようと馬乗りになる。こちらの女子生徒は、自分の身体からだを使い、隼人の頭部に体重をかけた。

　自然と、隼人の下半身と頭に、少女達の尻しりやらパンツやらが押しつけられる形になる。

「ふがっ……がっ……！」

（息が……苦し……）

「ア、アンタは何をやってんのよ！」

　玲奈が、隼人に乗っかっていた女子生徒二人を薙なぎ倒たおす。

「た、助かっ……ぶばっ！」

　そして玲奈は、そのまま隼人を薙ぎ倒した。

「ちょっ、おまっ、何すんだよ！」

「な、なんでアンタは嬉うれしそうにしてんのよ！」

「してねーよ！　って、喧けん嘩かしてる場合じゃないだろ！この場をどうにかする方法を考えないと！」

「風かざ見みさん、夕ゆう霧ぎり君、窓！」

　玲れい奈なは、詩し愛あのその言葉を聞くなりすぐに口論を止やめ、すかさず隼はや人との腕を握にぎる。

　そして、そのまま廊下の窓を割って外に飛んだ。

「……反重力飛行レビテーシヨン」

　詩愛も、玲奈の後を追った。

（こ、これで何とかなったのか……？）

　隼人は校舎を振り返った。

　生徒達たちは隼人達を追って来ようとしていたが、窓の外に出たのを見て諦あきらめている。

　隼人は、ホッと胸を撫なで下ろした。

「で、これからどうするわけ？」

「とりあえず寮に戻ろう。理事長に状況を聞かないと」

「柏かしわ木ぎ先輩と佐さ藤とうさんは？」

「指輪があるから向こうで呼ぼう。生徒達が俺だけを狙ねらっているのだとすれば、二人は安全な筈はずだし」

　詩愛の質問に、隼人は指輪を見せて答える。

　三人は、そのまま寮へと向かった。





　　　◆






　寮の前で琴こと美みとあかりを召喚した隼人達は、二人を連れて理事長室へと向かった。隼人が推測した通り二人は無事で、突然様子がおかしくなった周囲の生徒の様子を確認すると、隼人の危険を察知して、隼人のもとへと向かっていたところだったそうである。

　リピカも当然魔術のことには気付いており、玲奈達が到着した時には、〈因果観測機エヴエレツト〉のディスプレイと睨にらめっこをしていた。

「破狂の戯バーサクトリツプと呼ばれる魔術じゃ。領域内の人間の意識を支配し、特定ターゲットを襲うように暗示をかける。今回のターゲットは隼人、ヌシじゃな」

「きっと、今ごろは学園内だけでなく、町中隼人君を求める群衆でいっぱいでしょうね。おそらく、ゾンビの徘はい徊かいする町みたいになっていると思います」

（そうか。学校だけでなく、外の町もみんな魔術の影響を受けてるから……）

　隼人はその様子を想像して、気味の悪さにゾッとした。

「ま、大魔術級じゃよ。個人が持つ因果に干渉して暗示をかけるなんて、通常の魔術では不可能じゃからな」

　呆あきれるようにリピカが呟つぶやく。

「間違いなく、創世の執行者ニーズヘツグが絡んでますね」

　琴こと美みが、険けわしい顔をして言う。

「しかし、洗脳系の魔術、しかも隼はや人と君のみを狙ねらうってどうやったのでしょう」

「どういうことですか？」

「先日の魅了チヤームなんかもそうですけど、洗脳したり暗示をかけたりといった、個人に干渉するタイプの魔術は、そのままでは使用出来ません。魔術式を記述する為ためのルーンは、完全には解読されていないわけですから──」

「ああ。もしかして、個人を対象とする、という記述が出来ないということですか？」

　隼人の返しに、琴美が頷うなずく。

「そうです。だから普通、ターゲットに縁が深い物品を霊れい媒ばいとして加えることによって、魔術式を補ほ填てんするんです。恋のおまじないや呪いで、好きな人の体毛や写真を使ったりするのは、そういうことですね」

「……なるほど。と言うことは、相手が俺の体毛か写真を持っていると？」

「その類のものじゃの。どこかで盗撮されたか、あるいはヌシの身辺から手に入れたか」

　隼人はリピカの説明を聞いて、飛鳥あすかのことが脳裏を過よぎる。

「もしかして、飛鳥が!?」

「む？」

「実は、妹の飛鳥が学校に行ってないというメールがさっき入ったんです。このことに何か関係あるのかもしれません」

「……なるほど。ヌシの妹ならその手のものを持っておっても不思議ではないし、最悪人を霊媒に使うことも可能じゃからの。可能性の高い話じゃ」

　リピカが、納得したように頷いた。

「人を霊媒って……どうなるんですか？」

「俗に言う生いけ贄にえという奴やつじゃな。酷ひどい場合は人体にも影響があるじゃろうし、運が悪いと──」

「早く助けないと！」

　隼人は、居ても立ってもいられなくなった。大切な妹が危険な状況かもしれない。

「魔術の場所は観測出来ておる。早急に魔術式を潰つぶして来て貰もらえるかのう？」

　一同が、リピカの言葉に迷わず頷く。

「でも、それだと陸路を行くのは危険かもしれないわね。通行人から隼人君が狙われるってことでしょう？」

「飛べばいいです」

「……うん、一度空から夕ゆう霧ぎり君を現場に連れて行って、向こうから他のみんなを召喚するのがいいと思うわ」

　玲れい奈なと詩し愛あは、琴美の疑問にそう提案しながら、それぞれ隼人の手を掴んだ。

　自分達が隼人を連れて行くという意思表示だ。

　急に二人に両手を掴まれ、隼人はドキリとしてしまう。

「ま、確かに、それじゃったら安全に現場に向かえるの。不幸中の幸い、魔術のお陰で人々の意識は曖昧じゃ。この状況であれば、理パーマネントを出して昼間から空を飛んでも誰も疑問に思うまい……じゃあ、二人にお願いしてもいいかの？」

　リピカの言葉に、玲れい奈なと詩し愛あは頷くと、一度準備をする為に部屋へと戻った。




　隼はや人とは、玲奈と詩愛の力を借り、安全な空路を使って現場──魔術の反応が見つかった、桜さくら田だ市の廃工場へと向かっている。

　その移動方法に関しては、隼人は特に不満はない。

　だが──

「あのさ、別に二人で俺を運ぶ必要は無いよな？どちらか片方で良いというか、そっちの方が俺も有り難がたいし……」

　隼人は今、二人に腕を掴つかまれながら空を飛んでいるせいで、大きく万歳をするような、間抜けな格好になってしまっている。

「だって、アンタにどちらがいいかを選ばせてたら、無駄に時間がかかりそうなんだもの」

「いや、どちらかが俺を運ばなければいいだけなんじゃ……」

「そ、そんなの難しいわよ！一緒に空を飛ぶってことは、隼人の腕を掴むってことだし……わ、私が勝手にやるのも、藍あい田ださんに悪いし」

「……わ、私は、別に……」

「え、遠慮しないで。こういうのはフェアに行きましょう、フェアに」

「え？あ、う、うん……」

（と言うか、どうしてそれが藍田に悪いんだ……？）

　わかっているようなわかっていないような曖昧な反応を示す詩愛と、全く意味がわからない隼人。

（まぁ、わけわかんないのは、玲奈だし仕方がないか……）

　隼人は溜ため息いきを吐つくと、随分と小さくなった町を眺める。

「隼人、上向いたら落とすからね」

「わかってるってば」

「……夕ゆう霧ぎり君が上を向いたら何か問題が？」

「こいつ、すぐにパンツ見ようとするから」

「……な、なるほど……」

　隼人の位置からは見えないが、詩愛の顔がカーッと赤くなる。

「見ようとなんてしてないからな。偶然見ちゃっただけだろ！」

「どうだか。とにかく、ちゃんと下を向いてなさいね！もし上向いたら、地面に叩たたきつけるから！」

（下を見てるのも怖いっつーのに……）

　隼人は、小さくなった町の様子を眺めながら、住民達たちが隼人のせいで操られているという事実を、申し訳なく思った。

　そして、もしかすると飛鳥あすかには、隼はや人とのせいでそれ以上の危険が──

（飛鳥が攫さらわれたのは、俺を心配して寮に来てくれていたからか？もしそれが切っ掛けで、アイツのことが魔術師ウイザードの目に入って──）

　いずれにせよ、隼人が飛鳥を巻き込んでしまったことに、間違いは無いだろう。

（飛鳥……無事でいてくれ）

　──ポツリ。

（うん？）

　隼人の頭に、水滴が落ちて来る。

　──ポツリ。

（雨？）

　ふと、隼人は頭上を見上げた。

　先程まで青かった空が、どんよりとした雲に覆われていた。

　むくりと膨れ上がった形状から、夕立をもたらす積乱雲だとわかる。

　ゴロゴロと、遠くで雷の音が鳴った。

「夕立が来そうだな……玲れい奈な、藍あい田だ、急いだ方がいいかもしれない」

　隼人が二人に告げる。

　すると二人は、顔をあげた隼人を冷たい目で見下ろして──












　隼はや人とは最初、どうして二人がそんな目をしているのかわからなかった。

　だがすぐに、自分がとんでもない間違いをしでかしてしまったことに気付く。

　隼人の視界には、捲まくれ上あがったスカートから露出する縞しま々しまのパンツと、ローブから露出する黒のパンツがあったからだ。

　パンツが二枚。片や持ち主の性格通りに子供っぽく、片や意外にもアダルティ。

　隼人は、二枚のパンツをじっくりと見比べた後、二人に言った。

「……ごめん、許して」

「無、理」

「……夕ゆう霧ぎり君、エ、エッチなのは、良くないことかと……」

　二人が一斉に、隼人を引っ張っていた手を放す。

「ちょっ！玲れい奈な、やめっ！今落ちたら町中俺を狙ねらう人だらけでヤバイから！いや、今じゃなくても落ちたらヤバイけど！というか藍あい田だは一度自分から見せつけて来なかったっけ!?」

「み、見せるのと見られるのは違うから……」

「ちょおおおおおお！」





■第六章　誰たが為ために







「騎士召喚サモン・フレースヴエルグ！」

　隼人の指輪から二つの人影が飛び出すと、影は徐々に実体を結び、琴こと美みとあかりの姿へと変わる。

「到着したみたいですね」

「……本日二回目」

　隼人は廃工場に着くと、予定通りに琴美とあかりを召喚した。

　二人は既に理パーマネントを発現させていて、あかりは〈妖精絶壁テイターニア〉を装着済みだ。

「中から凄すごいエーテルの気配を感じるわ。間違いなくここね」

「魔術式以外の気配も感じる。魔術師ウイザード……それに、昨日見た理術人形ゴーレムも交ざっている気がするわ」

　玲奈が廃工場に向かって剣を構え、詩し愛あが踵かかとを叩たたき、靴の様子を確認する。

「で、隼人君はどうしてそんなに汗かいてるの？二人に引っ張って来てもらっただけじゃ」

「……い、いえ、途中で随分と冷や汗を……」

「冷や汗？」

　琴こと美みが心配そうに隼はや人とを見る。

「こいつが私達たちのパンツを見たから、ちょっとだけ罰を与えたんです」

「なるほど。隼人君って、そ、その、男らしいですもんね」

「先輩、男らしいの使い所が違いますよ!?　あと、何度も言ってるがわざとじゃないからな!?」

「どうだか」

　玲れい奈なが顔を赤くして、隼人から顔を背けた。

「……とりあえず、展開する」

　あかりはそう言って、槍やりに小型の理術具アーテイフアクトを取り付けると、

「〈赤気結界オーロラフイールド〉、展開」

　仮想空間ダミーレイヤーを展開した。

「……じゃあ、行くぞ！」

　珍しく隼人が先陣を切り、廃工場に突入する。飛鳥あすかに危険が及んでいるかもしれないと想像すると、ゆっくりなどしていられなかった。

（飛鳥……！）

　工場の中は、砕けた天井や外壁から入る太陽光と、工場中央に描かれた巨大な魔術式による光で明るかった。

　面積はおおよそ八十坪程度だろうか。工場内のあちこちに、放置された角材が積まれている。

　コンクリートの床はところどころ砕け、壁には蔦つたも這っていて、工場が長い間放置されていたものであることがわかる。

　そんな廃工場の中央、魔術式の真ん中に、黒ローブを身に纏まとった数人の魔術師ウイザードと、昨日隼人達が交戦した理術人形ゴーレムが十数体、そして──

　魔術師ウイザードの腕に抱えられた、飛鳥の姿があった。

　飛鳥は制服のまま、気を失っている。

「飛鳥！」

　隼人が飛鳥のもとへ走り出す。

「おおっと、そこで止まりな。こいつの可愛かわいい顔を傷物にされたくなかったらな」

　すると、飛鳥を抱きかかえる魔術師ウイザードが、理パーマネントである鎖をジャラリと鳴らす。

「っ！」

「そうそう、その場でジッとしてろ。ついでに全員、理パーマネントを仕し舞まえ」

「なっ!?　何を言ってるのよ！」

　玲奈が反発の声をあげる。

「もう一度言うぞ？この女がどうなってもいいのか？」

「仕舞いましょう」

　琴美が、冷静な言葉でみんなに言った。

「……先輩!?」

「大丈夫よ、玲れい奈なちゃん。別に理パーマネントはいつだって出せるし、チャンスはまだある。それより飛鳥あすかちゃんを危険にさらすわけにはいかないわ」

「……すみません、飛鳥の為ために」

「いいんですよ、隼はや人と君が謝らなくても」

　一同は琴こと美みの言葉を聞き、理パーマネントを心に仕し舞まう。具現化していた理パーマネントが、緑色の泡となって消えた。

　玲奈は普通の制服姿に戻り、琴美は水着姿となる。

「しかし……飛鳥ちゃんは霊れい媒ばいの為ではなく、人質にする為に攫さらわれたみたいですね。霊媒はアレでしょうか」

　琴美が工場奥の、ブルーシートを見る。

　シートの下には何かが隠されているのがわかるが、隼人達たちの場所からはその正体を確認出来ない。

　シートの下の何かには、霊媒になっている理の欠片ミスリルから、青い平型のケーブルが伸びている。

「オレは魔術結社、暴れ狂う破者トランプルでトップを張ってる花はな咲さき百ゆ合り香か。こいつらはオレの手下だ」

「暴れ狂う破者トランプル……」

「知ってるんですか？先輩」

　隼人の問いに、琴美が頷うなずく。

「噂うわさだけ、ね。日本第七因果領域で暴れていた小さな魔術結社よ。能力の高い魔術師ウイザードが多く、以前、彼女達を捕まえようとした悠久騎士フレースヴエルグが返り討ちにあう事件も起こっている。創世の執行者ニーズヘツグとは協力関係にある筈はずね」

　琴美の説明を受け、百合香が満足そうに頷いた。

「何が目的なんだ？わざわざ魔術を使って一般人に俺を襲わせたり、飛鳥を攫ったりして」

「何が？クク。そんな決まってるじゃないか。お前が欲しいんだよ、夕ゆう霧ぎり隼人。いや、魔ロ王キ！」

　隼人の質問に、百合香は笑いながら答える。

「世界を救うとも壊すとも、創るとも言われている指輪の力。頭のお堅い悠久騎士フレースヴエルグとは違って、魔術師ウイザードには〈魔王の詩篇セームンド〉の話を信じている奴やつも多い。オレもその一人だ」

「だから、指輪の力が欲しいと？」

「ああ。オレはその力を使って、この世界を支配したい」

　百合香の顔が、歪いびつにニヤける。

「オレは、オレを認めなかった奴等や世界に、どちらが上だったのかを認めさせたいんだ」

「要は、馬ば鹿かにされたから見返したいってこと？」

　玲れい奈なが、冷ややかな口調で聞く。

　百合香ゆりかがこめかみをピクリと動かした。

「違ちげぇよ。誰だれが上位なのか、教えてやりたいってだけだ」

（プライドが高いのか……）

　隼はや人とは、百合香の変えたいが、彼女の自尊心から来ているものだと悟る。

「オレは、指輪の力を使って世界を支配する。その為ためにこの女を攫さらって来た。魔術は頼まれついでだが……まぁ、オレと相性が良い魔術だし、余興にもなりそうだしで都合が良かったからだな」

「ちょっと待って。……貴方あなたが世界を支配するって……創世の執行者ニーズヘツグに協力しているわけではないの？」

　琴こと美みが不思議そうに聞く。

　すると、百合香は再び笑う。

「協力関係だよ。この魔術式も、理の欠片ミスリルも、創世の執行者ニーズヘツグが用意してくれたものだ。オレ達たちが強くなれたのは、アイツ等が用意してくれた理術具アーテイフアクトのお陰でもある。こいつは、オレのエーテルを底上げしてくれる優れものでな……どうだ、いいだろ？」

　百合香は自慢気に、耳に着けたピアスを隼人達に見せた。

「でも、貴方が指輪を手に入れるの？」

　琴美がもう一度、不思議そうに聞いた。

「魔ロ王キがオレの味方になると言った時点で、協力関係を解消すればいい。凄すごい力が手に入るんだろ？その指輪って奴やつは」

「……もしかして貴方達、創世の執行者ニーズヘツグを裏切る気なの？」

「裏切るんじゃないさ。協力関係を解消するだけだ」

「……あの人を出し抜くなんて無理だわ」

　詩し愛あが口を挟む。

「あ？」

　百合香は詩愛の顔を見ると、ニタリと笑みを浮かべる。

「お前ってひょっとしてアレか？創世の執行者ニーズヘツグに捨てられて、悠久騎士フレースヴエルグに寝返ったって間抜けな奴。……この辺りの魔術師ウイザードで噂うわさになってたのを聞いたけど……そうか、お前だったのか」

「…………」

　百合香の不愉快な言葉に、詩愛の顔が曇る。

「ふん、オレはアイツに騙だまされるほど間抜けじゃねーよ。だから──」

　百合香が、隼人の方を見て下品な笑みを浮かべながら聞く。

「夕ゆう霧ぎり隼人、暴れ狂う破者トランプルに加入しろ。お前が暴れ狂う破者トランプルに入れば奴等はオレ達を大事にせざるを得なくなるし、良い牽けん制せいになる。そうして、いずれ世界を支配した暁には、お前にも世界の半分くらいはくれてやるよ」

「断る」

　隼はや人とは、悩むまでもなく答える。

　百合香ゆりかが不可解そうな顔をする。

「どうしてだ？」

「世界征服なんかに興味が無いからだ。付き合う理由も義理も無い」

　すると百合香は、面白く無さそうな顔をして、

「ふぅ～ん……そんなこと言ってもいいのか？こいつがどうなっても知らないけど」

　抱えている飛鳥あすかを、足下に放った。

「……飛鳥!?」

「ふん。お前はまだ立場を分かっていないようだな。協力しないというのなら、協力させるだけだ。その為ためにこいつを攫さらったんだしな」

「なっ!?　アンタ、卑ひ怯きようよ！」

　玲れい奈なが怒る。

「卑怯で結構。オレは目的の為なら手段は選ばないタイプでね。もう一度聞くぞ、夕ゆう霧ぎり隼人。協力しなくていいのか？」

「くっ……！」

（協力なんて真っ平ご免だが……）

「『オレに協力する』。そう言葉にして、誓ってくれるだけでいい。まぁ、選択肢は無いと思うがな」

　隼人は、どうにか隙を突いて飛鳥を助け出せないかと模も索さくする。

　しかし今は、隼人も他のみんなも理パーマネントを発現させてすらいない。百合香だけでなく、臨戦態勢の他の魔術師ウイザード達たちや理術人形ゴーレムにも取り囲まれたこの状況で、不意を打てるとは思えなかった。

「わかった」

「隼人!?」

「大丈夫だ、心配するな」

（……一度協力すると言って、隙を窺うかがうか）

　隼人はそう決断して、百合香に協力する旨を言葉にしようとする。

　──が、その時。

　隼人を、強烈に嫌な予感が襲った。

（あれ……？何だ？何か違和感が……）

　隼人は、百合香から妙なエーテルの気配を感じた。おそらく、百合香の持つ理パーマネントから放たれたもので、先程学校で感じた、魔術が発動された際の気配に似ていた。

　まるで、隼人の中に侵しん蝕しよくして、支配しようとしているような──

（何か力を使った……？）

　だが、隼人やその周囲には、何も変化は無かった。

（でも、今間違いなく、何か不思議な力を向けられた。なんだ？）

　──ふと、隼はや人とに一つの疑問が浮かんだ。

（ここでオレが「わかった」と答えたとして……どうしてこいつは、その口約束を信じられるんだ？そこまで思し慮りよが浅いのか、それとも……）

　そう言えばと、隼人は昨日の椎しい子この事件のことを思いだす。

「なぁ、ちょっと質問なんだが。昨晩の事件はお前の仕業か？」

　隼人の突然の質問に、百合香ゆりかは「ちっ」と舌打ちをすると、不機嫌そうに答える。

「ああ、神社の一件のことか？そうだが？」

「どうして、あんなことをやったんだ？」

　隼人の質問に、百合香は眉まゆを吊つり上あげる。

「必要な情報を得る為ためだよ。一つは、夕ゆう霧ぎり隼人、お前をターゲットにした支配魔術を使う為の情報さ」

（そうか、支配魔術で俺をターゲットにするのに必要だという霊れい媒ばい……それを、昨晩取られていたのか）

「まぁ、楽しかったよ。占い師の真ま似ねをするのは、昔からの趣味でね」

（であればやっぱり、昨晩の事件はこいつにとって……必要なことだったわけだな）

　隼人は、昨晩の事件が、仕組んだにしては不確実なことに違和感を覚えていた。

『恋のおまじない』を通りすがりの女子高生に教えても、それを実行してくれる保証なんてない。

（簡単なものならともかく、あんな手間のかかること……いくら、相手のことが好きとは言っても……）

　椎子に渡していた理術具アーテイフアクトや理の欠片ミスリルだって、貴重なものである筈はずだ。

（百合香には、椎子が確実に魔術を使ってくれるという確証があったとしか思えない）

　──占い師さんと『おまじないをやって、絶対に恋を成就させる』って約束してたし。

　──言葉を交わすことは、因果を繋つなぐことでもあるんです。

　隼人は、椎子と琴こと美みの言葉を思い出す。

（もしかしたら……）

　隼人は推測する。

　自分に向けられた、嫌なエーテルの正体。

　百合香は、隼人の言葉を──

「なぁ、この嫌なエーテルの感じは、その鎖の理パーマネントか？……まるで、俺の言葉を待っている、みたいな」

「…………」

　百合香は、隼人の言葉を聞くと、ニヤけていた表情を真顔にする。

「驚いた。〈束約鎖バインドチエーン〉の力に気付くとはな……」

「やっぱり、何かあったんだな」

「そう。この〈束約鎖バインドチエーン〉には、オレに対して『協力』『従順』を誓った相手を、支配する力がある。オレの味方になると一度でも言ってしまえば、その時点でそいつは、オレの命令に逆らえなくなるわけだ」

　百合香ゆりかの意思に呼応して、彼女の持つ鎖が緑色に発光しながら宙へと浮かぶ。

　まるで、宙を泳ぐ蛇のように切っ先を動かす。

（なるほど……それで、俺に『協力』を誓わせようとしたわけか。そして、天あま羽はねさんが『おまじない』を迷った時には、理パーマネントの力を使ってでも無む理り矢や理り実行させようとしていた、と）

「まぁ、バレてしまったのなら仕方がない。協力する気が無いなら、する気にさせるまでだ。おい、おまえ等は魔ロ王キ以外を見張れ」

　百合香の令に従い、魔術師ウイザード達たちが玲れい奈な達四人を取り囲んだ。

「どうやら、しばらく大人しくしてろってことみたいね」

　玲奈が魔術師ウイザード達を睨にらみながら呟つぶやく。

「魔ロ王キは五歩前に出ろ」

　隼はや人とは、百合香の指示通り五歩前に出て百合香に近付く。

（罠は避けたが、相変わらず窮地は変わらない、か……）

「……よし、じゃあ」

　すると、百合香は鎖状の理パーマネントを、飛鳥あすかに向かって振るった。

　スカートが捲まくれ、剥むき出だしになった飛鳥の太ふと股ももに、鞭むちのようにうねった鎖がバチンとぶつかる。

「……あっ！」

「飛鳥!?」

　飛鳥は、気を失ったまま小さく呻うめき声ごえをあげる。

　隼人は思わず飛鳥のもとに駆け寄り、屈かがんで飛鳥を抱きかかえた。

　鎖を振るわれた部分は、紫色に肌が変色して、みみず腫ばれが出来ている。

「飛鳥！……おい、てめぇっ！」

「起こしてやっただけだ、別に痛くはしてねぇよ」

　百合香は、大事な人質を手放したことも気にせず、卑しい笑み混じりに言った。

　すると、飛鳥はゆっくりと瞼まぶたを開き──

「……ぁ、ここは……」

「飛鳥、大丈夫か？」

「あ……れ……にーさん……？」

　飛鳥は、隼人の顔を不思議そうに見た後に、周囲を見回した。

「……ここは……？確か、学校に向かってた筈はずだけど……えっと、あたし……」

「良かった。俺はお前を助けに来たんだ。さぁ、おにーちゃんと帰るぞ」

「え……？う、うん……」

　飛鳥あすかは理解できない状況に戸惑いつつも、寝ね惚ぼけたような目で頷うなずく。

（とは言ったものの……）

　隼はや人とが怪しい動きをすれば、百合香ゆりかはすぐに、再び飛鳥を隼人から取り上げてしまうだろう。

　隼人は玲れい奈な達たちを見る。

　玲奈達もまた、今の状況がチャンスだということはわかっているようだが、動けずにいた。周囲の魔術師ウイザードや理術人形ゴーレムが、牽けん制せいしているからである。

「ねぇ、にーさん……」

　すると、隼人の腕の中で、飛鳥が隼人に話しかける。

「……なんだ？」

「あのね……」

　飛鳥が、弱々しい声をあげながら、ゆっくりと隼人を求めるように手を伸ばしてくる。

　隼人は、飛鳥が今の状況を不安に思い、怖がっているのだと思った。

　隼人も、飛鳥の頭を撫なでてやろうと手を伸ばす。

　そうして、隼人の手が飛鳥の頭に触れようとした、その時──

「隼人君！いけない！」

「え!?」

　琴こと美みが飛鳥の違和感に気付いて叫んだが、一足遅い。

　飛鳥の手が、力強く隼人の首を掴つかんで絞める。

「にーさん。死んで」

（っ……これは……）

　隼人は、どうして百合香が簡単に飛鳥を解放したのかを理解し、同時に大事なことを忘れていたことに気付いた。

　今、この工場で実行されている魔術式と、その効力。

（俺を襲うように、飛鳥にも暗示がかけられてる……！）

　ぎゅううっと、飛鳥の手の力が強くなる。

「くっ……！」

「隼人！」

「……夕ゆう霧ぎり君！」

　玲奈と詩し愛あが飛び出そうとするが、近くにいた魔術師ウイザード二人が玲奈と詩愛に理パーマネントを突きつけ、行く手を阻む。

　二人の魔術師ウイザードは、片方がナイフを、もう片方が棍こん棒ぼうのような鈍器を持っていた。

「クハハ。いいねぇ、妹を助けに来た兄を妹に襲わせる！最高の余興じゃねぇか！」

「最低！」

　玲奈が吠ほえる。

「……反へ吐どが出る」

　あかりが、殺意の籠もった眼まな差ざしで百合香ゆりかを見ながらボヤいた。

「反へ吐どで結構。オレは人に敬われる為ために生きてるわけじゃねーからな！人に敬わせる為に生きてるんだ！力こそが正義だよ！」

　隼はや人との首を絞める飛鳥あすかの手の力が強くなる。

（ぐっ……がっ……！）

　隼人は我慢出来なくなって、隼人の首を絞める飛鳥の手を払おうとする。

「おおっと、ジッとしておけ？お前が抵抗したら、オレが妹にコイツを──」

　百合香はそう言うと、理パーマネントである鎖を隼人に見せる。

「クク、安心しろ。殺しはしないさ、人質だからな。だが、一生消えない傷の一つや二つ、付けちまうかもなぁ？」

（ゲスが……！）

「どうする？お前がオレに協力すると誓えば妹は助けてやるが……まぁ、どうするも何も、他に選択肢は無いがな」

　──ザアアアアア。

　工場の外から、激しい雨音が聞こえ始める。つんざくような雷鳴も轟とどろいた。

　どうやら、夕立が激しくなったようである。

（……どうする？あいつの言うことに従うか？そうすれば、少なくとも飛鳥は……）

　──いや、違う。それは駄目だ。

　隼人はすぐに考え直した。

　隼人が百合香の仲間になれば、いずれにせよ碌ろくでもないことに協力してしまうことになる。多分、世界も飛鳥も、大変なことになってしまうだろう。

（くそっ。この状況をどうにかする方法が──何か──）

　──変えなければ、この状況を。

　隼人は、朦もう朧ろうとする意識の中で、逆転の方法を考える。




　不愉快な夢だと、飛鳥は思った。

　夢の中で飛鳥は、隼人の首を絞めている。

（なんで……あたしがこんなこと!?）

　飛鳥は、隼人を殺そうとする自分を止めようとした。

　だが、飛鳥の想おもいに反して、手の力はますます強くなる。

　立てた爪が隼人の肌に食い込み、肉を抉えぐった。

　隼人は苦しそうに呻うめきながら、小さく何かを呟つぶやいている。

「あ……す……か……」

（にーさん、あたしの名前を呼んでるの？）

「しょう……きに……もど……」

（正気に？正気って……）

　飛鳥あすかは正気だ。

　夢の中の飛鳥が、おかしなだけである。

「あす……か……」

　飛鳥は焦った。夢の中とはいえ、隼はや人とが苦しんでいる。

　しかも苦しめているのは、他でもない飛鳥だ。

「おおっと、ジッとしておけ？お前が抵抗したら、オレが妹にコイツを──」

　知らない女の人の声が聞こえて来る。

「クク、安心しろ。殺しはしないさ、人質だからな。だが、一生消えない傷の一つや二つ、付けちまうかもなぁ？」

　女の人の言葉が隼人に向けられていることが、飛鳥にもわかった。

（もしかして、にーさん、あたしの為ために……）

　飛鳥は、苦しむ隼人を見たくなかった。

　それが自分のせいであるのなら、尚なお更さらだ。

（あたしが助けるって決めたのに……）

　飛鳥は思い出す。

　昔、ボロボロになって帰ってきた隼人の姿。

　そして、あの時から芽生え始めた、強くなりたいという気持ち。

　──護まもられているんじゃ、駄目なんだ。

　隼人は、優しくてお節介だ。困っている人間、弱っている人間を見かければ、自身を厭いとわずに助けようとする。

　そう、相手が誰だれであろうが、だ。

　──妹だから、護ってくれるというわけでもない。

　隼人が誰に対しても優しいのだと気付いた時、何な故ぜか飛鳥は、悔しい思いをした。

　自分が隼人にとって、特別な存在ではないように感じてしまったからである。

　でも、飛鳥はこうも思った。

　──それじゃ、誰がにーさんを護るの？

　飛鳥は、護られている場合じゃないと思った。むしろ、自分が助けなければと思った。

　──護られた分だけ、護りたい。

『変えたいか？』

　ふと、声が聞こえた。

『変えたいか？お前の見ている世界を』

（誰……？貴方あなたは確か……）

　飛鳥は声に、聞き覚えがあった。

　昨日、隼人が心配でどうしようもなくなった時に突然聞こえた幻聴だ。

『我の名は、〈守護双斧ガーデイアクス〉。大切な者を護るため、弱き己を断つ勇敢な二つの意思なり』

（弱き己を断ち、大切な者を護る……）

　その時、激しい轟ごう音おんとともに、大地が震えた。

　夕立の嵐が、近くに雷を落としたのだ。

　だが、飛鳥あすかは怯ひるまない。

（あたしは変えたかった。だから、雷を怖がるのを止やめた。うじうじするのも止めた。いつもベタベタと、にーさんの後をついて回るのも止めた。にーさんを護まもるために、まずはにーさん離れをしようと思った。あたしはいつまでも、子供じゃない）

　飛鳥は、幼い頃ころに隼はや人とと交わした約束を思い出す。

『お前はお姫さま、おにーちゃんはお前を護る騎士』

（あたしは、その約束を断ちたかった。だって──あたしが、あたしこそが、にーさんを護る騎士になりたかったから）

　飛鳥は願い、求める。

　隼人を助けることが出来る、騎士になれる力を。

「あたしの想おもいに応えて、〈守護双斧ガーデイアクス〉！」




　隼人も百合香ゆりかも、状況を遠巻きに見守っていた玲れい奈なに詩し愛あ、そして琴こと美みにあかり、それに彼女達たちを牽けん制せいしていた魔術師ウイザード達も──最初、何が起こったのかわからなかった。

　飛鳥の両手には、二つの斧おのがあった。全長五十センチくらいの両刃、刃の部分からはエーテル色の電気のようなものが、チリチリと散っている。

　斧は、いつの間にか飛鳥の手に握にぎられていた。間違いなく理パーマネントである。

「にーさん、ごめんね」

　理パーマネント使いとなった飛鳥は、支配魔術の影響を受けなくなり、正気を取り戻していた。

「飛鳥……それは？」

「〈守護双斧ガーデイアクス〉、って言うらしいよ？」

「なっ……!?」

　百合香は、飛鳥が突然理パーマネントに選ばれて百合香達に牙を剥むくという予想外の状況に、唖あ然ぜんとする。

「あたしがにーさんを、護るんだから！」

　飛鳥の宣言と同時に、外では地響きのように雷が鳴る。

　飛鳥が斧を振り上げ、踏み込んだ。

「ちぃっ！」

　すかさず百合香が、〈束約鎖バインドチエーン〉で斧を防ぐ。

「ぬがぁっ！」

　だが、斧から鎖を伝でん播ぱしてくるエーテルの電流に、百合香は身み悶もだえた。

「あたしはもう、雷なんて恐れない。使いこなしてみせるんだから！」

　百合香は慌てて鎖を引っ込め、飛鳥から距離を取った。

「っ！接続コネクト、〈天翔覇者エリアルブレイド〉！」

　玲れい奈なが、魔術師ウイザード達たちが飛鳥あすかと百合香ゆりかに気を取られた隙を見て、理パーマネントを発現する。

「しまっ……！」

　相手が反応するより前に、玲奈はそのまま大剣を振りかぶり、魔術師ウイザードに斬きりかかった。

　魔術師ウイザードは理パーマネントであるナイフで斬ざん撃げきを防ごうとするが、剣圧に耐えきれずナイフは弾はじかれてしまう。

　すかさず、他の魔術師ウイザードが玲奈に向けて構えた。だが──

「接続コネクト、〈土龍槍ギガトンランス〉」「接続コネクト、〈自在の水衣フエイズドレス〉」「接続コネクト、〈重力靴グラヴイテイシユーズ〉」

　他の三人も、理パーマネントを発現させる。

　そして、あかりがすぐに槍やりを地面に突き刺すと──

「〈激動する大地アースクエイク〉！」

〈土龍槍ギガトンランス〉から、地中にエーテルを注ぎ込む。

　エーテルは地脈を刺激し、周囲に大きな揺れを引き起こした。

　突然の地震に、魔術師ウイザード達が体勢を崩す。

　そこへ、あかりの行動を読んでいた琴こと美みがジャンプし、

「あら、チャンスですね」

　いつも以上に長い鞭むちを生み出し、宙で振った。

「〈水神の戯れミーミルウイツプ〉！」

　大きくしなる水の刃は、近くにいた魔術師ウイザードの持っていた棍こん棒ぼう型の理パーマネントを弾く。そこへ、琴美の動きを見て、自分も反重力飛行レビテーシヨンを使っていた詩し愛あが飛びかかり、重力を乗せた蹴けりを放つ。

「ぐはっ……！」

　無防備な魔術師ウイザードに、詩愛の強烈な一撃がお見舞いされ、倒れた。

「なっ！」

　その様を見て、百合香が驚きよう愕がくする。

「余よ所そ見みしてる場合じゃないんじゃないかな？」

　その隙を拾い、飛鳥が踏み込んだ。

「くっ！調子に乗るなガキが！」

　百合香は、飛鳥の斧おのを受ける鎖にエーテルを込めると、突き出すようにして飛鳥を押し返す。

「きゃあっ！」

「……飛鳥っ！」

　体勢を崩しよろめく飛鳥を、隼はや人とが支えた。

　そして──

「接続コネクト、〈律因の環ニーベルゲン〉！」

　隼人も理パーマネントを発現し、百合香に対たい峙じする。

　百合香が、隼人達を見回すと言った。

「ちぃっ！理術人形ゴーレム、こいつらを狩れ！」




「〈赤気結界オーロラフイールド〉、展開」

　あかりが再び〈赤気結界オーロラフイールド〉を張り直したのが、再戦の狼煙のろしだった。

　直後、四方から隼はや人とを狙ねらって理術人形ゴーレムが銃撃を放つ。

「にーさん！」

　すかさず、飛鳥あすかが二つの斧おのを理術人形ゴーレムに向かって、

「疾円斧ヤブサメ」

　──投とう擲てきする。

　二つの斧が空中を疾駆する。エーテルの稲光が斧の軌道上を走り、荒れ狂う龍が如く目標を狙った。

　二つの斧は、隼人を射撃していた理術人形ゴーレムのうち一体に命中し、瞬く間に全身を三等分する。

　そして、飛鳥はブーメランのように戻ってきた斧を構え直すと、そのまま隼人を狙っていた別の理術人形ゴーレムに接近戦を仕掛ける。

「負けられないんだから！」

　二つの斧を振り回し、理術人形ゴーレムに迫る飛鳥。今度は警戒されている為ため、俊しゆん敏びんな理術人形ゴーレムは斧を軽々と避ける。

　だが、そこに隼人が迫る。

「うおおおおおおおおお！」

　隼人は、拳こぶしにエーテルを込めると、飛鳥の斧を避けた理術人形ゴーレムに渾こん身しんの一撃を喰くらわせる。

　隼人の拳が理術人形ゴーレムの腹部にめりこみ、後方に吹っ飛ばした。

（一撃じゃやれてない！）

　しかし──

「あたしもいるよ！」

　飛鳥は既に、斧を振りかぶっていた。

　今度は飛鳥が、隼人に連撃を繋つなげる。隼人の行動を予想してのコンビネーションだ。

　飛鳥の双そう斧ふが、反応しきれなかった理術人形ゴーレムの全身を狙う──が、

「こっちもいるってーの！」

　魔術師ウイザードが、紐ひもで伸びた棘とげの付いた円盤のようなものを飛鳥の斧にぶつけ、理術人形ゴーレムを助けた。

　紐は、魔術師ウイザードの指から伸びている。

（棘の付いたヨーヨー!?）

「棘とげの理パーマネント、〈棘廻天殺ニードルスピナー〉でズッタンズッタンにしてやんよ！」

　隼人と飛鳥のコンビネーションに対し、魔術師ウイザードも理術人形ゴーレムを的確にサポートし、応戦してくる。

　理術人形ゴーレムも合わせれば、相手の方が数は多いのだ。

　隼はや人と達たちは、理術人形ゴーレムや魔術師ウイザードと、一進一退の激闘を繰り広げた。

（それにしても、気のせいか……？こいつ、戦闘を長引かせようとしているような……）

　魔術師ウイザードが積極的に攻めに転じないこともあってか、長期戦となる。

（だが、のろのろしているわけには……！）

「うおおおおおおお」

　隼人は、左右に跳躍を繰り返しながら銃弾をかいくぐり、理術人形ゴーレムに殴りかかる。

　隼人の真正面からの右ストレートは、見事に理術人形ゴーレムを捉とらえて泥へと変えた。

「ちぃっ！」

　魔術師ウイザードがヨーヨーで隼人を狙ねらう。

「やらせないよ！」

　飛鳥あすかがそこに割って入り、ヨーヨーを片方の斧おので弾はじくと、もう片方の斧で──

「ええいっ！」

　見事、魔術師ウイザードを打ち倒した。

「そっちもなんとか終わったみたいね」

　玲れい奈なが隼人の近くに来て呟つぶやく。

「しつこい相手だったわ。一緒に相手してた魔術師ウイザードが邪魔ばかりして来るし、苛いら々いらしちゃった」

　隼人は玲奈の言葉を聞いて、周囲を見回してみる。

　先程まで隼人達を囲んでいた理術人形ゴーレムは、全滅して泥溜だまりに変わっていた。

　飛鳥が大きく息を吐はく。

「ふぅ……」

「飛鳥、大丈夫か？」

「あ、あたしは大丈夫。それより、にーさんこそ大丈夫？」

「ああ、別になんともないよ」

　隼人がそう言うと、飛鳥はもう一度、今度は瞳ひとみに涙を浮かべながら安あん堵どの息を吐く。

「あたしがにーさんを襲ってる夢を見て、凄すごく嫌だと思って、だから助けなきゃって思ったら……この斧に話しかけられて。それで目が覚めて……」

（夢の中で理パーマネントに呼びかけられたのか……）

「ねぇ……この斧、一体何なの？それに、この化け物達も……」

　飛鳥が自分の持つ斧と、周囲に転がる泥の残骸を見ながら呟く。

「その斧は理パーマネントって言うものなんだ。変えたいという心に反応して現れて、人の心に住み着く特殊な武器らしい」

「何それ……」

「詳しくは帰って話すよ。それよりも……」

「隼はや人と君！大丈夫！」

　戦闘を終えた琴こと美みとあかり、そして詩し愛あも隼人のところにやって来る。

「先輩、花はな咲さき百ゆ合り香かは？」

「あそこよ」

　琴美が百合香のいる工場奥に視線を飛ばす。

　百合香は、そこにあるブルーシートの近くで隼人達たちを見ていた。

　魔術式の霊れい媒ばいとなっている理の欠片ミスリルから繋つながる、ケーブルが伸びた先のブルーシートだ。

　隼人達は、百合香を追い詰めるように近付く。

「ここまでよ！」

「……もう逃げられない」

「流石さすがにこの人数は、一人じゃ相手出来ませんし」

「無駄な抵抗は止やめた方がいいわ」

　玲れい奈なとあかり、琴美と詩愛の四人が、それぞれの理パーマネントを百合香に向ける。

　飛鳥あすかと隼人も続ける。

「にーさんには、もう手を出させないんだから」

「というわけだ。大人しく理パーマネントを渡して投降した方がいい」

　だが百合香は、絶体絶命な状況にも拘かかわらず、隼人達の言葉を一笑に付すと、

「ククク。誰だれが一人で相手にするって？」

　怯ひるむことのない口調で言い放つ。

「誰がって、アンタどう見ても──」

「起動エメト！」

　その時、百合香が呪じゆ文もんを唱える。

　直後、百合香の傍らにあるブルーシートの中から、凄すさまじい量のエーテルが迸ほとばしり始めた。

「なっ！何よこれ！」

「お、おぞましいエーテルの気配を感じます……。この強さ、まるで……」

（竜召喚サモン・ドラゴン！）

　隼人は、禍まが々まがしいエーテルの気配に身震いをする。

「に、にーさん……これ、気持ち悪い」

　ブルーシートの中のナニカが立ち上がり、シートを押しのけて姿を現す。

　シートの中から現れたのは、凶悪なエーテルを放つ──

　理術人形ゴーレムだった。

「なぁ、何な故ぜ、どうしてこいつを、今まで勿もつ体たいぶって出さなかったと思う？」

　百合香が理パーマネントを振るって、集積理術人形ミストカーフの胸部に繋がるケーブルを薙なぐ。

「それはな……お前達の情報を、他の理術人形ゴーレムを使って集積させる為ためだよ」

（情報を……集積……？）

「子機ノードである理術人形ゴーレムから情報を集積し、分析することによって、敵の攻略法を生成する親機ホスト──それがこの、集積理術人形ミストカーフだ！昨日と今日と、お前達たちは理術人形ゴーレムと戦っただろう？今のこいつには、お前達の戦闘行動に関する情報がインプットされているわけだよ」

「──!?　なんだと!?」

（もしかして、さっきの戦闘の際、魔術師ウイザードがやたらと戦闘を長引かせようとしていたのは──俺達の、情報を集積する為ため!?）

　隼はや人とが驚きよう愕がくする。

　他の皆も、先程の戦闘の様子を思い出して、顔を引きつらせた。

「今のこいつは、お前達を倒す為の情報を集めた──言わば、対お前達専用の戦闘マシーンというわけだ。クク……行け、集積理術人形ミストカーフ！」





■第七章　断約と守護の双そう斧ふ







　集積理術人形ミストカーフは百合香ゆりかの言葉を受けると、隼人達に向かって跳ねた。

　それを見た隼人は、集積理術人形ミストカーフを迎え撃とうと身構える。

　だが、瞬間──

　集積理術人形ミストカーフは目前まで迫り、隼人に向かって蹴けりを繰り出そうとしていた。

「なっ……!?」

　隼人は慌てて集積理術人形ミストカーフの蹴りを避けようと、蹴り足の届かない右側にサイドステップを試みた。

　だが──

　蹴りは、隼人の右側から跳んで来る。

「くはっ……！」

　集積理術人形ミストカーフの蹴りが直撃した隼人は、その勢いで地面に回転しながら転がった。

　隼人は、コンクリートの床に全身を打ち付ける。

「本当に予測されて……る……!?」

「──隼人っ!?　このっ！」

　玲れい奈なは、集積理術人形ミストカーフに向かって飛ぶと、上段に構えた剣を振り下ろす。

　刹那、身体からだを横に倒す集積理術人形ミストカーフ。玲れい奈なの剣は虚むなしく空を切ったが、それを予測していた玲奈は、合間を置くことなく斬きり上げた。

　玲奈の隙のない連撃、だが──

　集積理術人形ミストカーフは、玲奈が剣を振るうよりも早く斬ざん撃げきを避け、両腕から銃口を取り出し玲奈に向けた。

「しまっ……！」

　容赦の無いエーテルの銃弾が、玲奈に降り注ぐ。

　玲奈は、無数の鉛を撃ち込まれたような鈍痛を全身に感じながら、その場に倒れた。

「咆哮する土龍エーテルボム！」

　刹那、あかりが銃槍ガンランスで集積理術人形ミストカーフを砲撃する。

　しかし、集積理術人形ミストカーフは軽々と砲撃を避けると、あかりに突進する。

「水神の戯れミーミルウイツプ！」

「……重力加速グラビティアクセル！」

　そこへ、琴こと美みと詩し愛あが、集積理術人形ミストカーフに挟撃を仕掛ける。右からは琴美の鞭むちが、左からは詩愛の蹴けりが、正面からは構え直したあかりの槍やりが迫った。

「……流石さすがにこれなら当たる」

　あかりが確信した、次の瞬間。

　集積理術人形ミストカーフは全身をバラバラにして、いくつかの泥塊に分離パージすると、三人の攻撃を避けた。

　戸惑う三人。泥塊は琴美の背後で合流すると、再び人間の形を作る。

「……後ろ!?」

　琴美が、慌てて振り返ろうとした瞬間、集積理術人形ミストカーフの拳こぶしが琴美を突き飛ばした。

　勢い良く吹っ飛んだ琴美の身体は、進路上にいた詩愛も巻き込み、壁に強く叩たたきつけられる。

　二人が叩きつけられた壁には、強い衝撃にクレーターのような亀裂が走った。

　かと思えば、集積理術人形ミストカーフは、既にあかりに迫っていて──

　集積理術人形ミストカーフには、子機ノードである理術人形ゴーレム達たちにより集めた情報によって、相手の行動を計算し、反応する力があった。

　絶対反応メタリアクシヨン。

　人間が行動を起こそうとする時に生じる、視線や身体の微細な動き。フレーム単位で計測された相手の動きから、集積理術人形ミストカーフは常に最善手を予測し、生成された必勝パターンによって戦闘を行う。

　例えば、玲奈は真まっ直すぐ斬り込もうとする時に、視線を僅かに上げて剣を握にぎり直す癖がある。これは普段、本人すらも自覚していない癖ではあるが、集積理術人形ミストカーフはこの癖を正確に計測していた。

　今であれば敵に迫られたあかりが、どのような手段を取るか──集積理術人形ミストカーフは既存のあかりの行動パターンから、彼女が取るであろう行動を推測していく。

　あかりが条件反射的に、槍やりを持つ腕を引いて脇わきを締める。そして、集積理術人形ミストカーフの胸部を流し見た瞬間──

「えっ……！」

　あかりが突き出した槍を、集積理術人形ミストカーフは身を屈かがめて避けていた。そしてすかさず、懐ふところから強烈なアッパーを繰り出す。

「くあっ！」

　あかりの身体からだが打ち上げられ、天井にぶつかった後に地面に落ちる。

　そして、集積理術人形ミストカーフは、圧倒的な力に立ちつくしていた、飛鳥あすかに飛びかかる。

「飛鳥！」

　隼はや人とが叫ぶ。

「っ！こ、この！」

　飛鳥は慌てて双そう斧ふで斬きりかかったが、集積理術人形ミストカーフに軽く腕で捌さばかれると、腹部に強烈な蹴けりをお見舞いされる。

「うぐっ……！」

　飛鳥は、呻うめきながら倒れた。

「クク。わかったか、集積理術人形ミストカーフの強さが。お前達たちの動きなんて全て、こいつにはお見通しなわけだ」

　百合香ゆりかが、優越感を滲にじませた大おお袈げ裟さな口調で隼人達に告げる。

「……っ！なら、それよりも早く動くだけだ！玲れい奈な！」

　隼人は、玲奈が立ち上がり再び剣を構えたのを確認して、自分も身を起こす。

　そして、指輪を玲奈に向けて構えて、

「騎士覚醒アウエイク！」

〈律因の環ニーベルゲン〉に刻まれた樹のレリーフが、成長を司つかさどるベルカナのルーンへと変化する。

　神々しい輝きを放ち始めた指輪から、ビームのように伸びたエーテルの塊が玲奈に発射された。王オーデインのエーテルを悠久騎士フレースヴエルグに託し、潜在能力を引き出す指輪の力である。

　騎士覚醒アウエイクは、隼人のエーテルを騎士に受け渡すものであり、一度使えば隼人のエーテルは空っぽになってしまう。迂う闊かつな使用は許されない、ここぞという時の為ための力だった。

（そして今が、その時だ！）

　玲奈は、騎士覚醒アウエイクの力によって、ダメージで朦もう朧ろうとしていた意識をしっかりと取り戻した。

「ありがとう隼人。これでアイツをぶっ飛ばせるわ」

　玲奈の背中に、再びエーテルの翼が形成される。

　目視が難しいほどの速度で空を駆け、玲奈は集積理術人形ミストカーフに斬り込んだ。

　先程までとは次元の違う、玲奈の電光石火な一いつ閃せん。

　この剣速は避けようが無いと、玲奈は確信していた。

　だが、しかし──

　玲れい奈なの剣は、予想に反して回避される。

「なっ、嘘うそでしょ!?」

　集積理術人形ミストカーフは、玲奈に反撃の掌底を繰り出した。

「がっ！」

　強い脳のう震しん盪とうを感じながら、玲奈が倒れる。

「ククク。愚かな騎士さんに良いことを教えてやるよ。いくら速くてもなぁ、当たらなければ意味がないんだよ！絶対回避の力を持つ、こいつの前に敵はいねぇ！」

　隼はや人とは愕がく然ぜんとする。

（まさか、指輪の力が通用しないなんて……）

「やれ、集積理術人形ミストカーフ！まずは魔ロ王キを痛めつけて動けなくしてやるんだ。後は、他の奴やつを痛めつけて、オレに協力するように言うことを聞かせればいい」

　集積理術人形ミストカーフが腕を隼人に向け、見下ろすように銃口を構えた。

（もう……ダメか？）

「駄目っ！」

　その時、飛鳥あすかが隼人の前に出て、庇かばうように立ち塞がる。

「なんだ？ヒーローごっこでもやるってぇのか？そんなにぶるってるのに」

　飛鳥の両足は、怯おびえるようにぶるぶると震えていた。

「……あ、あなた達たちの好きになんて、やらせない！にーさんは、あたしが護まもるって決めてるんだから！」

　飛鳥は、自分を叱しつ咤たするように叫ぶと、両足の震えを止めて再び斧おのを構える。

　飛鳥の叫びは、弱気な自分を支配する為ための激励の言葉。

　大切な人を護る、勇壮な騎士となる為の号令だった。

（飛鳥……）

「だって、あたしは誰だれよりもにーさんの近くにいた、妹だから！」

「ククク、こいつは笑いぐさだぜ。王オーデインを護る？集積理術人形ミストカーフを前にして、理パーマネントを拾ったばかりのお前がか？」

　百合香ゆりかはそう言うと、〈束約鎖バインドチエーン〉で、飛鳥を叩たたいた。

「あっ！」

　飛鳥が再び床に倒れる。

「飛鳥！」

　隼人は力を振り絞って素早く立ち上がると、倒れた飛鳥のもとへと走って両腕に抱える。

「オレはな、お前みたいな温ぬるい奴が大っ嫌いだ。誰かの為に力を使う？そんなことをして何になるって言うんだ」

「見返りが欲しくて、誰かを護るわけじゃないわ……」

　ダメージを受けた身体からだを押さえながら、詩し愛あがゆっくりと立ち上がる。

「……ただ、大切なものが傷付くのが嫌なだけ。そして、大切なものを護まもれるくらい、強い自分になりたいだけ」

「お前だって、元は魔術師ウイザードの癖に」

「今は違うわ」

　凛りんとした、強い詩し愛あの答え。

「そうね、詩愛ちゃんの言う通り。自分以外に興味がなさそうな、貴方あなたにはわからないことでしょうけど」

「……ゲスにはわからない」

　気が付けば、琴こと美みとあかりも立ち上がり、武器を構えていた。

「私は格好悪いの、嫌だしね。貴方みたいな人間になりたくないもの」

　玲れい奈なも、剣を杖つえ代わりにしながら、のろのろと立ち上がった。

（みんな……）

　隼はや人とは、一瞬でも諦あきらめそうになってしまった自分を情けなく思う。

「ふんっ、お寒い兄きよう妹だい愛にお仲間ごっこか。あーあ、くだんねー」

　そして、今倒れたばかりの飛鳥あすかは──

「ごめん、にーさん……」

　隼人の腕の中でゆっくりと目を開くと、悔しそうにそう呟つぶやいた。

「折せつ角かくにーさんを助けられる力が手に入ったと思ったのに、あんまり役に立てなくて。もっと……もっと力があれば、にーさんを……」

「馬ば鹿か……別にお前は、俺を助けなくていいんだよ。俺がお前を護るって約束したろ？」

「……でも、にーさんは誰だれだって護りたがるじゃない？それだと、にーさんを助ける人がいないよ。だから、あたしが護ってあげないと……」

　飛鳥が、心配そうに隼人を見上げる。

（こんなボロボロになって、心配なのはこっちだっつーの……）

　隼人は、飛鳥の頭を撫なでる。そして、歯は噛がみした。

（諦めてる場合じゃない。この状況を覆す方法を考えないと。俺は、この状況を変えて、みんなを──飛鳥を、護りたい！）

　隼人が強く、そう願った。

　その時──

　隼人は胸の奥で、ちりちりと小さな電流が流れるような感覚を覚える。

　以前、蛇竜ヨルムンガルドを相手にしている時、毒蛇砲メルトブレスに立ち向かった時、ふと沸き上がってきた不思議な感覚だ。

　あの時、隼人は自覚が無かったが──

（まるで、俺の因果が誰かと繋つながりたがっているかのような……）

　──奏因予兆フラグの成立。

　隼人は指輪から、そんな言葉が聞こえた気がした。

　そして隼はや人とは、これが奏魂の盟ソウルリンクを刻む為ための予感であることを確信する。

（もしかして、これは……）

「に、にーさん、なんだか、あたし、胸が熱く……！」

　飛鳥あすかの顔が火照っていた。

　飛鳥もきっと、感じているのだ。奏魂の盟ソウルリンクの──成功の予感を。

「……なぁ、飛鳥。お願いがある」

「お願い？」

「ああ。この状況をどうにか出来るかもしれない、そのためのお願いだ」




　百合香ゆりかは、隼人が不可解な行動を取っていることに気付く。

「っ！魔ロ王キ、何をしてる！……集積理術人形ミストカーフ！」

　百合香の令で、集積理術人形ミストカーフが隼人に向かった。

「やらせないわよっ！」

　その進路を玲れい奈なが阻む。

　先程やられたとはいえ、玲奈にはまだ騎士覚醒アウエイクの効果が乗っている。

（当てることは難しくても、凌しのぐことくらいなら……！）

　玲奈は牽けん制せいの剣けん戟げきを繰り出しながら、集積理術人形ミストカーフの行く手を阻むことだけを考える。

「咆哮する土龍エーテルボム、発射フアイア！」

　あかりも玲奈を、砲撃で援護する。

　だがそれでも、集積理術人形ミストカーフは一瞬の隙を突いて、隼人に向けて銃撃を繰り出した。

「絶対防御泡ウオーターカプセル！」

　咄とつ嗟さに、隼人達たちの前に出た琴こと美みが銃撃を防ぐ。

「ちっ、オレも──」

「行かせないわ！重力加速グラビティアクセル」

　詩し愛あが、隼人に迫ろうとした百合香に向かって、加速しながらの蹴けりを繰り出した。

「ちぃっ！」

　百合香は鎖で詩愛の蹴りを受け止め、ぶつかった靴と鎖がエーテルの火花を散らす。




　隼人は、気持ちを落ち着かせる為に息を呑のむと、

「飛鳥、ごめん」

　まずは、飛鳥に謝った。

　そして、飛鳥の肩に両手を回すと、ゆっくりと飛鳥に顔を近付ける。

（そう言えば、こんなに近くでこいつの顔を見たのって、久々だっけ……）

　子供の頃ころ、飛鳥が熱を出した時、隼人は自分のおでこを使って飛鳥の熱を測ってやることがあった。その時以来だ。

（ずっと見てなかったから当たり前だろうけど。いつの間にこんなに大人っぽく……）

「え？ちょ、ちょっと、にーさん!?」

　飛鳥あすかが焦る。

「すまん、ちょっとの間、ジッとしていてくれ」

　そうして、隼はや人とは──

　飛鳥の唇に、自分の唇を重ねる。

「……え!?」

　飛鳥の唇の温ぬくもりが、湿り気を帯びた弾力が、隼人の唇に伝わる。

「んっ……！」

　刹那──

　隼人は全身に、熱く滾たぎるような、ぐつぐつとしたエネルギーが沸き上がってくるのがわかる。高濃度のエーテルだ。

　騎士覚醒アウエイクの使用によって完全に空っぽとなっていた隼人のエーテルが、みるみるうちに回復していく。

「なっ……！」

　飛鳥が、慌てて隼人を突き放す。

「な、何するの、にーさん！そ、それに……な、何これ！か、身体からだが、熱い……ぁぁっ！」

　飛鳥が、自分の身体を抱きしめながら、悶もだえて屈かがむ。












「奏魂の盟ソウルリンク。詳しいことは後で話すけど……それで俺と飛鳥あすかは、強くなった」

「つ、強く……？」

　飛鳥が、両手に持った斧おのを振るう。

「た、確かに、なんだか、身体からだが軽くなったような。それに、身体の奥のエネルギーが、強くなったような……」

「そのエネルギーはエーテルって言うんだ。それも後で話す。今はそれよりも……」

　隼はや人とは──丁度、足止めしていた玲れい奈な達たち全員を地に伏せ、本来のターゲットである隼人の方を向いた──集積理術人形ミストカーフと百合香ゆりかを見る。

「あれを倒さないと」

「で、でも、さっきあんなにやられたのに……」

「大丈夫だ、今の俺と──お前ならやれる」

「ほ、本当に？」

「ああ、おにーちゃんを信じろ」

　隼人の自信満々の言葉に、飛鳥は、

「……にーさんの言葉だし、信じる」

　笑って、斧を構えながら答える。

「ふん。それが指輪の契約か？でも、今更一人契約が増えたところで、こいつに勝てる筈はずなんて無いさ」

　自信満々に、百合香が言い放つ。

「いいか？飛鳥、俺の言うとおりに動け、それだけでいい」

「にーさんの言う通りに？」

　隼人は頷うなずくと、指輪を構える。

　先程、飛鳥との奏魂の盟ソウルリンクで覚えた新しい力を、使う為ためだ。

「飛鳥、行ってくれ！」

「……わかった！」

　飛鳥が、集積理術人形ミストカーフに向かって疾駆する。

「行け、集積理術人形ミストカーフ！」

　集積理術人形ミストカーフが、弾丸のように飛鳥に迫る。

「我が指輪に集約せし因果の欠片よ。一ひと繋つなぎの未来を予測し、我に事実をねじ曲げる情報を与えよ！」

　隼人の指輪に、夥おびただしい量のエーテルが集った。

「確世歪曲リーデイング！」

〈律因の環ニーベルゲン〉の樹のレリーフが、助言を意味するソーンのルーンに変わる。

　刹那、隼人の視界に、意識に、脳裏に、見えない筈の未来の映像が映った。

　飛鳥がどのような行動を取り、その行動を集積理術人形ミストカーフに予測され、やられてしまうという未来だ。

（だが、この未来はもう起きない）

　何な故ぜなら、この力は断約と守護の力。

　未来を視みる為ための力ではなく、未来を知ることによって約束された危機を断つ力だ。

「飛鳥あすか、右へ身体からだをずらし、直後にバックステップ！相手が銃撃して来たら今度は左へ！」

「……わかった！」

　隼はや人との指示通りに動いた飛鳥が、華麗に集積理術人形ミストカーフの攻撃を避ける。

「なっ……！」

　百合香ゆりかが、その様を見て唖あ然ぜんとする。

（視れる時間は三秒か……しかし……）

　負荷の大きな確世歪曲リーデイングは、今の隼人の能力だと、たったの三秒しか未来を視ることが出来ないようだった。しかし、

（……三秒もあれば、十分だ！）

「確世歪曲リーデイング！」

　再び隼人が、確世歪曲リーデイングを使用する。そして今度は、集積理術人形ミストカーフに反撃するための未来を、咄とつ嗟さに脳内で計算した。

（相手が未来を予測するのであれば……俺はその未来の……未さ来きを行く！）

「右みぎ斧おのを振り下ろして牽けん制せいしたら、そのまま左斧を胸部に向かって投とう擲てき」

　飛鳥にとって隼人は、世界中の誰だれよりも信頼している人間であり、息を合わせることの出来る相手だ。隼人の言葉を聞き、その場で同調するなんて難易度の高いことでも、飛鳥にとって不可能ではなかった。

「すると、相手はお前に飛びかかって来るから──右斧で、両足を薙なげ！」

　飛鳥の斧が、集積理術人形ミストカーフの足を断つ。

　両足を失った集積理術人形ミストカーフは、予期せぬ事態に空中でバランスを崩して地面に落下する。

「なっ!?　ちっ、やらせねぇ！」

　その惨状に驚きよう愕がくした百合香が、慌てて飛鳥に迫ろうとするが──

　そんな百合香の行動も、隼人は予測済みだった。

　突とつ如じよ、百合香の懐ふところに出現した隼人が、エーテルの乗った渾こん身しんのボディブローを百合香にお見舞いする。

「かはっ……おま、なんで……」

「冷静さを欠いて油断するからだ。だからお前は、俺を見失った」

　認識切断インビジブル。

　隼人は、集積理術人形ミストカーフが劣勢になると百合香が動くと予測し、透過からの不意打ちを仕掛けた。隼人のこの予測は、確世歪曲リーデイングの力によるものではない。単純な勘である。

「百合香、教えてやるよ。これが誰かを護まもろうとする力だ」

「……っ！」

　隼はや人とは、百合香ゆりかが崩れ落ちるのを確認すると、すぐに飛鳥あすかの方を振り向き、指輪を構える。

「にーさん！こいつまだ生きてる！」

　飛鳥は、地面に倒れた集積理術人形ミストカーフの銃撃を必死に斧おので防ぐ。

　飛鳥が一度切り落とし、泥塊となった集積理術人形ミストカーフの脚部も、本体と合流しようとして地面を這はっていた。

「飛鳥、コアを狙ねらえ！コアを壊せば流石さすがに動かなくなる筈はずだ！」

「で、でも、コアってどこ？それに反撃も出来ない！」

「だから、こうするんだよ！騎士覚醒アウエイク！」

　隼人は飛鳥に向かって、本日二度目の騎士覚醒アウエイクを放った。

　飛鳥と契約することで生み出された隼人のエーテルが放出され、飛鳥の力を引き上げる。

「す、凄すごいパワー！でも、確かにこれなら……！」

　飛鳥は、すぐに双そう斧ふの柄の部分を結合させて、上下両端に刃を持つ一本の武器にする。

「この斧、こういう使い方もあったんだ。よしっ！」

　合体した双斧にエーテルが満みち溢あふれ、稲妻となって走り始める。

　意思を持ったかのように蠢うごめく稲妻は、飛鳥に迫る銃弾を全て喰くらい、持ち主を護まもる。

　飛雷陣ライトニングサークルと呼ばれる、〈守護双斧ガーデイアクス〉の持つ守護の力だ。

　飛鳥は、長刀にも似た形状となった、合体した斧を大きく振りかぶると、集積理術人形ミストカーフに向けて狙いを定める。












「コアの場所がわからないなら、全部吹っとばしちゃえってことだよね！」

　飛鳥は大きく飛び上がると、〈守護双斧ガーデイアクス〉を集積理術人形ミストカーフに向けて、叩たたきつけるようにして投げ落とす。

「──粉砕の雷撃ミヨルニルストライク！」

　双斧に漲みなぎるエーテルが、天にも届く巨大な雷の柱となり、廃工場の屋根を貫いて集積理術人形ミストカーフを襲った。

　這い戻った脚部と合流して、再び立ち上がることに成功した集積理術人形ミストカーフだったが、巨大な神の裁きを避けるには遅すぎる。

　飛鳥の放った裁きの雷土は、集積理術人形ミストカーフを飲み込むと、緑色の灰へと変えた。





　　　◆






　集積理術人形ミストカーフとの戦闘の、翌日。

「今日から、この寮に新しい仲間が加わる」

　夕食時、遅れて食堂に入ってきたリピカの横には、大変見覚えのある顔があった。

「夕ゆう霧ぎり飛鳥です。今日からこの寮に住むことになりました。以後、よろしくお願いします」

　ペコリとお辞儀をする飛鳥。

　一同は驚きもせず、食事を進める手を止めて飛鳥あすかを見た。

「まぁ……予定調和というか。思ってたより早かったけど……」

　玲れい奈なが、苦笑いを浮かべながら言う。

　隼はや人とが質問する。

「お母さんは何か言ってたか？」

　隼人と違って、飛鳥は女の子だ。

　普通の親であれば、突然の寮生活なんて反対するに決まっている。

　しかもこの寮は、飛鳥の通う学校とは無関係ときていた。傍はた目めからは、飛鳥が住める理由も無ければ住む必要もない。

「家賃と食費が出るみたいだからいいんじゃない？　って」

「えええ……」

「あと、にーさんがいるなら安心じゃないかとも言ってた」

「……頼られてるのか？」

「なんにせよ、これで明日からお父さんとこに住めるって喜んでた」

「親父おやじのところに行きたいだけじゃないか！」

　隼人達たちの父親は現在単身赴任で県外に住んでいる。そして母が、父と逢あえないことを寂しく思っていることを、隼人は知っていた。

（毎晩のように、親父の名前を呼びながらむせび泣いてたもんな……）

「しかし、全て都合がいいことじゃ。飛鳥あすかだって、また魔術師ウイザードに狙ねらわれることがあるかもしれんし、母親も離れておった方が巻き込まれる可能性は少ないじゃろうしな」

「そう言われてみれば確かに」

（今回飛鳥が巻き込まれたわけだし……釈しやく然ぜんとはしないが、確かに都合の良い状況ではあるな）

「とりあえず、これからよろしくね、飛鳥ちゃん」

「……よろしく」

　琴こと美みとあかりが頭を下げる。

　詩し愛あも、少し人見知りをしながら、

「よろしくお願いするわ」

　と、飛鳥に告げた

「よろしくね、飛鳥ちゃん」

　玲れい奈なも、愛想の良い笑顔を浮かべながら他の三人に続けた。

「……あなたは」

「うん？」

「あなたには、よろしくされたくないです」

　すると、飛鳥は冷たい視線と言葉を玲奈に返した。

「え？」

「お、おい飛鳥！」

　突然、玲奈に失礼なことを言い出した飛鳥を、隼はや人とが諫いさめようとする。

「あなたは、なんだか怪しいんです。あたしの、悪い虫センサーがビンビン反応しています」

「おい飛鳥、お前何を……!?」

「な、な……？わ、悪い虫？」

　隼人と玲奈が狼狽うろたえる。

「あたしがここに住むようになったからには、にーさんに手出しさせません！」

「なっ……なっ……!?」

　リピカがその様子を見ながら、ニヤニヤして呟つぶやく。

「ますます面白くなりそうじゃのう」

「本当に理事長は意地悪ですよねぇ」

「……ふぅ」

「騒がしくなりそうね、ピート」

「……にゃあああ」

　呆あきれる琴美に、めんどくさそうに溜ため息いきを吐つくあかりと、足下でご飯を食べているピートに話しかける詩愛。

（俺は、どうすればいいんだ？）

　隼はや人とは、困惑の表情を浮かべていた。

　すると、リピカが何かを思い出したかのように、ポンと手を叩たたく。

「ああ、そうじゃ、忘れぬうちに伝えておかんとな。夕食が終わったら、みんなでワシの部屋に来てくれ。渡したいものがある」

「渡したいもの？」

　玲れい奈なは、飛鳥あすかから目を逸そらすようにしてリピカの方を向くと、助けを請こうように質問した。

「正確には隼人と詩し愛あ、それと飛鳥にじゃがな」

「俺と？」

「私と？」

「……あたし？」

　リピカは真面目まじめな顔をして頷うなずく。

「ワシからのプレゼントじゃ」




　夕食後、隼人達たちはリピカの部屋に向かった。

　すると、そこにあったのは──

「……鎧よろい？」

　理事長室の中央に、三つの甲かつ冑ちゆうが鎮ちん座ざしていた。

　三つともそれぞれ形は違っていて、うち一つには蒼あお色のマントも付いている。

「鎧を持たぬ三人の為ための、理術具アーテイフアクトじゃの」

「これが、俺達の……」

「真ん中のマント付きの奴やつが隼人の奴じゃの。向かってその右にある奴が飛鳥のもので、左のが詩愛のものじゃ。サイズも合う筈はずじゃよ」

　真ん中の、隼人のものであると言われたマント付きの甲冑は、他のものよりも仰ぎよう々ぎようしい形状をしている。腕用に籠こ手てではなく手てつ甲こうが用意されていて、指輪の力が使いやすいものを用意してくれていることがわかった。

「サイズって、どうやって調べたんですか？」

「ヌシらの個人情報なぞ学校にいくらでもある。それに、制服のサイズは以前から知っておるしな。飛鳥のサイズは、昨晩に電話で聞いておいた。それで、理術鍛冶ラタトスクの協会に連絡して、丁度良いものを見繕ってもらったのじゃよ」

「でも私、ローブがあるのに……いいんですか？」

「あんなもの着ておると騎士っぽくないじゃろう。まずは形から入らんとな」

「……ありがとうございます」

　詩愛の鎧は、黒を基調としたデザインで、ゴシックなイメージを漂わせるものだ。

「か、格好良い！ほ、本当に騎士みたいだよ！」

　飛鳥の鎧は、黄色を基調とした目立つデザインだ。

　詩し愛あの鎧よろいも飛鳥あすかの鎧も、二人のイメージと良くマッチしたものだった。

「理パーマネントに鎧が付いていると、なんだか損した気になるのよね。そう思いません？先輩」

「ええ、その気持ちわかるわ」

　玲れい奈なと琴こと美みが、羨うらやましそうに鎧を眺める。

「隼はや人との鎧は、〈救世機巧グラムグリーム〉と命名したそうじゃ。ヌシの為ために作ってもらった、ヌシ専用の理術具アーテイフアクトじゃよ」

「俺の為に、って。そんな簡単に出来るものなんですか？」

「ヌシが寮に住むことが決まった日には頼んでおったからのう。詩愛と飛鳥の鎧は、すぐに都合が付くものの中から良さそうなものを選ばせて貰もらった。隼人の鎧が届く時、詩愛のものもついでに持ってきて貰う話をしておっての。そこに昨日飛鳥の入寮が決まったから、それもついでにという流れじゃ」

「なるほど」

「詩愛の鎧は〈黒の騎士鎧ナイトウイツシユ〉。飛鳥の鎧は〈勇壮の鷲鎧アルゲンタヴイス〉。作り手も自慢の一品だそうじゃ」

　詩愛は自分の鎧を手に取ると、愛いとおしそうに愛めでる。

　飛鳥は鎧を爛らん々らんとした瞳ひとみで見つめると、目を閉じて小さく握にぎり拳こぶしを作った。

「何を意気込んでるんだ？」

「いや、これで存分ににーさんを護まもれるなぁと思って。本当に騎士になっちゃった……」

　飛鳥はそう言うと、右膝ひざをつけて頭を軽く下げた。左膝は立てた状態で、隼人の右手──指輪のある方の手を両手で優しく握る。

「事情は昨晩、全て理事長に聞いてるよ。あたしも騎士として、我が王オーデインに仕えようと思います。いいかな、にーさん」

「……今更、駄目なんて言葉は返せないだろう」

　隼人が苦笑いを返すと、飛鳥は顔を上げて満面の笑みを浮かべる。

　そして、飛鳥は立ち上がると、今度は隼人以外のみんなを見回しながら、

「というわけで、もう一度。皆さん、よろしくお願いします。この寮にあたしが来たからには……接続コネクト、〈守護双斧ガーデイアクス〉！」

　おもむろに理パーマネントを発現させた。

「おい飛鳥。どうして理パーマネントなんて……！」

「にーさんに近付く悪い虫には、容赦はしません！この斧おので叩たたき切ってやりますから、覚悟してください！」

「ちょっ！飛鳥！敵は魔術師ウイザードだからな!?」

「わかってるよ、にーさん。魔術師ウイザードは、にーさんを自分達たちの仲間に引き入れようとしている悪い女達って説明は聞いてるから。魔術師ウイザードも敵だよね！」

「いや、違うぞ飛鳥！魔術師ウイザードは敵な！みんなは味方だからな！」

「いかなる相手だろうが兄の身を守るのが、妹の使命だもん！」

　そんな飛鳥の様子を見て、琴美が玲奈の耳元で呟つぶやく。

「やっぱり、強力なライバルが出現みたいね」

「だ、だから何の話ですか！」

　玲れい奈なのもう片方の耳に、リピカが顔を寄せる。

「やっぱり楽しくなりそうじゃのう」

「ど、どうして私に言うんですか!?」

　あかりは溜ため息いきを吐つき、詩し愛あは困惑する。

「……この寮は子供ばかり」

「ま、また騒がしくなりそうね……ピート」

「にゃあああ」

　一同を見回しながら、頭を抱える隼はや人と。

（……俺はどうすればいいんだろうな）

「そういえば、にーさん」

「……うん？」

「３を上に進めて２を左に進めると何になるか、わかった？」

　飛鳥あすかが、先日隼人に出してきた不思議ななぞかけを、もう一度聞いてくる。

「ううん。わからないままだけど」

「そっか」

　隼人の答えに、飛鳥は少し寂しそうな表情を返す。

「で、答えはなんなんだ？」

「ん？んーっとね……」

　隼人が聞き返すと、飛鳥はしばらく考えるようにした後、はにかんだような笑顔を浮かべる。

　そして、優しく隼人に告げる。

「答えはいつか、その時が来たら教えてあげる」





　　　◆






　ねぇ、にーさん。

　どうしてあたしが、すぐににーさんの寮を訪ねられなかったかわかる？

　うーん、わかる筈はずないよね。だって、にーさんだもん。

　ずっと心配だったのに、すぐに行きたかったのに、あたしがそう出来なかった理由。

　あたしはね、最初、気持ちの整理が付かなかった。

　にーさんが出て行ったって知った時、凄すごく苦しくなって、怖くなって──

　今までは見て見ぬ振りをしていた、本当の気持ち。

　だからね、その気持ちの正体が何なのか、ずっと考えてた。

　もし、その気持ちが、あたしが思っている通りのものだったとしたら──

　だって、血が繋つながってないとはいえ、にーさんとあたしは兄きよう妹だい。

　そういう感情を持たれたら、にーさんはきっと困っちゃう。

　それで、ずっと考えた挙げ句、逢あわないとわからないなんて当然の結論に辿たどり着ついて──だから、寮を訪ねることにした。

　そうしたら、あんなことになっちゃって……。

　はっきりと自覚したのは、夜に寮を訪ねた日。

　あの日は、すっごく嫌な予感がした。

　にーさんが危ない目に遭あってるって、そんな危機の報しらせみたいなものが聞こえた気がした。

　今思えばそれは幻聴でもなんでもなくて、理パーマネントの声だったような気がするけど──

　でもね、それであたしは確信した。

　すると、頭を撫なでて貰もらうことが急に恥ずかしくなった。

　不思議だよね。今までは何ともなかったのに……。

　ねぇ、にーさん。

　理パーマネントって、変えたいって気持ちに関係して、手に入るものなんだよね？

　そして、あたしの理パーマネントは双そう斧ふ。

　一つだけど、二つある。

　ということは、あたしの変えたいって、二つあるんじゃないかな？

　二つあるからには、やっぱり二つ意味がある。そういう解釈も出来るよね？

　一つは、昔、にーさんが護まもってくれると言ってくれた約束を断つこと。

　あたしこそが、にーさんの騎士になること。

　そして、もう一つは──

　ねぇ、にーさん。

　あたしね、にーさんの妹になれて、本当に良かったと思ってる。

　でもね最近、にーさんがあたしのことを妹として扱うのが、なんだか悔しく感じるんだ。

　悔しいような。泣きたいような。

　そういう関係を、変えたいような。

　……ねぇ、にーさん。

　３を上に進めて２を左に進めると、何になるか。もし知りたかったら、




　スマートフォンで、フリック入力してみて。




　大好きなにーさんへ。

　まだ伝えきれない気持ちを、飛鳥あすかより。





■エピローグ







　飛鳥あすかの入寮が決まって数日後の深夜。

　桜さくら田だ市の外れに、児童数の減少に伴ともない廃校となってしまったものの、取り壊されずに残った旧校舎がある。

　人口減少に伴い桜田市と合併吸収された小さな町、山やま築づき町唯一の小学校で、山築小学校という名前だった場所だ。

　戦前に建てられ、老朽化した木造建築の校舎は、バブル期と平成を経ても改築されることなく、町の消滅とともにその役目を終えた。

　そんな廃校に、エイオンと鷹たか音ねがいた。

「今回使った破狂の戯バーサクトリツプは、領域内にいる個々人の個別因果に接続コネクトする効率的な術式を組み込んである。実験結果はオールグリーンの大成功。そして──」

「集積理術人形ミストカーフによる、集合意識反応デユルケムの仕組みも完成ですわね」

「ああ。これで因果を集合させ、そこから計算させる手段を得た。目指すべき楽園。私達たちの手で知恵の樹を生み出せる日に、また一歩近付けたわけだ」

　エイオンはそう言うと、ガラスの割れた窓から月を見上げる。

　エイオンは月が嫌いである。

　理由は、本当は薄汚く暗い世界を、光という方便で誤ご魔ま化かそうとしているように思えるからだ。

「しかし、わかっただろう？鷹音。ああいう輩やからにも使い道があるということが」

「暴れ狂う破者トランプルのことですか？……ええ、まぁ、確かにああいった方々であれば、遠慮無く切り捨てることが出来ますわね」

　鷹音が、呆あきれるようにエイオンに返す。

「自分達でやる手間は惜しむに限るからね。実験したい魔術との相性を考えても最適だったし、本気で戦ってくれるだろうから理術人形ゴーレム達の戦闘実験にもなる。あれも、今後の私達に必要不可欠なものだ」

「全ては計画通り、ってところかしら。魔ロ王キの勝利も含めて」

「ふふ、そうだね。魔ロ王キがあの程度の魔術師ウイザードや人形に負ける筈はずは無い」

　エイオンが静かに笑う。期待通りの魔ロ王キの力に、喜んでいるのだ。

「ついでに、今後危険になりそうだった反乱分子も摘み取れて一石二鳥、なんてことを考えてそうですわね」

「暴れ狂う破者トランプルのメンバーは、護樹議会ヴアルキユリアの牢ろう獄ごくに閉じこめられたという話だよ」

「……取り調べされて、わたくし達に不利な情報を引き出されることは？」

「だから、あの程度の輩が良かったんじゃないか。引き出せる情報なんてたかが知れてる」

　鷹音は、エイオンの得意気な言葉に肩を竦すくめる。邪魔な味方を排除する手際の良さに、呆あきれたのだ。

「終焉の日ラグナロクは近い。新世界の不安分子は刈り取っておかないとね」

「そうですわね。……で、お次は何をするのかしら」

　鷹たか音ねが、エイオンに質問する。

「知恵の樹を完成させるには、現代の情報だけでは足りない。間違いを排除するには、出来るだけ多くの成功と失敗を知る必要があるからね。つまり……」

「……時間軸の魔術実験」

「その通り。流石さすがの慧けい眼がん、恐れいるよ」

「でも、それは流石に、今までとはまたレベルの違う魔術では？」

　竜召喚サモン・ドラゴンや破狂の戯バーサクトリツプと、時間軸を取り扱う魔術とでは、同じ大魔術でも極端にレベルが違う筈はずである。

　そもそも、時間軸に関する魔術は、どんなに小さな規模のものでも、過去殆ほとんど成功例は存在しない。

　時間というものに干渉するのは、それだけ難易度の高いことである。

「実は、魔術式はもう出来てるんだけどね。理の欠片ミスリルも用意してある。問題はこれだけ巨大な魔術となると、術者をどうするのかってことだけど……」

　エイオンは視線を、月から鷹音へと向ける。

「当然、鷹音にも手伝って貰もらうよ」

「……わたくし一人では無理ですわよ？」

「わかってるさ。私もやるし、三魔柱ソフイアのもう二人も呼ぶ。そろそろ集まっておいた方が良いだろう」

　エイオンの言葉に、鷹音は息を呑のむ。

　三魔柱ソフイアの集合。

　それは、終焉の日ラグナロクに向けて行われている創世計画ジエネシスが、いよいよ本格的に開始するということだ。

「……逢あうのは久々ですわね」

「十分におめかししておくと良い。なにせ今回の魔術は、彼女達たちだけでなく、君を懐かしい人々との再会に導くのだから」




　それから一週間後。

　エイオン達は、大魔術、逆刻の戯レトロリロードの実行に成功する。

　その日、結むすびヶが原はらを中心とする日本第六因果領域は、その世界の在り方を──




　七年前のものへと変えた。





あとがき







　えっと、七なな烏う未みです。

　この度はフレースヴェルグ・イクシード二巻をお買い上げいただき、ありがとうございます。と、普通に挨あい拶さつしたところで──




　実は、一巻のあとがきを読んだ知り合いから、「普通過ぎてつまらない」「Ｉ社の時のハッチャケはどこいったんだ」「作家として終わっている」などボロクソに言われまして、スマートに格好良くあとがきを終えることが出来たとドヤってたボクとしては、あまりの評判の悪さにショックを受けていました。

　ぶっちゃけ、今後の自分の作家としての方向性を見失いかけたレベルでして、あとがきのせいでスランプに突入しかけてたくらいです。




　でも、あとがきって何書けばいいんですか！




　ボクはいつだって全力投球です！学生時代、[image: ]●家で「つゆだく×６」くらいを頼んで店員さんを困らせたこともあります！米がつゆに沈んで、おじやのようになっていました。いや、ほんと申し訳なかったです。食べもので遊ぶなって話ですね……。

　話が逸それましたけど、そのくらい全力なボクとしては、本文に全すべてを込めているわけです。もう何も残らないくらいに出し切っているつもりです。だからね、ボクはこう思うんですよ。あとがきを書けないことも、一つのあとがきなのではないかと。あとがけないことこそが、七烏未奏そうという作家性を存分に表現しているのではないかと。




　というわけで、次のあとがきは空白ってどうですかね。

　作家たるもの、常に前衛的な表現にチャレンジしていきたいものです。




　謝辞に移ります。イラストのむつみさん、担当の池いけ本もとさん。本当にいつもお世話になっております。お酒付き合ってくれる同業者の皆様。ボクの自律神経は皆様によって支えられております。

　そして、これを読んで頂いている読者の皆様。こうして二巻も形に出来ているのは、間違いなく皆様のおかげです。本当に本当に、ありがとうございます。

　では、また三巻が無事刊行されていることを祈りつつ──


２０１３年春の日のこと　七烏未奏











　著者

　七烏未奏（ななうみ・そう）

　　福岡出身、埼玉在住。三月生まれの弥生族。元ゲーム会社勤務、最近は執筆業で暮らしてます。将来の夢は、カンボジアあたりを起点に世界一の「萌えラーメン」チェーンを展開すること。目玉メニューは「もやし」を使った「萌やしラーメン」。全メニューを擬人化して、毎月新メニューを投下。リピート率一位のラーメンは書籍化することでしょう。




　イラストレーター

　むつみまさと

　　イラストレーター。元ゲームソフトハウス原画。大阪在住。

　　琴乃舎

　　http://mutsumimasato2010.blog71.fc2.com/




　　近年、イラスト担当中。




　　「悪に堕ちたら美少女まみれで大勝利!!」（ＨＪ文庫）

　　「三国志大戦ＴＣＧ」（セガ）

　　「大戦乱!!三国志バトル」（gloops）

　　「神獄のヴァルハラゲート」（Grani）

















　　カバー・口絵・本文イラスト／むつみまさと

　　装丁／塚原麻衣子（ムシカゴグラフィクス）
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